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お
茶
の
水
女
子
大
学
は
、
国
籍
・
年
齢
を
問
わ
ず
、
女
性
の
成
長
を
支
援
し
、

そ
の
資
質
能
力
の
十
全
な
開
発
を
企
て
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
本
学
は
「
女
子
教
育
を
通
し
て
の
国
際
協
力
」
を
実
施
可
能
な
貢
献
と
考
え
、

活
動
拠
点
と
し
て
、
２
０
０
３
年
７
月
に
開
発
途
上
国
女
子
教
育
協
力
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
４
月
か
ら
は
グ
ロ
ー
バ
ル
協
力
セ
ン
タ
ー
と
し
て
広
く
開
発
途
上
国
の
平
和
構
築
と
、

教
育
を
含
む
国
際
開
発
の
課
題
に
関
す
る
大
学
の
教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

お
茶
の
水
女
子
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
協
力
セ
ン
タ
ー
は
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開
会
挨
拶

佐
々
木 

泰
子　
　

お
茶
の
水
女
子
大
学
長　

　

本
日
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
20
周
年
記
念
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
紛
争
地
域
の
女
子
教
育
支
援
を
通

し
た
国
際
協
力
活
動
の
あ
り
方
」
に
お
運
び
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
来
賓
の
皆
様 

― 
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
井
本
理
事
、
日
本
女
子
大
学
篠
原
学
長
、
奈
良
女
子

大
学
今
岡
学
長
、
東
京
女
子
大
学
森
本
学
長
、
津
田
塾
大
学
髙
橋
学
長
、
そ
し
て
本
日
ご
講
演
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
上
智
大
学
の
杉
村
先
生
、
中
東
調
査
会
の
青
木
先
生 

― 

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
御
多
忙
の
中
、
ご
出
席
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
学
が
、
津
田
塾
大
学
、
東
京
女
子
大
学
、
奈
良
女
子
大
学
、
日
本
女
子
大
学
と
共
に
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
を
結
成
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
を
開
始
し
て
か
ら
20
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
様
々
な
社
会
環
境

の
変
化
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
皆
様
の
多
大
な
ご
尽
力
、
文
部
科
学
省
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
外
務
省
の

皆
様
か
ら
強
力
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
活
動
を
現
在
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
20
周
年
を
迎
え
、
本
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
、
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
、
記
念
シ
ン

お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
文
学
科
国
文
学
国
語
学
卒
業
。
同
大
学
院
人
文
科

学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
及
び
同
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
日
本
言
語
文
化
専
攻

修
了
。
専
門
は
社
会
言
語
学
、
日
本
語
教
育
。
お
茶
の
水
女
子
大
学
助
手
、
助
教

授
、
教
授
、
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
長
、
附
属
小
学
校
長
、
理
事
・
副
学
長
を
経
て

２
０
２
１
年
４
月
よ
り
現
職
。



5　開会挨拶

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
節
目
の
年
に
お
い
て
、
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支

援
で
得
ら
れ
た
知
見
、
蓄
積
を
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
み
な
ら
ず
世
界
の
紛
争
地
域
、
開
発
途
上
国
の
女
子
教
育
支
援

に
ど
う
生
か
せ
る
の
か
、
何
が
で
き
る
の
か
を
、
皆
様
と
共
に
考
え
、
示
唆
を
得
た
い
と
思
い
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

テ
ー
マ
を
「
紛
争
地
域
の
女
子
教
育
支
援
を
通
し
た
国
際
協
力
活
動
の
あ
り
方
」
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
日
は
、
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
各
大
学
の
学
長
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
理
事

よ
り
お
言
葉
を
賜
っ
た
後
、コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
20
年
間
の
振
り
返
り
を
本
学
よ
り
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、

「
人
間
の
安
全
保
障
と
国
際
教
育
協
力
」
に
つ
い
て
の
基
調
講
演
を
上
智
大
学
の
杉
村
教
授
か
ら
賜
り
、「
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
に
お
け
る
統
治
の
困
難
さ
」
に
つ
い
て
中
東
調
査
会
研
究
員
の
青
木
様
か
ら
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
後
半
で
は
、
五
女
子
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
よ
る
国
際
協
力
活
動
の
報
告
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
す
。

　

今
も
世
界
各
地
で
紛
争
が
起
こ
っ
て
い
て
、
貧
困
、
国
内
あ
る
い
は
国
家
間
の
格
差
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
、
少
数

者
の
排
除
、
環
境
問
題
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
２
０
３
０
年
を
達
成

年
と
し
て
国
連
が
採
択
し
た「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」の
進
捗
に
も
影
響
が
及
ん
で
お
り
ま
す
。そ
し
て
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
昨
年
（
２
０
２
１
年
）
８
月
に
政
権
が
崩
壊
、
反
政
府
勢
力
の
タ
リ
バ
ン
が
全
土
を
制
圧
し

て
暫
定
政
権
を
発
足
さ
せ
る
と
い
う
急
激
な
情
勢
の
変
化
が
起
こ
り
ま
し
た
。
今
後
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
性
た
ち

に
つ
い
て
の
見
通
し
は
、
残
念
な
が
ら
明
る
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
女
性
、
少
数
者
等
に
対
す
る
教
育
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
歴

史
を
持
つ
、
日
本
の
女
子
大
学
の
果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
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て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
子
教
育
の
重
要
性
、
紛
争
地
域
、
開
発
途
上
地
域
に
お
け
る
女
子
教
育
の
再
建
、
発
展
の

た
め
に
支
援
を
続
け
て
い
く
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
、
広
く
社
会
に
お
伝
え
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
点
を
胸
に
刻
み
、
私
た
ち
五
女
子
大
学
の
学
長
は
、
本
日
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
定
の
更
新
を
い
た
し
ま
し
た
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
こ
の
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
継
続
的
発
展
に
向
け
、
ご
支
援
、
ご
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
開
会
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



来
賓
挨
拶

井
本 
佐
智
子
（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）  理
事
）

篠
原 

聡
子
（
日
本
女
子
大
学
学
長
）

今
岡 

春
樹
（
奈
良
女
子
大
学
長
）

森
本 

あ
ん
り
（
東
京
女
子
大
学
学
長
）

髙
橋 

裕
子
（
津
田
塾
大
学
学
長
）
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挨
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１

井
本 

佐
智
子 

氏　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）理
事

１
９
９
３
年
国
際
基
督
教
大
学
大
学
院
行
政
学
研
究
科
国
際
機
構
論
専
攻
卒
業
、
国
際
協
力
事
業
団

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
２
０
０
３
年
に
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
に
改
組
）
採
用
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
南
ア
ジ

ア
部
南
ア
ジ
ア
第
三
課
長
、
イ
ン
ド
事
務
所
次
長
、
企
画
部
国
際
援
助
協
調
企
画
室
長
、
広
報
室
長

を
経
て
２
０
２
１
年
10
月
よ
り
現
職
。

　

五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
皆
様
、
20
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

  

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
お
よ
び
ご
関
係
の
皆
様
は
、
２
０
０
２
年
１
月
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
国
際
会
議
以
降
、
20
年

以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
は
じ
め
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
女
子
教
育
の
発
展
に
貢
献
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
と
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
五
女
子
大
学
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
教
育
関
係
者
を
日
本
に
招

い
て
、
女
子
教
育
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
修
も
含
め
、
２
０
０
２
年
以
降
、
日
本

で
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
い
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
教
育
関
係
者
は
１
５
０
名
を
超
え
ま
す
。

　

ま
た
、
７
０
０
名
を
超
え
る
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
留
学
生
に
占
め
る
女
性
の

割
合
は
年
々
上
昇
し
て
お
り
、
今
年
度
は
初
め
て
３
割
を
超
え
ま
し
た
。
昨
年
８
月
の
タ
リ
バ
ン
に
よ
る
政
変
後
は
、

女
性
単
独
の
国
外
渡
航
が
禁
じ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
男
性
親
族
に
同
行
し
て
い
た
だ
く
な
ど
の
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
、
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全
員
が
安
全
に
来
日
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が
苦
難
の
中
に
あ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、

未
来
を
担
う
人
を
育
て
る
事
を
や
め
な
い
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
そ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
紛
争
地
域
の
女
子
教
育
支
援
を
通
し
た
国
際
協
力
活
動
の
あ
り
方
」
と
い
う

こ
と
で
す
の
で
、「
紛
争
地
域
の
女
子
教
育
支
援
」
に
も
応
用
可
能
と
考
え
ら
れ
る
事
例
と
し
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
隣
に
あ
る
パ
キ
ス
タ
ン
で
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
現
在
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ェ
ー
ズ
２
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
性
別
・
年
代
を
問
わ
ず
、
様
々
な
人
々
に
、「
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
」
と
呼
ば

れ
る
学
び
の
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。「
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
」
と
言
っ
て
も
、
非
公
式
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

パ
キ
ス
タ
ン
の
政
府
に
認
め
ら
れ
た
公
式
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
実
は
、フ
ォ
ー
マ
ル
と
い
う
言
葉
に
は
「
形
式
的
な
」

と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

　

通
常
で
す
と
、
学
校
は
、
決
ま
っ
た
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が
、
決
ま
っ
た
時
間
に
決
ま
っ
た
場
所
に
通
う
も
の
で
す

が
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
は
、
様
々
な
事
情
か
ら
そ
の
形
式
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も
た
ち

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ま
た
、
伝
統
的
な
価
値
観
の
下
で
は
、
女
の
子
は
10
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
、
徐
々
に
大
人
と
し

て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
た
と
え
通
学
の
た
め
で
あ
っ
て
も
、
一
人
で
は
外
出
が
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

こ
で
、
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
通
い
や
す
い
場
所
で
、
子
ど
も
た
ち
が
通
い
や
す
い
時
期
・
時

間
帯
に
教
室
を
開
き
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
に
あ
っ
て
、
地
元
の
お
姉
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
る
学
校
な
ら
ば
、
女

の
子
も
安
心
し
て
通
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
今
年
、
パ
キ
ス
タ
ン
は
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、
学
校
も
被
害
を
受

け
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
地
域
で
は
、
学
び
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
た
め
に
仮
設
の
学
校
が
作
ら
れ
、
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

教
育
の
教
材
を
使
っ
た
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
は
、
柔
軟
で
ニ
ー
ズ
に
合
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わ
せ
た
教
育
機
会
を
提
供
す
る
方
法
と
し
て
、
紛
争
地
域
の
女
子
教
育
に
も
適
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
と
言
え
ま
す
。

　

現
在
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
と
協
力
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
内
に
あ
る
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
、
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
の
学
校
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
パ
キ
ス
タ
ン
全
土
で
約

２
６
０
０
人
の
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
子
ど
も
た
ち
が
学
ん
で
お
り
、
そ
の
う
ち
８
割
が
女
子
で
す
。

　

教
育
と
は
、
生
き
る
力
を
身
に
着
け
、
自
分
が
家
族
や
社
会
に
必
要
な
存
在
と
認
め
ら
れ
、
自
分
に
自
信
を
持
ち
、

そ
し
て
、
人
と
し
て
尊
厳
を
も
っ
て
生
き
る
上
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
、
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
考
え
ま
す
。
女
子

教
育
も
含
め
、
教
育
の
普
及
は
、
平
和
の
実
現
、
社
会
の
復
興
、
中
長
期
の
経
済
発
展
と
安
定
の
鍵
と
な
る
も
の
で
す

の
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
れ
か
ら
も
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
他
の
紛
争
地
域
に
お
け
る
教
育
と
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

本
日
は
、五
女
子
大
学
の
関
係
者
の
皆
様
と
ご
一
緒
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
実
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
多
く
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、
開
発
途
上
国
で
の
よ
り
良
い
協
力
を
実
現
し
て
い
き
た
い
、
と
の
観
点
か
ら
、
今

年
の
９
月
に
大
学
の
皆
様
、
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
国
際
機
関
の
方
々
と
共
に
教
育
協
力
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
途
上
国
で
の
教
育
推
進
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
特
に
紛
争
地
域
の
女
性
・
子
ど
も
た
ち
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、
皆
様
と
共
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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こ
の
度
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
が
20
周
年
を
迎
え
、
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
定
が
更
新
さ
れ

ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
０
２
年
、
五
女
子
大
学
で
の
女
子
教
育
支
援
が
開
始
さ
れ
た
当
時
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
20
年
以
上
に
及
ぶ

戦
禍
に
よ
っ
て
教
育
シ
ス
テ
ム
が
荒
廃
し
、
経
験
の
あ
る
教
員
が
難
民
と
し
て
国
外
に
流
出
す
る
な
ど
、
教
育
の
質
の

低
下
が
著
し
く
、
加
え
て
男
女
の
格
差
と
い
う
問
題
も
あ
り
、
女
子
教
育
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
中
、
日
本
で
１
０
０
年
以
上
の
伝
統
を
持
つ
五
つ
の
女
子
大
学
が
協
力
し
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
子
教
育
を
支

援
す
る
取
り
組
み
を
開
始
し
た
こ
と
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
、
日
本
女
子
大
学
で
も
、
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
指
導
的
女
子
教
育
者
の
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
附
属
の
幼
・
小
・
中
・
高
そ
し
て
大
学
か
ら
な
る
一
貫
教
育
を
実
施
し
て

い
る
本
学
の
特
色
を
生
か
し
た
、
多
彩
な
体
験
型
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
し
て
現
地
に
派

篠
原 

聡
子 

氏　
　
日
本
女
子
大
学
学
長　
　

来
賓
挨
拶 

２

１
９
８
１
年
日
本
女
子
大
学
家
政
学
部
住
居
学
科
卒
業
、
１
９
８
３
年
日
本
女
子
大
学
大
学
院
修

了
、
空
間
研
究
所
主
宰
。
１
９
９
７
年
か
ら
日
本
女
子
大
学
で
教
鞭
を
執
り
、
現
在
、
日
本
女
子

大
学
家
政
学
部
住
居
学
科
教
授
。
２
０
２
０
年
５
月
よ
り
同
大
学
学
長
。
主
な
作
品
は
、SH

A
R
E 

yaraicho

（
２
０
１
２
、
住
ま
い
の
環
境
デ
ザ
イ
ン
・
ア
ワ
ー
ド
環
境
デ
ザ
イ
ン
最
優
秀
賞

２
０
１
３
、
日
本
建
築
学
会
賞[

作
品]

２
０
１
４
）、SH

A
R
E tenjincho

（
２
０
２
１
）
な
ど
。

著
書
に
、『
変
わ
る
家
族
と
変
わ
る
住
ま
い
』（
共
編
著
、
彰
国
社
、
２
０
０
２
年
）、『
お
ひ
と
り
ハ

ウ
ス
』（
家
を
伝
え
る
本
シ
リ
ー
ズ
、
平
凡
社
、
２
０
１
１
）、『
ア
ジ
ア
ン･

コ
モ
ン
ズ
』（
平
凡
社
、

２
０
２
１
）
な
ど
が
あ
る
。
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遣
さ
れ
た
附
属
高
等
学
校
の
教
諭
が
、
セ
ミ
ナ
ー
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
更
に
、
こ
の
訪

問
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
カ
ブ
ー
ル
に
あ
る
マ
リ
ア
ム
女
学
校
の
生
徒
の
附
属
高
等
学
校
へ
の
短
期
留
学
も
実
現
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
招
聘
事
業
は
、
２
０
１
６
年
ま
で
10
年
に
わ
た
っ
て
隔
年
で
続
け
ら
れ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
高
校

生
が
日
本
の
高
校
の
現
場
、
生
活
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
附
属
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
子

高
校
生
と
の
交
流
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
、
２
０
０
３
年
に
カ
ブ
ー
ル
大
学
と
大
学
協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

大
学
と
日
本
の
私
立
女
子
大
学
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
初
め
て
の
協
定
で
し
た
。
翌
年
の
２
０
０
４
年
に
は
、
カ
ブ
ー

ル
大
学
の
若
手
助
教
授
が
国
費
留
学
生
と
し
て
理
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
に
入
学
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
博
士
課

程
後
期
に
進
学
し
て
生
物
学
分
野
の
研
究
に
没
頭
さ
れ
、
博
士
号
を
取
得
し
た
後
、
帰
国
し
て
母
校
の
カ
ブ
ー
ル
大
学

で
教
授
と
し
て
後
進
の
指
導
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
五
女
子
大
学
に
よ
る
女
子
教
育
支
援
の
一
つ
の
成
果
と

言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
先
程
も
お
話
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
昨
年
８
月
、
タ
リ
バ
ン
の
侵
攻
に
よ
っ
て
状
況
は
一
変
し
ま
し

た
。
命
の
危
機
に
直
面
し
た
彼
女
は
、
国
を
逃
れ
、
現
在
は
海
外
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
一
向
に
改
善
し
な

い
状
況
に
時
と
し
て
無
力
さ
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
日
々
で
す
が
、
彼
女
か
ら
は
、「
日
本
で
過
ご
し
た
月
日
を
か

け
が
え
の
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
希
望
を
失
わ
ず
に
前
を
向
い
て
必
死
に
生
き
て
い
ま
す
」
と
い
う
メ
ー

ル
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
彼
女
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
、
女
子
教
育
支
援
が
今
後
益
々
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
、
強
く

確
信
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

気
候
変
動
や
難
民
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
等
、
現
在
の
地
球
社
会
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
数

多
く
の
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、
女
性
が
よ
り
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
女
性
に
と
っ
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て
の
知
の
拠
点
で
あ
る
女
子
大
学
が
力
を
合
わ
せ
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
必
要

に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

本
学
は
、
今
後
も
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
女
子
教
育
の
発
展

に
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
奈
良
女
子
大
学
の
今
岡
で
す
。
こ
の
度
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
20
周
年
の
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
20
年
」
と
い
う
と
短
い
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
国
立
大
学
が
法
人
化
さ
れ

て
19
年
に
な
り
ま
す
の
で
、
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
の
は
、
そ
の
直
前
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
タ
リ
バ
ン
の
統
治
下
に
あ
り
、
女
性
の
教
育
環
境
が
大
変
心
配
で
す
。
た
だ
、
タ
リ
バ

ン
が
政
権
を
掌
握
し
て
か
ら
１
年
あ
ま
り
が
経
過
し
て
、
や
や
状
況
が
落
ち
着
き
つ
つ
あ
り
、
今
年
（
２
０
２
２
年
）

の
９
月
末
に
は
、
在
ア
フ
ガ
ン
日
本
大
使
館
が
業
務
を
再
開
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
入
り
ま
し
た
。
そ
う
は
い
っ
て

も
、
決
し
て
安
心
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
か
ら
は
、
奈
良
女
子
大
学
の
国
際
交
流
と
い
う
こ
と
で
、
20
年
前
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
の
交
流
を
少
し
振
り
返

今
岡 

春
樹 

氏　
　
奈
良
女
子
大
学
長　
　

来
賓
挨
拶 

３

１
９
８
１
年
東
京
工
業
大
学
大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科
シ
ス
テ
ム
科
学
専
攻
修
士
課
程
終
了
、
通

商
産
業
省
工
業
技
術
院
繊
維
高
分
子
材
料
研
究
所
へ
通
商
産
業
技
官
と
し
て
採
用
。
工
学
博
士
（
東

工
大
論
博
）、
奈
良
女
子
大
学
家
政
学
部
助
教
授
、
同
生
活
環
境
学
部
助
教
授
、
同
教
授
、
同
学
部

長
を
経
て
２
０
１
３
年
４
月
よ
り
現
職
。
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り
ま
し
て
、
最
近
は
同
じ
イ
ス
ラ
ム
圏
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
同
じ
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
紹
介
を
し
て
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
雑
把
な
言
い
方
に
は
な
り
ま
す
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
口
は
約
４
千
万
人
で
、
日
本
の
お
よ
そ
３
分
の
１
で

す
。
一
方
、国
土
面
積
は
日
本
の
２
倍
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
。
宗
教
は
イ
ス
ラ
ム
教
で
、一
人
当
た
り
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国

内
総
生
産
）
は
６
０
０
ド
ル
前
後
で
す
。
日
本
は
約
４
万
ド
ル
で
す
か
ら
、
大
き
な
開
き
が
あ
る
わ
け
で
す
。

　

先
ほ
ど
、
日
本
女
子
大
学
の
篠
原
先
生
か
ら
大
学
協
定
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
奈
良
女
子
大
学
は
、
２
０
０
３

年
３
月
に
、
カ
ブ
ー
ル
大
学
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
教
育
大
学
の
二
校
と
国
際
交
流
の
協
定
を
締
結
し
、
そ
の
年
の
10
月

か
ら
国
費
留
学
生
を
修
士
課
程
に
受
け
入
れ
ま
し
た
。
新
年
度
が
始
ま
る
半
年
前
に
来
て
い
た
だ
き
、実
質
２
年
半
で
、

い
わ
ゆ
る
修
士
号
を
取
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

　

２
０
０
３
年
か
ら
４
年
続
け
て
、
カ
ブ
ー
ル
大
学
か
ら
若
い
先
生
が
お
一
人
ず
つ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
後

少
し
間
が
あ
り
、
ト
ー
タ
ル
で
５
名
の
方
が
本
学
の
修
士
課
程
を
修
了
さ
れ
、
帰
国
し
て
カ
ブ
ー
ル
大
学
に
復
職
さ
れ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
は
、
先
ほ
ど
か
ら
お
話
に
出
て
い
る
よ
う
な
政
情
の
変
化
に
よ
っ
て
、

カ
ブ
ー
ル
大
学
に
は
先
生
が
ほ
と
ん
ど
居
な
く
な
っ
て
い
て
、
教
育
を
再
開
す
る
に
も
、
指
導
者
の
レ
ベ
ル
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
０
２
年
度
か
ら
２
０
０
４
年
度
ま
で
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
指
導
的
女
子
教
育
者
の
た
め
の
研
修
が
、

五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
主
導
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
生
は
す
べ
て
女
性
で
、
20
名
、
16
名
、
15
名
が
来
日

し
て
、
五
女
子
大
学
を
訪
問
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
お
話
を
い
た
し
ま
す
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
人
口
は
１
億
６
千
万
人
で
、
日
本
よ
り
も

少
し
多
い
の
で
す
が
、
国
土
面
積
は
日
本
の
半
分
以
下
で
す
。
宗
教
は
イ
ス
ラ
ム
教
で
す
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
は
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少
し
タ
イ
プ
が
違
う
よ
う
で
、
現
在
の
ハ
シ
ナ
首
相
は
女
性
で
す
。
公
用
語
は
ベ
ン
ガ
ル
語
で
す
が
、
か
つ
て
は
イ
ギ

リ
ス
領
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
教
育
を
受
け
た
層
は
、
英
語
を
流
暢
に
話
し
ま
す
。
一
人
当
た
り
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

２
５
０
０
ド
ル
で
、
や
は
り
日
本
と
は
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。

　

奈
良
女
子
大
学
は
、
ま
ず
２
０
０
３
年
８
月
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
農
科
大
学
と
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
少
し
間

を
お
い
て
、
２
０
１
４
年
に
チ
ッ
タ
ゴ
ン
大
学
、
２
０
１
７
年
に
ダ
ッ
カ
大
学
と
も
締
結
し
ま
し
た
。

　

チ
ッ
タ
ゴ
ン
大
学
の
場
合
は
、
教
員
同
士
の
交
流
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
一
人
は
森
林
学
分
野
の
方
で
す
。
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、
学
問
と
し
て
の
森
林
学
が
極
め
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
も
う
一
人
は
社
会

学
者
で
、
産
業
と
社
会
の
関
係
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
方
で
し
た
。
私
ど
も
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
（
科
学
技
術
振
興
機
構
）

の
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
２
０
１
７
年
か
ら
毎
年
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
大
学
の
学

生
10
名
と
教
員
２
名
に
１
週
間
ほ
ど
大
学
に
来
て
い
た
だ
き
交
流
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
に
は
学
長
先
生
も
来
ら
れ
ま

し
た
。

　

ダ
ッ
カ
大
学
に
関
し
て
は
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ケ
ー
ス
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
て
、
毎
年
１

名
の
学
生
を
２
年
間
の
修
士
課
程
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
４
名
を
受
け
入
れ
、
２
人
が
修
了
し
、
２
人

が
在
学
中
で
す
。
来
年
の
４
月
か
ら
入
っ
て
来
る
学
生
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
日
本
で
は
経
済
的
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
誰
か
が
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
い
と
留
学
と

い
う
シ
ス
テ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
実
際
に
、
私
が
現
地
に
行
っ
て
、
大
学
の
先
生
と
お
会
い
し
た
際

に
、
日
本
の
物
価
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
ち
ら
か
ら
仕
送
り
を
す
る
の
は
無
理
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
や
は
り

何
ら
か
の
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
本
学
で
は
、
学
費
を
免
除
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
寄
付

金
を
使
い
ま
し
て
、
生
活
費
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
受
け
入
れ
人
数
は
一
人
が
限
界
で
す
け
れ
ど
も
、
卒
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業
生
は
そ
の
後
、
華
々
し
く
活
躍
を
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
20
年
前
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
メ
ソ
ッ
ド
が

生
か
さ
れ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
、
イ
ス
ラ
ム
圏
か
ら
時
々
コ
ン
タ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
イ
ス
ラ
ム
圏
と
い
う
の
は
、

あ
る
意
味
で
日
本
と
は
非
常
に
親
し
い
間
柄
で
す
の
で
、
そ
う
い
う
国
で
勉
強
し
て
み
た
い
と
い
う
心
理
的
背
景
も
あ

る
よ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
日
本
の
女
子
大
学
が
活
躍
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
今
後

も
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
し
て
連
携
し
て
、
そ
う
い
う
こ
と
に
取
り
組
み
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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東
京
女
子
大
学
の
森
本
あ
ん
り
で
す
。
今
年
の
４
月
に
学
長
に
就
任
を
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女

子
教
育
支
援
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。
参
考
と
し
て
、
２
０
１
７
年
に
開
催

さ
れ
た
、
15
周
年
記
念
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
時
に
は
、
当
時
の
学
長

小
野
祥
子
先
生
が
登
壇
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

ほ
ん
の
５
年
前
の
こ
と
で
す
が
、
当
時
の
世
界
と
今
我
々
が
暮
ら
す
世
界
と
の
間
に
は
、
大
き
な
溝
が
存
在
す
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
拡
大
、
そ
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
の
こ
と
を

考
え
ま
す
と
、
５
年
前
の
世
界
は
平
和
で
安
全
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
決
し

て
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
そ
の
時
々
で
、
深
刻
か
つ
重
大
な
課
題
に
直
面
し
て
い
た
わ
け
で
す
。

　

私
が
こ
の
３
月
ま
で
お
り
ま
し
た
大
学
で
は
、
シ
リ
ア
か
ら
の
難
民
を
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
。
数
名
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
が
、
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
は
一
切
公
表
し
て
い
ま
せ
ん
。
本
人
だ
け
で
な
く
祖
国
に
残
さ
れ
て
い
る

森
本 

あ
ん
り 

氏　
　
東
京
女
子
大
学
学
長　
　

来
賓
挨
拶 

４

１
９
７
９
年
国
際
基
督
教
大
学
卒
業
。東
京
神
学
大
学
、プ
リ
ン
ス
ト
ン
神
学
大
学
を
修
了（Ph.D

.

）。

専
門
は
神
学
・
宗
教
学
・
ア
メ
リ
カ
研
究
。
１
９
９
１
年
国
際
基
督
教
大
学
大
学
牧
師
、
１
９
９
７

年
準
教
授
、
２
０
０
１
年
教
授
。
２
０
１
２
年
よ
り
２
０
２
０
年
ま
で
学
務
副
学
長
、
２
０
２
２
年

名
誉
教
授
。
２
０
０
２
年
プ
リ
ン
ス
ト
ン
神
学
大
学
、
２
０
１
０
年
バ
ー
ク
レ
ー
連
合
神
学
大
学
院

で
そ
れ
ぞ
れ
客
員
教
授
を
務
め
る
。
日
本
私
立
大
学
連
盟
教
学
担
当
理
事
者
会
議
幹
事
会
委
員
長
、

ア
ジ
ア
・
キ
リ
ス
ト
教
高
等
教
育
合
同
財
団
理
事
を
歴
任
。
近
著
に
『
反
知
性
主
義
』『
不
寛
容
論
』

（
新
潮
選
書
）『
異
端
の
時
代
』（
岩
波
新
書
）
な
ど
。
２
０
２
２
年
４
月
よ
り
現
職
。
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家
族
の
安
全
を
考
え
ま
す
と
、
名
前
や
顔
写
真
を
出
す
こ
と
に
は
慎
重
を
期
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
大
学

は
、広
報
や
宣
伝
の
た
め
で
は
な
く
、た
だ
純
粋
に
戦
禍
に
苦
し
む
学
生
た
ち
を
受
け
入
れ
る
、そ
う
い
う
方
針
で
し
た
。

　

現
在
、
東
京
女
子
大
学
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
避
難
し
て
き
た
女
子
学
生
１
名
が
学
ん
で
い
ま
す
の
で
、
や
は
り
、

安
全
に
は
十
分
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
に
到
着
し
た
ば
か
り
の
彼
女
に
面
会
し
た
時
に
は
、
救
急
車

の
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
た
だ
け
で
空
襲
警
報
を
思
い
出
し
て
、
強
い
不
安
や
緊
張
を
感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
学
内

寮
で
暮
ら
し
始
め
、
周
り
の
学
生
た
ち
と
親
し
く
な
る
に
つ
れ
て
、
少
し
ず
つ
、
安
心
し
て
日
本
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に

な
り
、
学
び
に
心
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
子
教
育
も
、
同
様
に
難
し
い
課
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
ム
ス
リ
ム
文
化
に
お
け
る

女
性
の
位
置
づ
け
を
考
え
ま
す
と
、
私
た
ち
が
無
遠
慮
に
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
価
値
観
の
押

し
付
け
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
日
本
に
留
学
生
を
送
り
だ
す
と
、
政
府
は
ア
フ
ガ
ン
女
性
を
異
国
に
売
り
さ

ば
い
た
と
非
難
さ
れ
、
留
学
を
終
え
て
帰
国
す
る
と
、
異
教
徒
の
習
慣
を
身
に
着
け
た
家
の
恥
だ
と
蔑
ま
れ
る
。
そ
う

い
う
現
実
が
あ
る
わ
け
で
す
。
女
子
教
育
の
問
題
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
男
性
た
ち
の
問
題
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
そ

う
い
う
困
難
な
状
況
の
中
で
、
我
々
は
何
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？ 

そ
の
小
さ
な
一
歩
を
示
し
て
く
れ
る
の
が
、

本
学
の
五
嶋
友
香
さ
ん
で
す
。
後
ほ
ど
、
日
本
に
暮
ら
す
ム
ス
リ
ム
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
学
習
支
援
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
と
ご
一
緒
に
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
は
、
こ
の
貴
重
な
20
周
年
の
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

特
に
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
く
だ
さ
る
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
佐
々
木
泰
子
学
長
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
も
五
女
子
大
学
で
歩
調
を
合
わ
せ
て
協
働
し
、
で
き
る
事
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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津
田
塾
大
学
学
長
の
髙
橋
裕
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
は
こ
う
し
て
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
に
お
い
て
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
の
た
め
の
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
定
の
20
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

20
年
前
の
２
０
０
２
年
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
の
た
め
の
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
定
締
結
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
こ
の
徽
音
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
五
女
子
大
学
の
５
人
の
女
性
学
長
が
こ
の
壇
上
に
着
席
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
私
は
当
時
、
担
当
の
委
員
を
拝
命
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
客
席
に
座
っ
て
、
お
話
を
お
聴
き

し
た
こ
と
を
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
ま
で
お
話
を
さ
れ
た
先
生
方
と
は
少
し
角
度
を
変
え
て
お
話
し
し
ま
す
と
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
本
田
和
子
先

生
と
奈
良
女
子
大
学
の
丹
羽
雅
子
先
生
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
初
の
女
性
学
長
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

髙
橋 

裕
子 

氏　
　
津
田
塾
大
学
学
長　
　

来
賓
挨
拶 

５

津
田
塾
大
学
学
芸
学
部
英
文
学
科
卒
業
。
筑
波
大
学
大
学
院
（
国
際
学
修
士
）、
米
・
カ
ン
ザ

ス
大
学
大
学
院
に
てM
.A
.

及
び Ph.D

.

を
取
得
。
１
９
９
７
年
か
ら
津
田
塾
大
学
専
任
教
員
、

２
０
１
６ 

年
よ
り
同
大
学
長
。
専
門
は
ア
メ
リ
カ
社
会
史
（
家
族
・
女
性
・
教
育
）、ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
。

著
書
に
『
津
田
梅
子
―
女
子
教
育
を
拓
く
』（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
、
２
０
２
２
年
）、『
津
田
梅
子

の
社
会
史
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、２
０
０
２ 

年
、
ア
メ
リ
カ
学
会
清
水
博
賞
）、
共
編
著
に
『
女
性

学
長
は
ど
う
す
れ
ば
増
え
る
か
―
国
内
外
の
現
状
分
析
と
女
性
学
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』（
東
信

堂
、
２
０
２
２
年
）
等
。

International Federation for Research in W
om
en's H

istory

会
長
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
学
会

代
表
理
事
、
日
本
学
術
会
議
会
員
、
日
本
私
立
大
学
連
盟
常
務
理
事
、
文
部
科
学
省
大
学
設
置
・
学

校
法
人
審
議
会
会
長
。
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東
京
女
子
大
学
の
湊
晶
子
先
生
は
、
東
京
女
子
大
学
が
新
制
女
子
大
学
に
昇
格
後
、
初
の
女
性
学
長
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。
戦
前
に
は
安
井
て
つ
先
生
が
学
長
の
任
に
就
か
れ
て
い
ま
す
が
、
戦
後
と
し
て
は
初
の
女
性
学
長

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
私
た
ち
自
身
も
振
興
の
途
上
に
あ
る
と
い
う
認
識
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

20
年
前
、
日
本
の
女
性
の
高
等
教
育
機
関
は
、
い
く
つ
か
の
女
子
大
学
に
お
い
て
、「
初
の
」
女
性
学
長
が
誕
生
す
る

よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
私
た
ち
は
し
っ
か
り
と
記
憶
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
０
２
年
に
、
私
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
教
育
支
援
現
地
事
前
調
査
団
の
一
員
と
し
て
、
一
週
間
ほ
ど
カ
ブ
ー
ル
に

ま
い
り
ま
し
た
。
今
日
は
、
そ
の
時
に
ご
一
緒
し
た
、
当
時
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
教
授
で
い
ら
し
た
藤
枝
修
子
先
生
、

当
時
奈
良
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校
、
中
学
校
の
先
生
で
い
ら
し
た
中
道
貞
子
先
生
が
客
席
に
ご
着
席
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。
団
長
は
藤
枝
先
生
が
、
副
団
長
は
当
時
東
京
女
子
大
学
の
教
授
で
い
ら
し
た
西
原
鈴
子
先
生
が
お
務
め
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
総
勢
８
名
で
し
た
の
で
、
今
日
は
、
８
分
の
３
が
こ
の
徽
音
堂
に
居
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
時
に
は
本
当
に
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
凝
縮
さ
れ
た
日
々
を
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
だ
け
で
は
な
く
、
た
ぶ
ん
調
査
団
の
先
生
方
全
員
が
そ
う
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
そ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
女
性
教
員
を
お
迎
え
し
て
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
デ
ザ

イ
ン
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
五
女
子
大
学
で
協
働
し
て
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
、
日
本
女
子
大
学
、
東
京
女
子
大
学
、

津
田
塾
大
学
を
訪
問
し
た
後
、
奈
良
女
子
大
学
に
移
動
し
て
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
の
時
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
性
教
員
の
方
々
は
今
ど
う
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
本
当
に
厳
し
い
情
勢
を
耳
に
す
る
度
に
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
実
質
的
な
教
育
支
援
が
で
き
な
い
現
在
の

状
況
に
、
一
日
も
早
く
変
化
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
課
題
は
、
私
た
ち
自
身
の
問
題
で
も
あ
る
こ
と
、
私
た
ち
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

が
低
迷
し
て
い
る
国
で
生
き
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
20
年
間
、
大
き

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
子
教
育
支
援
に
携
わ
る
こ
と
で
、
多
く
の
こ

と
を
学
び
、
五
女
子
大
学
の
関
係
者
が
大
き
く
成
長
で
き
た
こ
と
を
、
本
日
、
五
女
子
大
学
の
学
長
が
顔
を
揃
え
て
い

る
こ
の
場
で
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

併
せ
ま
し
て
、
こ
の
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
定
の
締
結
に
よ
っ
て
、
五
女
子
大
学
の
横
の
つ
な
が
り
が
よ

り
強
固
な
も
の
に
な
っ
た
こ
と
、
こ
れ
も
貴
重
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
女
子
教
育
に
特
化
し
た
女
子
大

学
で
あ
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
共
に
確
認
し
、
そ
れ
ら
を
更
に
刷
新
し
て
行
く
。
そ
し
て
、
女
子
大
学
の
存
在
意

義
を
五
女
子
大
学
が
一
丸
と
な
っ
て
発
信
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
こ
と
に
よ
り
、
女
性
の
社
会
参
画
が
、
日
本
や
世
界

で
推
進
さ
れ
る
よ
う
力
を
合
わ
せ
て
行
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
過
ご
し
て

き
た
20
年
間
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

21
世
紀
の
半
ば
に
向
け
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
、
そ
し
て
紛
争
下
に
置
か
れ
て
い
る
国
々
や
地
域
の
平
和
の
回
復

を
願
い
つ
つ
、
私
た
ち
五
女
子
大
学
の
更
な
る
躍
進
を
祈
念
し
て
、
私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
の
20
年
間
」

石
井 

ク
ン
ツ 

昌
子 

氏　
お
茶
の
水
女
子
大
学
理
事
・
副
学
長　
　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
リ
バ
ー
サ
イ
ド
校
社
会
学
部
で
20
年
間
教
鞭
を
執
っ
た
後
、
２
０
０
６
年
に

お
茶
の
水
女
子
大
学
着
任
、２
０
２
１
年
よ
り
現
職
。専
門
は
社
会
学
。２
０
１
２
年「Jan Trost

賞
」

受
賞
。
日
本
家
族
社
会
学
会
会
長
、
日
本
学
術
会
議
連
携
会
員
な
ど
を
歴
任
。

2022年11月4日

お茶の水女子大学理事・副学長（国際交流担当）

石井クンツ昌子

アフガニスタン女子教育支援
20周年記念公開シンポジウム

アアフフガガニニススタタンン女女子子教教育育支支援援のの2200年年間間
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皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
お
茶
の
水
女
子
大
学
副
学
長
の
石
井
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
20
周
年
記
念
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
運
び
く
だ
さ
い
ま

し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
忙
し
い
中
ご
出
席
を
賜
り
ま
し
た
ご
来
賓
の
皆

様
に
も
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
程
、
佐
々
木
学
長
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
本
学
が
津
田
塾
大
学
、
東
京
女

子
大
学
、
奈
良
女
子
大
学
、
日
本
女
子
大
学
と
と
も
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
結
成
し
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
を
開
始
し
て
か
ら
20
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
少
し
お

時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
の
20
年
間
」
と
題
し
、
私

か
ら
ご
報
告
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
の
背
景
と
経
緯
、
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
協
定
が
結
ば
れ
る
に
至
っ
た
い
き
さ
つ
を
振
り
返
り
、
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

と
本
学
の
具
体
的
な
取
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
と
課
題
、
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
お
話
し
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
（
図
１
）。

１
．
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
の
背
景
と
経
緯

　
　

～
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
定
の
締
結
～

　

は
じ
め
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
の
背
景
と
経
緯
、
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
協
定
が
結
ば
れ
る
に
至
っ
た
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

図
1

本本日日ののおお話話

1. アフガニスタン女子教育支援 の背景と経緯

～五女子大学コンソーシアム協定の締結～

2. 五女子大学コンソーシアムの取組み

3. お茶の水女子大学としての取組み

4. 成果と課題

5. 今後に向けて
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図
２

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、
１
９
７
９
年
か
ら
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
戦
乱
状
態
が
続
い
た
こ

と
に
よ
り
、
多
く
の
国
民
が
難
民
や
国
内
避
難
民
と
な
り
、
寡
婦
や
孤
児
が
増
加
し
ま
し
た
。

特
に
女
性
の
生
活
が
極
め
て
困
難
な
状
況
に
な
っ
た
こ
と
は
、
皆
様
ご
想
像
い
た
だ
け
る
か

と
思
い
ま
す
。

　

２
０
０
２
年
１
月
、
日
本
に
お
き
ま
し
て
、「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
支
援
国
際
会
議
」

が
開
催
さ
れ
、
今
後
の
復
興
支
援
に
お
い
て
日
本
が
重
点
的
に
貢
献
す
べ
き
分
野
と
し
て
、

紛
争
と
抑
圧
の
主
た
る
犠
牲
者
で
あ
る
「
女
性
の
地
位
向
上
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
共
同

議
長
の
最
終
文
書
に
も
「
女
性
の
権
利
を
回
復
し
、
女
性
の
ニ
ー
ズ
に
対
処
す
る
こ
と
が
核

心
で
あ
り
、
女
性
の
権
利
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
は
、
復
興
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
十
分
に

反
映
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
０
６
年
に
開
催
さ
れ
た
国
連
「
婦
人
の
地
位
委
員
会
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）」
の
第
50

回
会
合
に
お
き
ま
し
て
も
、「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
性
と
女
児
の
状
況
」
と
題
し
た
決
議
が

合
同
採
択
さ
れ
、「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
性
に
対
す
る
支
援
を
積
極
的
に
推
進
す
る
」
こ
と

が
表
明
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

改
め
て
ご
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
女
性
の
地
位
向
上
、
す
な
わ
ち
様
々
な

分
野
で
女
性
た
ち
が
自
ら
力
を
つ
け
て
い
く
た
め
の
基
本
は
教
育
で
す
。
こ
れ
は
、
ど
の
国

で
も
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
復
興
支
援
に
お
き
ま
し
て
も
、
女
子
教
育
の
再
建
が
重
要
視
さ
れ
、

様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
女
性
の
就
学
率
、
識
字
率
を
上
げ
、

(1) 1970年代後半からの戦乱状態、難民・避難民・寡婦・孤児など増加、
女性の生活が極めて困難な状況

(2) ２００２年１月「アフガニスタン復興支援国際会議」＠日本
l 日本が重点的に貢献すべき分野：紛争と抑圧の主たる犠牲者である「女性の地位

向上」
l 「女性の権利を回復し、女性のニーズに対処することが核心であり、女性の権利及び

ジェンダーの問題は、復興プロセスにおいて十分に反映されるべきである」（共同議長
最終文書）

(3) 国連「婦人の地位委員会」において「アフガニスタン女性に対する支援を積極的
に推進する」決議採択

4

11.. アアフフガガニニススタタンン女女子子教教育育支支援援のの背背景景とと経経緯緯
～～五五女女子子大大学学ココンンソソーーシシアアムム協協定定のの締締結結～～①①

アアフフガガニニススタタンンをを巡巡るる状状況況
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自
己
表
現
能
力
を
向
上
さ
せ
、
今
後
の
復
興
と
開
発
を
担
う
女
性
人
材
を
育
成
し
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
初
等
・
中
等
教
育
、
高
等
教
育
、
社
会
教
育
等
、

生
涯
に
わ
た
る
女
性
の
教
育
と
学
習
の
機
会
を
保
障
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す

（
図
３
）。

　

そ
こ
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
子
教
育
の
再
建
に
お
い
て
は
、
具
体
的
に
は
、
次
の
６

点
を
柱
と
し
た
教
育
支
援
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
１
）
施
設
・
設
備
及
び
教
材
の
整
備

（
２
）
女
子
が
学
ぶ
こ
と
に
理
解
が
な
い
親
に
対
す
る

啓
発
の
促
進

（
３
）
教
員
の
養
成
・
再
教
育
等
の
支
援

（
４
）
初
等
・
中
等
教
育
課
程
に
お
け
る
指
導
的
女
性

教
員
の
日
本
に
お
け
る
研
修

（
５
）
校
長
、
教
育
行
政
に
関
わ
る
人
材
の
学
校
経
営

等
に
関
す
る
研
修

（
６
）
高
等
教
育
課
程
に
お
け
る
女
性
教
員
・
学
生
の

留
学
生
と
し
て
の
受
入
れ

　

こ
れ
か
ら
お
話
し
す
る
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ

図
3

図
4

Ø 施設・設備及び教材の整備

Ø 親に対する啓発促進

Ø 教員の養成・再教育等の支援

Ø 初等・中等教育課程における指導的女性教員の本邦研修

Ø 校長、教育行政に関わる人材の学校経営等に関する研修

Ø 高等教育課程における女性教員・学生を留学生として受入れ

教育支援の具体策

6

11．．アアフフガガニニススタタンン女女子子教教育育支支援援のの背背景景とと経経緯緯～～五五
女女子子大大学学ココンンソソーーシシアアムム協協定定のの締締結結～～③③
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ア
ム
で
は
、
特
に
こ
の
中
の
（
４
）
か
ら
（
６
）
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
（
図
４
）。

　

話
が
少
し
前
後
し
ま
す
が
、
２
０
０
２
年
１
月
に
、
当
時
の
文
部
科
学
大
臣 

遠
山
敦
子

氏
と
本
学
の
本
田
和
子
学
長
が
会
談
さ
れ
、
遠
山
大
臣
か
ら
、「
お
茶
の
水
女
子
大
学
は
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
子
教
育
支
援
を
手
伝
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
お
問
い
か
け
が
あ
り
ま
し

た
。
本
田
学
長
は
、
即
座
に
「
や
り
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
大
学

に
戻
る
と
す
ぐ
に
、「
お
茶
の
水
女
子
大
学
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
に
協
力
す
る
」

と
い
う
決
意
表
明
を
な
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
呼
応
し
て
、「
ぜ
ひ
や
り
ま
し
ょ
う
」「
社
会

の
た
め
に
私
た
ち
は
役
に
立
ち
た
い
」
と
立
ち
上
が
っ
た
方
の
多
く
は
女
性
教
員
で
し
た
。

　

本
学
の
中
に
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
か
ら

専
門
家
を
招
い
て
リ
サ
ー
チ
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
女
子
教

育
に
携
わ
る
指
導
的
教
員
・
教
育
関
係
者
を
お
招
き
し
て
研
修
を
実
施
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
本
学
だ
け
で
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
本
田
学
長
は
、
当
時
親
交
の
あ
っ
た
四
つ
の
女
子
大
学
の
学
長
に
自

ら
電
話
を
か
け
、「
女
子
教
育
の
先
進
国
と
し
て
、
共
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
子
教
育
支

援
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
皆
様
の
ご
同
意
を
得

て
、
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
結
成
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
（
図
５
）。

　

２
０
０
２
年
５
月
17
日
、「
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
定
」
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

図
5

⇒ アフガニスタン女子教育支援に関する検討を開始

Ø ＷＷＧＧ 結結成成・・ＪＩＣＡ、ＮＧＯ等から専門家を招きリサーチ

Ø アフガニスタン女子教育に携わる指導的教員

・教育関係者を招き研修プログラム策定

Ø アフガニスタン女子教育支援実施のための

５女子大学の学長会議開催（2002年4月12日）
遠遠山山文文部部科科学学大大臣臣（（中中央央・・2002年年当当時時））

11．．アアフフガガニニススタタンン女女子子教教育育支支援援のの背背景景とと経経緯緯～～五五
女女子子大大学学ココンンソソーーシシアアムム協協定定のの締締結結～～④④

22000022年年55月月1177日日：：五五女女子子大大学学ココンンソソーーシシアアムム協協定定締締結結

２００２年１月：遠山敦子文部科学大臣・本田和子本学学長会談
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こ
ち
ら
に
お
示
し
し
て
い
る
の
は
（
図
６
）、
そ
の
時
の
協
定
書
と
サ
イ
ン
を
な
さ
っ
た
五

人
の
学
長
の
皆
様
で
す
。
先
ほ
ど
の
髙
橋
先
生
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
と
お
り
、
全
員
が

女
性
で
し
た
。
歴
史
的
に
見
て
も
、
あ
ま
り
例
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
皆

で
手
を
携
え
、
こ
れ
か
ら
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
子
教
育
を
支
え
て
い
こ
う
と
決
意
さ
れ

た
勇
気
あ
る
女
性
学
長
の
方
々
で
す
。

　

そ
し
て
、
つ
い
先
ほ
ど
、
こ
の
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
定
を
更
新
い
た
し
ま
し

た
。現
在
の
五
女
子
大
学
の
学
長
が
更
新
の
協
定
書
に
サ
イ
ン
し
、今
後
も
ま
た
共
に
頑
張
っ

て
い
こ
う
と
、
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

２
．
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
取
組
み

　

五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
様
々
な
こ
と
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か

ら
い
く
つ
か
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
特
に
指
導
的
女
子
教
育
者
研
修
と
女
性
教
員
研
修
の

２
点
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

先
ほ
ど
髙
橋
先
生
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、ま
ず
２
０
０
２
年
に
文
部
科
学
省
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ご
支
援
の
も
と
、
事
前
調
査
団
が
派
遣
さ
れ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側
に
提
示
す

る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
原
案
作
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
２
０
０
２
年
11
月
に
は
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
側
の
責
任
者
７
名
の
事
前
研
修
が
日
本
で
実
施
さ
れ
、
受
け
入
れ
大
学
の
視
察
と
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
原
案
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

図
6

５女子大学が手を携

え、女子高等教育機

関としての経験と知見

を活用し、アフガニスタ

ンの女子教育普及・

発展に貢献するため

の国際協力活動を開

始

11．．アアフフガガニニススタタンン女女子子教教育育支支援援のの背背景景とと経経緯緯～～五五
女女子子大大学学ココンンソソーーシシアアムム協協定定のの締締結結～～⑤⑤

（（写写真真左左かからら）） 津津田田塾塾大大学学志志村村尚尚子子学学長長、、おお茶茶のの水水女女子子大大学学本本田田和和子子学学長長、、東東京京女女子子大大学学湊湊
晶晶子子学学長長、、奈奈良良女女子子大大学学丹丹羽羽雅雅子子学学長長、、日日本本女女子子大大学学後後藤藤祥祥子子学学長長（（いいずずれれもも22000022年年当当時時））22000022年年締締結結時時のの協協定定

五五女女子子大大学学ココンンソソーーシシアアムム協定 （２００５,２０１１,２０１７、２０２２年更新）
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そ
し
て
、「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
の
た
め
の
女
性
教
員
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
検

討
委
員
会
」
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
当
時
、
本
学
の
理
学
部
教
授
で
、
附
属

高
等
学
校
の
校
長
も
兼
任
さ
れ
て
い
た
藤
枝
修
子
先
生
を
委
員
長
と
し
、
大
学
教
員
10
名
、

国
際
機
関
で
活
躍
す
る
専
門
家
１
名
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
専
門
家
１
名
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
に

詳
し
い
研
究
者
１
名
、
在
日
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
の
教
員
１
名
の
合
計
14
名
で
し
た
。
先
ほ

ど
髙
橋
先
生
が
ご
紹
介
く
だ
さ
い
ま
し
た
よ
う
に
、
藤
枝
先
生
は
本
日
こ
の
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
委
員
会
に
は
、文
部
科
学
省
、外
務
省
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
様
々
な
議
論
を
重
ね
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
子
教

育
に
適
し
た
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
策
定
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
（
図
７
）。

　

実
際
に
、
ど
の
よ
う
な
形
で
研
修
が
実
施
さ
れ
た
か
と
い
い
ま
す
と
、
ま
ず
、
２
０
０
２

年
か
ら
２
０
０
６
年
度
は
、
５
回
に
わ
た
り
指
導
的
女
子
教
育
者
の
研
修
を
行
い
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
か
ら
教
育
省
幹
部
、
大
学
教
員
、
教
員
養
成
学
校
教
員
、
中
・
高
等
学
校
の
校
長
、

教
頭
、
教
員
、
計
86
名
を
招
聘
し
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
度
か
ら
２
０
１
１
年
度
に
か
け
て

は
、
若
い
方
を
中
心
に
63
名
の
女
性
教
員
を
お
招
き
し
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
２
０
１
２

年
度
に
は
、
理
数
科
教
員
の
研
修
と
い
う
こ
と
で
、
や
は
り
若
手
の
方
々
を
中
心
に
、
男
性

も
含
め
20
名
を
お
呼
び
し
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
10
年
間
に
わ
た
り
、
１
６
９
名
の
方
々

を
受
け
入
れ
、
研
修
を
実
施
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
（
図
８
）。

　

こ
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
と
し
て
、
日
本
の
女
子
教
育
の
歴
史
と
経
験
を
踏
ま
え
て

図
72. 五五女女子子大大学学ココンンソソーーシシアアムムのの取取組組みみ①①

文文科科省省・・JICA支支援援ののももとと

• 事事前前調調査査団団派派遣遣
• 事事前前研研修修実実施施（（アアフフガガニニススタタンンかからら関関係係
者者をを招招聘聘））

• 「「アアフフガガニニススタタンン女女子子教教育育ののたためめのの女女性性
教教員員研研修修ププロロググララムム策策定定検検討討委委員員会会
をを設設置置

研研修修のの企企画画・・準準備備
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プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
た
こ
と
、
最
初
に
女
性
指
導
者
を
招
聘
し
た
こ
と
、
の
２
点
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
よ
り
効
果
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
た
め
に
、
学
校
訪
問
や
授

業
の
視
察
を
重
視
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
学
校
以
外
に
も
多
様
な
教
育
機
関
を
訪
問
す

る
機
会
を
設
け
ま
し
た
の
で
、
教
育
の
様
々
な
側
面
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
女
性
教
員
が
活
躍
で
き
る
よ
う
な
環
境

を
整
え
て
い
く
こ
と
に
も
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
支
援
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
状
に
即
し

た
も
の
で
な
く
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、「
現

地
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
」
を
心
が
け
、

必
要
に
応
じ
て
改
善
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

現
地
に
行
っ
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
裨
益
の
拡
大
を
図
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
業
が
、
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

に
よ
っ
て
効
果
的
に
実
施
さ
れ
て
き
た
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
そ
し
て
省
庁

の
方
々
お
一
人
お
一
人
が
、
非
常
に
高
い
志
を
持
っ
て

こ
の
事
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
（
図
９
）。

　

こ
ち
ら
に
お
示
し
し
た
写
真
（
図
10
）
の
よ
う
に
、

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
・
ご

図
8

教教育育省省幹幹部部、、大大学学教教員員
教教員員養養成成学学校校教教員員

中中・・高高等等学学校校校校長長・・教教頭頭
同同教教員員等等

女女性性教教員員
（（若若手手中中心心））

男男女女教教員員
（（若若手手中中心心））

22000022～～22000066年年度度（（５５回回））

指指導導的的女女子子教教育育者者研研修修

計計８８６６名名

22000088～～1111年年度度

女女性性教教員員研研修修

計計６６３３名名

22001122年年度度

理理数数科科

教教育育研研修修

計計２２００名名

研研修修のの実実施施
文文科科省省・・ＪＪＩＩＣＣＡＡ等等のの支支援援ののももとと１１００年年ににわわたたりり１１６６９９名名をを受受けけ入入れれ

22.. 五五女女子子大大学学ココンンソソーーシシアアムムのの取取組組みみ②②

図
922.. 五五女女子子大大学学ココンンソソーーシシアアムムのの取取組組みみ③③

（1）日本の女子教育の歴史と経験・現地ニーズを踏まえたプログラム：
u日本の経験の共有（女子教育における困難、戦後日本の教育再建）
u女子不就学の原因についての比較検討
u女子教員の役割・育成の重要性に着目（女性指導者招聘、女性教員が活躍できる学校運営経験
の共有、女性のリーダーシップ関連の議論）

（2）学校訪問・授業観察重視・多様な教育機関視察
u小学校～高等学校授業観察（理科、家庭科、語学・情報、総合学習などの教授法事例）
u五女子大学・協力大学・国公私立小・中・高等学校、特別支援学校、複式学級、幼稚園・保育園、
家庭訪問、教員、学生との訪問・交流

（3）現地フォローアップによる裨益の拡大
uフォローアップ研修（2003年3回）・教員養成調査（2003年2回、2004年）
u「こころのケア」ワークショップ（2006年）

研修の内容と特徴

五五女女子子大大学学ココンンソソーーシシアアムムにによよりり効効果果的的にに事事業業実実施施



31　報告

支
援
で
実
現
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
取
組
み
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
子
教

育
支
援
の
み
な
ら
ず
、
他
の
開
発
途
上
国
へ
の
支
援
、
教
材
作
成
、
途
上
国
支
援
・
国
際
協

力
に
関
す
る
教
育
活
動
等
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
（
図
11
）。

　

こ
ち
ら
（
図
12
）
に
、
五
女
子
大
学
の
学
生
さ
ん
に
よ
る
国
際
協
力
活
動
の
例
を
少
し
紹

介
し
て
お
り
ま
す
。
後
ほ
ど
、
学
生
さ
ん
か
ら
直
接
ご

報
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
聴
き
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

３
．
お
茶
の
水
女
子
大
学
と
し
て
の
取
組
み

　

こ
こ
で
、
少
し
お
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
お
茶

の
水
女
子
大
学
の
取
組
み
を
簡
単
に
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
子
教
育
支
援
を

始
め
る
に
あ
た
り
、
２
０
０
３
年
７
月
に
、
女
子
教
育

を
通
じ
て
国
際
協
力
を
促
進
す
る
た
め
の
活
動
拠
点
と

し
て
「
開
発
途
上
国
女
子
教
育
協
力
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
使
命
は
、「
国
籍
や
年
齢
を

問
わ
ず
、
女
性
た
ち
の
成
長
と
そ
の
資
質
能
力
の
開
発

図
10

図
11
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を
支
援
」
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
に
、
文
部
科
学
省
か
ら
「
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
乳
幼
児
教
育
シ
ス
テ

ム
構
築
」
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
開
発
途
上
国
女
子
教
育
協
力
セ
ン
タ
ー
は
、「
女

子
教
育
協
力
研
究
部
門
」
と
「
幼
児
教
育
協
力
研
究
部
門
」
の
２
分
野
に
分
か
れ
て
活
動
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
幼
児
教
育
協
力
研
究
部
門
の
活
動
に
は
、そ
の
後
さ
ら
に「
西

ア
フ
リ
カ
諸
国
の
乳
幼
児
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築
」
が
加

わ
り
、
対
象
地
域
・
分
野
を
見
直
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ご

支
援
を
得
て
研
修
が
継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

開
発
途
上
国
女
子
教
育
協
力
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
０

８
年
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
協
力
セ
ン
タ
ー
」
と
改
称
し
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
み
な
ら
ず
困
難
な
状
況
に
あ
る
開

発
途
上
国
に
対
し
、
本
学
の
知
見
を
生
か
し
た
支
援
・

協
力
活
動
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
（
図
13
）。

　

時
間
の
都
合
上
、
詳
細
な
説
明
は
省
略
い
た
し
ま
す

け
れ
ど
も
、
本
学
は
、「
学
ぶ
意
欲
の
あ
る
す
べ
て
の

女
性
に
と
っ
て
、
真
摯
な
夢
の
実
現
の
場
と
し
て
存
在

す
る
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
も
と
、
多
岐
に
わ
た
る

活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

図
1222.. 五五女女子子大大学学ココンンソソーーシシアアムムのの取取組組みみ⑥⑥

五女子大学学生による国際協力活動

おお茶茶のの水水女女子子大大学学：：アアフフガガニニススタタンン勉勉強強会会

日日本本女女子子大大学学：：カカンンボボジジアア母母親親支支援援

津津田田塾塾大大学学：：カカンンボボジジアア女女子子保保健健教教育育支支援援

奈奈良良女女子子大大学学：：フフェェアアトトレレーードド、、TTaabbllee  FFoorr  TTwwooななどど

東東京京女女子子大大学学：：在在日日ムムススリリムム子子弟弟向向けけオオンンラライインン学学習習支支援援

図
13

u 「女子教育を通じての国際協力」を促進するための活動拠点：
使命：国籍や年齢を問わず、女性たちの成長とその資質能力の開発を支
援

u アフガニスタンをはじめとする困難な状況にある開発途上国に対する教育・
研究支援協力活動を継続

u 「東南アジア諸国の乳幼児教育システム構築」（乳幼児保育支援と女子
教育支援を統合）、「西アフリカ諸国の乳幼児教育システム構築」開始
→ 対象地域・分野を見直し研修継続（JICAとの連携）

33..おお茶茶のの水水女女子子大大学学ととししててのの取取組組みみ①①

22000033年年77月月 「「開開発発途途上上国国女女子子教教育育協協力力セセンンタターー」」 設設置置

（（22000088年年「「ググロローーババルル協協力力セセンンタターー」」とと改改称称））
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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
関
連
で
は
、
本
学
卒
業
生
の
故
野
々
山
恵
美
子
様
か
ら
の
御
遺
贈
を
原

資
と
し
て
設
立
さ
れ
た
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
開
発
途
上
国
女
子
教
育
支
援
事
業
野
々
山
基

金
」
と
い
う
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
を
活
用
し
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
性
教
員

等
の
研
修
、
女
子
教
育
機
関
へ
の
図
書
寄
贈
、
そ
し
て
本
学
内
で
の
開
発
途
上
国
の
女
子
教

育
に
関
す
る
調
査
・
研
究
・
情
報
発
信
等
の
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
（
図
14
・
15
）

４
．
成
果
と
課
題

　

次
に
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
支
援
や
協
力
活
動
に
よ
る

成
果
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
少
し
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
ご
報
告
申
し
上
げ
た
よ
う
な
活
動
を
通
じ

て
、
私
ど
も
五
女
子
大
学
は
、「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
な
い
」「
継
続
し
て
女
子
教
育
の

復
興
と
発
展
を
支
え
た
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
し
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
女
子
教
育
に
関
す
る
情
報
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

し
、
必
要
に
応
じ
て
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
改
善
を
重

ね
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
子

教
育
の
再
建
と
女
性
の
活
躍
促
進
を
担
う
女
性
リ
ー

図
14

【【アアフフガガニニススタタンン関関連連】】

【【途途上上国国全全般般】】

途途上上国国・・国国際際協協力力
にに関関すするる教教育育活活動動

教教材材作作成成

・・配配付付

乳乳幼幼児児教教育育研研修修
JICAとの連携

講講演演会会・・
シシンンポポジジウウムム留留学学生生受受けけ入入れれ

NGOととのの連連携携にによよるる
絵絵本本作作成成、、図図書書館館活活動動

33..おお茶茶のの水水女女子子大大学学ととししててのの取取組組みみ②②

『『学学ぶぶ意意欲欲ののああるる全全ててのの女女性性ににととっってて、、
真真摯摯なな夢夢のの実実現現のの場場ととししてて存存在在すするる。。』』

2022年４月までに修士修了9，
博士修了4

シャンティ国際ボランティア会との連携に
よる絵本作成・印刷・図書館配布（計
19，200冊）

野野々々山山基基金金にによよるる
短短期期研研修修
大学教員・公務員等の短
期招聘
（2012年度-16名受入）

コンソーシアム協働･大学単独）で
2022年4月までに延べ33件開催

保健教育教材、漢-ダ
リ-化学用語辞典、理
科教材キット など

図
15
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ダ
ー
の
育
成
に
多
少
な
り
と
も
貢
献
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
成

果
は
、
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
協
働
や
、
文
部
科
学
省
、
外
務
省
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
等

の
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
お
伝
え
し
、
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
成
果
と
し
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
性
に
対
す
る
教
育
支
援
が
、
我
々
自

身
が
今
後
の
国
際
協
力
の
在
り
方
を
考
え
る
契
機
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
取
組
み
を
き
っ
か
け
に
、
各
大
学
で
さ
ら
に
新
た
な
支
援
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

一
方
で
、
現
在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
情
勢
か
ら
、
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、

重
大
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
子
教
育
の
現
場
に
関
す
る
情
報
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
お

り
ま
す
。
当
初
は
、
事
前
調
査
団
を
派
遣
し
た
り
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
に
行
っ
た
り
し

て
、
現
地
で
直
接
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
現
時
点
で
は
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
昨
年
８
月
以
降
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
状
況
は
刻
々
と
変
化
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ど
の
よ
う
に
女
子
教
育
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。
20
周
年

の
節
目
を
迎
え
、
五
女
子
大
学
と
し
て
、
こ
の
点
を
も
う
少
し
詰
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
だ
ろ
う
と
考
え
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
通
し
て
明
確
に
な
っ
た
も
う
一
つ
の
大
き
な
課
題
は
、
ア
フ
ガ
ニ

図
16
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ス
タ
ン
で
は
、
地
方
と
都
市
部
の
格
差
が
と
て
も
大
き
く
、
地
方
ほ
ど
女
子
教
育
に
対
し
て

否
定
的
な
考
え
方
を
持
つ
方
が
多
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
た
め
研
修
の
成
果
を
地
方

に
ま
で
波
及
さ
せ
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。
タ
リ
バ
ン
暫
定
政
権
下

に
お
い
て
、
何
ら
か
の
形
で
女
子
教
育
支
援
を
展
開
で
き
る
可
能
性
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

こ
の
点
に
つ
い
て
の
対
策
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
（
図
16
）。

５
．
今
後
に
向
け
て
（
図
17
）

　

最
後
に
、
今
後
の
展
望
を
簡
単
に
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
も
世
界
で
は
紛
争
が
起
き
て
い
ま
す
し
、
貧
困
、
国
内
あ
る
い
は
国
家
間
に
お
け
る
格

差
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
、
少
数
者
の
排
除
、
環
境
問
題
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
、
国
連
が
採
択
し
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
の
達
成
に
も
及
ぶ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
女
性
、
少
数
者
等
に
対
す
る
教
育
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
き
た
歴
史
を
持
つ
日
本
の
女
子
大
学
の
果
た
す
役
割
は
、
更
に
大
き
く

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
性
た

ち
を
、
そ
し
て
、
開
発
途
上
国
の
様
々
な
問
題
を
抱
え
た
女
性
た
ち
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
で
得
た
知
見
を
、
他

の
紛
争
地
域
・
開
発
途
上
国
の
女
子
教
育
支
援
に
も
生
か
す
方
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
も

必
要
だ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

図
17

（（11））アアフフガガニニススタタンン女女子子教教育育支支援援でで得得たた知知見見をを他他紛紛争争地地域域・・開開発発途途上上国国のの女女子子教教育育復復興興・・
発発展展支支援援にに生生かかすす方方策策をを検検討討：： SSDDGGss（（国国連連・・持持続続可可能能なな開開発発目目標標））へへのの貢貢献献

（（２２））アアフフガガニニススタタンン女女子子教教育育のの重重要要性性、、支支援援継継続続のの必必要要性性ををメメッッセセーージジととししてて伝伝ええるる

55..今今後後にに向向けけてて

（（３３））女女性性、、少少数数者者等等にに対対すするる教教育育ととリリーーダダ

ーーシシッッププのの強強化化にに取取りり組組んんででききたた歴歴史史をを持持つつ

日日本本のの女女子子大大学学のの果果たたすす役役割割をを模模索索

国国連連持持続続可可能能なな開開発発目目標標（（SSDDGGss))
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残
念
な
が
ら
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
性
た
ち
を
取
り
巻
く
現
在
の
状
況
は
、
け
っ
し
て

明
る
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
私
ど
も
は
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
女
子
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
そ
し
て
紛
争
地
域
に
お
け
る

女
性
の
教
育
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
広
く
社
会
に
向
け
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
紛
争
地
域
の
女
子
教
育
の
再
建
と
発
展
、
さ
ら
に
他

の
途
上
国
に
お
け
る
女
子
教
育
の
発
展
に
向
け
て
、
わ
れ
わ
れ
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
は
活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
清
聴
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



基
調
講
演

『
人
間
の
安
全
保
障
と
国
際
教
育
協
力 

　
　
　
　
　
　
　
　

― 「
こ
こ
に
あ
る
未
来
」
を
共
に
歩
む
』

杉
村 
美
紀 
氏　
上
智
大
学
総
合
人
間
科
学
部
教
育
学
科
教
授

上
智
大
学
総
合
人
間
科
学
部
教
育
学
科
教
授
。
国
連
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研
究
所
客
員

教
授
。
日
本
学
術
振
興
会
学
術
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
。
博
士
（
教
育
学
）。
専
門

は
比
較
教
育
学
、
国
際
教
育
学
。
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
２
２
年
ま
で
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
委
員

を
務
め
た
他
、
２
０
１
７
年
か
ら
日
本
比
較
教
育
学
会
長
、
世
界
比
較
教
育
学
会
理
事
、
２
０
１
８

年
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
緒
方
貞
子
平
和
開
発
研
究
所
客
員
研
究
員
を
務
め
て
い
る
。
２
０
２
２
年
に
ユ
ネ

ス
コ
の
「
１
９
７
４
年
勧
告
」
改
訂
に
関
す
る
国
際
専
門
家
委
員
に
選
出
さ
れ
た
。
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た
だ
い
ま
ご
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
、
上
智
大
学
の
杉
村
と
申
し
ま
す
。
本
日
は
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
20
周
年
記
念
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し

て
本
当
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　

主
催
校
の
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
佐
々
木
学
長
を
は
じ
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
協
力
セ
ン
タ
ー

の
皆
様
、
ま
た
、
ご
臨
席
い
た
だ
い
て
い
る
ご
来
賓
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
井
本
理
事
、
日
本
女
子

大
学
の
篠
原
学
長
、
奈
良
女
子
大
学
の
今
岡
学
長
、
東
京
女
子
大
学
の
森
本
学
長
、
そ
し
て

津
田
塾
大
学
の
髙
橋
学
長
を
は
じ
め
、
ご
関
係
の
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本

日
、
五
女
子
大
学
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
定
が
無
事
に
更
新
さ
れ
た
こ
と
も
合
わ
せ
て
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
ほ
ど
の
佐
々
木
学
長
、
あ
る
い
は
ご
来
賓
の
各
先
生
方
の
ご
挨
拶
、
更
に
は
石
井
副
学

長
か
ら
の
ご
報
告
に
あ
り
ま
し
た
と
お
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
協
力
の
も
と
、
こ
の
五
女
子
大

学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
こ
れ
ま
で
の
20
年
間
に
築
い
て
こ
ら
れ
た
す
ば
ら
し
い
実
績
と
成
果

と
意
義
は
改
め
て
繰
り
返
す
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
実
は
、
本
講
演
の
依
頼
を
頂
戴
し
ま

し
た
時
に
、
お
引
き
受
け
す
べ
き
か
ど
う
か
大
変
逡
巡
い
た
し
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
五

女
子
大
学
の
関
係
者
の
皆
様
が
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
こ
ら
れ
た
役
割
や
ご
尽
力
、
ま
た
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
を
は
じ
め
様
々
な
政
変
や
紛
争
の
起
こ
っ
て
い
る
地
域
で
、
今
日
も
支
援
に
携

わ
り
、
あ
る
い
は
当
該
地
域
と
交
渉
し
、
具
体
的
な
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
方
々
が
い
る
こ
と
を
思
う
時
、
私
の
よ
う
な
も
の
が
こ
の
場
で
お
話
し
で
き
る
こ
と
が

あ
る
だ
ろ
う
か
？ 

と
考
え
た
か
ら
で
す
。
一
方
で
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
か
ら
は
、
よ
り

アフガニスタン女子教育支援20周年記念公開シンポジウム
紛争地域の女子教育支援を通した国際協力活動のあり方

人間の安全保障と国際教育協力

ー「ここにある未来」を共に歩むー

2022年11月4日
お茶の水女子大学徽音堂

杉村美紀

上智大学総合人間科学部教育学科 （比較教育学、国際教育学）
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幅
広
く
、
ア
ジ
ア
、
女
子
教
育
、
紛
争
時
や
緊
急
時
の
教
育
や
国
際
協
力
に
つ
い
て
の
話
を
、

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
大
変
厚
か
ま
し
い
と
は
思
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
今

日
こ
の
場
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
比
較
教
育
学
、
国
際
教
育
学
を
専
攻
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
教
育
が
人
間
の

安
全
保
障
、
そ
し
て
平
和
の
構
築
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
も
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
を
、
管
見
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
の
話
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
は
、
は
じ
め
に
紛
争
地
域
の
教
育
の
あ
り
方
、
そ
し

て
、
教
育
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
そ
の
後
、
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
発
足
し
た
２
０
０
２
年
頃
の
日
本
の
国

際
教
育
協
力
の
状
況
の
中
で
、
女
子
教
育
支
援
が
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
の
か
を

振
り
返
り
ま
し
て
、
人
間
の
安
全
保
障
と
教
育
の
役
割
、
さ
ら
に
、
持
続
可
能
な
未
来
社
会

構
築
に
向
け
た
教
育
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
女
子
大
学
と
い
う
一
つ
の
事
例
を
も
と
に
お
話
し

し
ま
す
。
そ
し
て
、
多
様
化
す
る
社
会
と
人
間
の
尊
厳
・
平
和
を
守
る
た
め
の
教
育
と
い
う

こ
と
を
皆
様
と
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
（
図
１
）。

１　

紛
争
地
域
の
教
育
と
重
層
化
す
る
危
機

　

ま
ず
、
緊
急
時
、
あ
る
い
は
今
日
の
長
期
化
す
る
様
々
な
危
機
下
に
お
け
る
教
育
の
役
割

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
（
図
２
）。

　

教
育
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て
は
様
々
な
国
際
条
約
や
宣
言
で
も
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て

図
1アウトライン

1．紛争地域の教育と重層化する危機

2．教育におけるジェンダー平等をめぐる問題

3．アフガニスタン女子教育支援の位置づけ
ー国際教育協力における五大学コンソーシアムの意味

４．人間の安全保障と教育の役割

５．持続可能な未来社会構築に向けた教育

ーアジア女子大学の事例

６．多様化する社会と人間の尊厳・平和を守るための教育
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い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
危
機
が
長
期
化
し
、
あ
る
い
は
紛
争
以
外
に
も
自
然
災
害
や
感

染
症
な
ど
様
々
な
複
合
的
な
危
機
の
懸
念
が
多
く
渦
巻
く
中
で
、
当
事
者
の
方
た
ち
の
物
理

的
・
心
理
的
・
社
会
的
影
響
を
い
か
に
緩
和
し
、
保
護
し
、
そ
し
て
支
援
す
る
か
、
と
い
う

こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
そ
う
し
た
緊
急
時
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
支
え
る
意
味
で
、

ど
の
よ
う
に
教
育
や
学
び
を
継
続
し
、
か
つ
、
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
地
域
社
会
の
集
団
間

の
様
々
な
関
係
構
築
を
図
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
も
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

紛
争
地
域
の
教
育
が
抱
え
る
課
題
を
こ
ち
ら
の

ス
ラ
イ
ド
（
図
3
）
に
お
示
し
し
て
い
ま
す
。
緊

急
時
お
よ
び
長
期
化
す
る
危
機
下
で
は
、
い
わ
ゆ

る
平
和
構
築
の
た
め
の
教
育
、
国
際
理
解
教
育
と

い
っ
た
も
の
が
行
え
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た

状
況
の
中
で
、
周
縁
化
さ
れ
た
人
々
、
た
と
え
ば
、

女
子
あ
る
い
は
障
害
を
も
つ
方
々
や
少
数
派
（
少

数
民
族
、
難
民
や
移
民
）
の
教
育
、
さ
ら
に
そ
の

地
域
の
文
化
的
・
社
会
的
背
景
の
こ
と
も
考
え
な

く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
宗
教
や
様
々
な

文
化
的
な
差
異
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
て
い
る
社
会

図
2

緊急時および長期化する危機下の教育

教育を受ける権利

✓「世界人権宣言」第 26 条ーすべての人が教育を受ける権利を有する
✓「経済的、社会的および文化的権利に関する国際規約（社会権規約）」第 13 条
✓児童の権利に関する条約（子どもの権利条約）」第 28 条

紛争、自然災害、感染症などによる複合的な危機の懸念

危機の長期化と教育
非非日日常常的的なな環環境境のの中中 ででのの教教育育のの意意義義

ー紛争や自然・人為災害による物理的・心理的・社会的影響の緩和、保護、支援の提供

長長期期的的ななココミミュュニニテティィのの再再生生をを支支ええるる

ーー 学びの継続

ーー 分断された地域社会の集団間の関係構築

図
3「紛争地域の教育」が抱える重層的な課題

平平和和構構築築ののたためめのの教教育育、、国国際際理理解解教教育育、、

平和の文化

基本的人権

人間の尊厳

共生

持続可能性

緊緊急急時時おおよよびび長長期期化化すするる危危機機下下のの教教育育

緊急支援、保護

重層化する危機

長期化する危機

学びの断絶と継続

周周縁縁化化さされれたた人人々々のの教教育育

男女間格差

障がいを持つ人々

少数民族の教育

難民・移民の教育

社会階層と教育
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階
層
の
人
々
の
教
育
が
、
二
重
に
も
三
重
に
も
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
る
こ
と
は
、
皆
様
も

ご
承
知
の
と
お
り
か
と
思
い
ま
す
。

２　

教
育
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
め
ぐ
る
問
題

　

こ
う
し
た
中
で
、「
教
育
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」と
い
う
問
題
が
、こ
れ
ま
で
も
様
々

な
場
で
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
（
図
４
）。「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
と
は
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

基
づ
く
関
係
性
を
排
除
し
、
社
会
的
文
化
的
規
範
に
制
約
さ
れ
ず
、
自
ら
の
意
思
で
人
生
の

選
択
を
行
い
、
自
身
の
持
つ
可
能
性
や
才
能
を
開
花
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
状
態
」
と

定
義
さ
れ
ま
す
。

　

で
は
、
そ
う
し
た
状
態
を
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
に
し
て
い
く
か
。
そ
こ
に
教
育
に
お
け

る
大
事
な
役
割
が
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
場
で
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

国
際
教
育
協
力
の
歴
史
の
中
で
は
、
世
界
人
権
宣
言
や
、
あ
る
い
は
教
育
に
お
け
る
差
別

撤
廃
条
約
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
で
の
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
１
９
９
０
年
に

「Education For A
ll

」（
Ｅ
Ｆ
Ａ
） 

と
高
ら
か
に
謳
わ
れ
た
世
界
会
議
に
お
い
て
、
女
子
・

女
性
の
教
育
参
加
が
緊
急
優
先
分
野
と
さ
れ
、
大
き
く
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
時
は
ま
だ
独
立
し
た
優
先
分
野
に
は
な
ら
ず
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ブ
ラ
イ
ン
ド
」

の
状
況
を
生
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
そ
れ
か
ら
10
年
後
の
ダ
カ
ー
ル
で
取
り
決
め
ら
れ
た
Ｅ
Ｆ
Ａ
行
動
枠
組
み
で

は
、「
２
０
０
５
年
ま
で
に
初
・
中
等
教
育
で
の
男
女
間
格
差
を
解
消
す
る
こ
と
」、
そ
し
て

「
２
０
１
５
年
ま
で
に
教
育
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
達
成
す
る
こ
と
」
が
謳
わ
れ
て

図
4教育におけるジェンダー平等をめぐる問題

ジジェェンンダダーー平平等等＝ジェンダーに基づく関係性を排除し、社会文化的規範に制約されず、自らの意志で人
生の選択を行い、自身の持つ可能性や才能を開花させることを可能である状態。

こうした状態をどのようにして可能とできるか。

教教育育ににおおけけるる男男女女間間格格差差ととジジェェンンダダーー平平等等のの視視点点のの導導入入

世界人権宣言（1948）、教育における差別撤廃条約（1960）、女性差別撤廃条約（1979）で議論
｜

1990年 EFA （Education for All ）世界会議---女子・女性の教育参加が緊急優先分野とされ
たが、独立した優先分野になはらず、「ジェン

ダー・ブラインド」の状況が生じる。

2000年 ダカールEFA行動枠組み -------------2005年までに初・中等教育での男女間格差
解消と2015年までに教育におけるジェンダー
平等の達成（第5目標）
（MDGｓのターゲット３にもふくまれる）
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い
ま
す
。
こ
れ
は
同
じ
年
に
出
さ
れ
た
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
タ
ー
ゲ
ッ

ト
３
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

３　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
の
位
置
づ
け

　
　

国
際
教
育
協
力
に
お
け
る
五
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
意
味

　
　
　
　
　

　

実
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
め
ぐ
る
議
論
を
は
じ
め
に
ご
紹
介
し
た
の
は
、
こ
の
五
女
子

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
発
足
し
た
２
０
０
２
年
前
後
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う
な
議
論
が

起
こ
り
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
走
り
始
め
た
頃
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
振
り
返
ら
せ
て
い

た
だ
き
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
支
援
か
ら
始
ま
っ
た
、こ
の
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
に
よ
る
教
育
支
援
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
、
石
井
副
学
長
が
当
時
の
写
真
を

交
え
て
詳
細
に
ご
報
告
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
（
図
５
）
は
少
し
細
か
い
字
で
恐
縮
で
す
け
れ
ど
も
、
２
０
０
１
年
に
、
文
部
科

学
省
の
中
に
、
現
在
の
首
相
、
当
時
の
岸
田
文
雄
副
大
臣
が
本
部
長
と
な
っ
て
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
復
興
の
た
め
の
教
育
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
で
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
発
足
し
て
い
っ
た
頃
の
こ
と
を
少
し
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
子
教
育
支
援
の
取
組
み
が
実
行
さ
れ
る

に
至
っ
た
わ
け
で
す
。先
ほ
ど
津
田
塾
大
学
の
髙
橋
学
長
か
ら
、当
時
の
先
生
方
が
思
い
切
っ

て
勇
気
を
出
し
て
、
行
動
な
さ
っ
た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
意
義
を
、
こ
こ

図
5五大学コンソーシアムによるアフガニスタン女子教育支援

2001年11月30日、文部科学省内に岸田副大臣を本部長とする「アフガニスタン復興のための教育支援プロジェクトチーム」設置

2002年
1月21日～22日 アフガニスタン復興支援会議 （共同議⻑︓⽇本、⽶、EU、サウディ・アラビア）
４⽉7⽇〜18⽇、第２次アフガニスタン⽀援調査団に初めて教育専⾨家を派遣
４⽉16⽇〜19⽇、アフガニスタン暫定⾏政機構のアミン教育⼤⾂訪⽇ 遠⼭⼤⾂との会談
〇1教育専⾨家の派遣、2我が国の⼥⼦⼤学(*)による⼥性教員研修、3ユネスコを通じた識字教育⽀援、
4⽂部科学省の協⼒のもとNGOが実施する「アフガンキッズ教育⽀援プロジェクト」（学校募⾦）を提案
〇アミン⼤⾂は、遠⼭⼤⾂から提案のあった⽀援策は⼤変有意義であり、実施してほしい旨発⾔。特に教育計画
の策定とアセスメントを補佐する教育専⾨家の派遣、教員養成学校（教員養成センター）の設置・運営への⽀
援を求めた。加えて、⽇本とアフガニスタンの⼦供同⼠の交流を進めたい、旨発⾔

5⽉17⽇ 五⼤学コンソーシアム発⾜
5⽉14⽇〜６⽉２⽇ 教育専⾨家を派遣
5⽉19⽇〜21⽇ 岸⽥⽂部科学副⼤⾂⼀⾏アフガニスタンを訪問
〇暫定⾏政機構のカルザイ議⻑、アミン教育⼤⾂等と会談した他、初等中等教育学校、教員養成校、カブール⼤
学等を視察。
〇アミン教育⼤⾂との会談において、岸⽥副⼤⾂は４⽉に遠⼭⼤⾂が提⽰した⽀援策につき進捗状況を報告。加
えて、カルザイ議⻑との会談では、⾼等教育レベルでの協⼒策として、カブール⼤学と東京農⼯⼤学との⼤学
間協⼒や、留学⽣受⼊等について提⽰。
〇アフガニスタン側からは、教育専⾨家の派遣に謝意が述べられるとともに、⼥性教員研修、⾼等教育などへの
⽀援要請が表明された。
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で
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆ 

教
員
・
職
員
・
学
生
…
全
員
で
取
り
組
ん
だ
支
援
活
動　
　

　

箕
浦
康
子
先
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り　

　

実
は
、
今
日
お
伺
い
す
る
に
あ
た
り
、
先
程
か
ら
お
名
前
の
挙
が
っ
て
お
ら
れ
る
先
生
方

の
他
に
も
う
お
一
方
、こ
の
取
組
み
に
尽
力
さ
れ
た
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
き
ま
し
た
。

当
時
、
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
発
足
す
る
に
あ
た
り
、
各
大
学
か
ら
２
名
ず
つ
運

営
委
員
が
選
ば
れ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
取
り
ま
と
め
を
さ
れ
た
の
が
、
当
時
お
茶
の
水
女

子
大
学
の
教
授
で
い
ら
し
た
箕
浦
康
子
先
生
で
し
た
。
実
は
、
箕
浦
先
生
は
、
私
の
大
学
院

時
代
の
博
士
論
文
の
指
導
教
官
で
も
あ
り
、
私
が
今
日
こ
の
場
で
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
か
と
考
え
ま
す
と
恐
縮
の
至
り
で
す
が
、
先
生
は
当
時
作

ら
れ
た
報
告
書
を
持
ち
出
し
て
、
当
時
の
こ
と
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
お
話
し
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

先
ほ
ど
の
石
井
副
学
長
の
ご
報
告
に
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
箕
浦
先
生
は
、
ま
ず
、

当
時
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
皆
様
が
、
と
に
か
く
現
地
の
ニ
ー
ズ
や
状
況
を
踏
ま
え
た
支
援

計
画
を
立
て
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
よ
り
こ
の
支
援
活
動

は
、
当
事
者
だ
け
の
も
の
と
す
る
の
で
は
な
く
て
、
五
女
子
大
学
の
先
生
方
、
職
員
、
そ
し

て
附
属
学
校
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
大
学
で
は
附
属
学
校
の
先
生
方
や
生
徒
さ
ん
も
交
え
て
、

み
ん
な
で
考
え
て
い
こ
う
、
そ
う
い
う
活
動
に
し
た
か
っ
た
ん
で
す
よ
、
と
い
う
お
話
を
し



44

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
（
来
日
し
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
学
生
さ
ん
が
日
本
の
家
庭
を
訪
問
す

る
こ
と
）、
あ
る
い
は
、
学
生
さ
ん
た
ち
が
研
修
の
記
録
や
エ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の
補
助
を
イ

ン
タ
ー
ン
と
し
て
な
さ
る
な
ど
、
本
当
に
幅
広
い
方
が
関
わ
っ
て
こ
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ

た
こ
と
を
伺
っ
た
次
第
で
す
。

　

ま
た
、
実
際
に
支
援
活
動
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
２
０
０
２
年
５
月
19
日
か
ら
岸
田
文

部
科
学
副
大
臣
（
当
時
）
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
訪
問
さ
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
箕
浦
先

生
は
副
大
臣
に
同
行
さ
れ
て
現
地
に
赴
か
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
前
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
、

当
時
、
大
阪
大
学
に
お
ら
れ
た
教
育
専
門
家
の
内
海
成
治
先
生
が
、
現
地
で
の
サ
ポ
ー
ト
に

あ
た
ら
れ
ま
し
た
。
箕
浦
先
生
ご
自
身
も
、
実
際
に
現
地
で
学
校
を
視
察
し
て
、
ど
の
よ
う

な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
を
見
聞
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
お
仲
間
の
先
生
方
と
共
に
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
教
育
大
学
、
そ
し
て
学
校
の
校
長
先
生
を
日
本
に
お
呼
び
す
る
計
画
を
立
て

ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
実
践
上
の
工
夫
に
加
え
て
、
実
際
に
は
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
連
携
体
制
、
特
に

五
女
子
大
学
間
の
連
携
体
制
も
大
事
な
課
題
で
あ
っ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
第
一
陣
の
方
が
来
ら
れ
た
１
月
～
２
月
は
、「
日
本
は
入

学
試
験
で
大
変
な
時
期
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
附
属
学
校
の
先
生
も
協
力
し
て
み
ん
な
で
取
り

組
み
ま
し
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
を
聞
い
た
時
、
私
は
、
ま
さ
に
こ
れ
こ
そ
が
現
地
の
声

を
聞
き
な
が
ら
、
同
時
に
日
本
の
人
々
も
一
緒
に
な
っ
て
考
え
な
が
ら
や
っ
て
い
く
国
際
協
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力
の
一
つ
の
あ
り
方
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
国
際
協
力
が
培
っ
て
き
た
大
き

な
経
験
と
力
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
強
く
感
じ
、大
変
感
慨
深
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
日
の
話
に
は
、
少
し
お
お
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
こ
こ
に
あ
る
未
来
」
と
副
題

を
つ
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
は
、こ
の
「
未
来
」
に
は
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
方
々

の
未
来
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
、
あ
る
い
は
今
現
在
関
わ
っ
て
お

ら
れ
る
方
々
の
未
来
も
含
ま
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
皆
で
取
り
組
ん
で

い
く
国
際
協
力
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
強
く
思
い
、

こ
の
副
題
を
つ
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆ 

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
発
足
時
の
時
代
背
景

　

２
０
０
２
年
の
前
後
に
起
こ
っ
た
こ
と
を
も
う

少
し
だ
け
ご
紹
介
し
ま
す
（
図
６
）。

　

こ
の
時
期
に
、
国
連
の
活
動
と
し
て
「
教
育
ア

ジ
ア
太
平
洋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
で
き
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
の
中
に
連
携
を
作
っ
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

つ
い
て
考
え
て
い
こ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
、
こ

れ
は
今
日
も
な
お
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
日
本
政
府
は
「
成
長
の

た
め
の
基
礎
教
育
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
と
い
う
も

図
6ジェンダーと教育アジア太平洋ネットワーク（UNGEI）

• ダカール第5目標達成のために「国連女子教育イニシアティブ」が発足
• ユネスコー－国別EFA計画全体にジェンダー視点を導入
アフリカ女性教育者フォーラム（FAWE）にジェンダー対応の国別計画づくりのためのジェンダー・チェックリストを作成

• 「「ジジェェンンダダーーとと教教育育アアジジアア太太平平洋洋ネネッットトワワーークク（（UNGEI））」」のの設設立立（（2002年年））
• 各国の教育省EFA担当部欲のジェンダー担当官のネットワーク➥政策提言、人材養成、アドボカシーや評価活動を実施

図
7

成長のための基礎教育イニシアティブ
（日本政府 BEGIN: Basic Education for Growth Initiative、２００２年）
1．支援に当たっての基本理念
● 途上国政府のコミットメント重視と自助努力支援 ● 文化の多様性への認識・相互理解の推進

● 国際社会との連携・協調（パートナーシップ）に基づく支援 ● 地域社会の参画促進と現地リソースの活用

● 他の開発セクターとの連携 ● 日本の教育経験の活用

2．重点分野
●教育の「機会」の確保に対する支援 ●教育の「マネージメント」の改善

・多様なニーズに配慮した学校関連施設の建設 ・教育政策及び教育計画策定への支援の強化

・ジェンダー格差の改善のための支援（女子教育） ・教育行政システム改善への支援

・ノン・フォーマル教育への支援（識字教育の推進）

・ 情報通信技術（ICT）の積極的活用
●教育の「質」向上への支援

・理数科教育支援

・教員養成・訓練に対する支援

・学校の管理・運営能力の向上支援

３．日本の取り組み （1）現職教員の活用と国内体制の強化（「拠点システム」の構築）
（2）国際機関等との広範囲な連携の推進
(3）紛争終結後の国造りにおける教育への支援

出典： 外務省（2002年）https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/af_edu/gaiyo.html
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の
を
、
や
は
り
２
０
０
２
年
に
出
し
て
い
ま
す
（
図
７
）。
こ
の
中
に
支
援
に
あ
っ
て
の
基

本
理
念
や
重
点
目
標
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
「
文
化
の
多
様
性
へ
の
認
識
・
相
互
理
解

の
推
進
」「
日
本
の
教
育
経
験
の
活
用
」、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
の
改
善
の
た
め
の
支
援
」「
教

育
の
「
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
の
改
善
」「
理
数
科
教
育
支
援
」「
教
員
養
成
・
訓
練
に
対
す
る

支
援
」「
学
校
の
管
理
・
運
営
能
力
の
向
上
支
援
」「
紛
争
終
結
後
の
国
造
り
に
お
け
る
教
育

へ
の
支
援
」
な
ど
は
、
ま
さ
に
時
を
同
じ
く
し
て
、
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
を
通
じ
て
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
な
が
ら
実
践
な
さ
っ
た
こ

と
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

４　

人
間
の
安
全
保
障
と
教
育
の
役
割

　

こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
今
日
私
が
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
の
一
つ
が
、「
人

間
の
安
全
保
障
」
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

こ
ち
ら
の
図
（
図
８
）
は
、
外
務
省
が
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
報
告
の
中
に
載
せ
て

い
る
も
の
で
す
。「
人
間
の
安
全
保
障
」
と
は
、
人
間
一
人
ひ
と
り
に
着
目
し
、「
人
々
が
恐

怖
や
欠
乏
か
ら
免
れ
尊
厳
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
個
人
の
保
護
と
能
力
強

化
を
通
じ
て
、
国
・
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
」
と
い
う
考
え
方
で
す
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
国

を
主
体
と
し
た
安
全
保
障
と
は
少
し
違
っ
て
、人
々
の
「
欠
乏
か
ら
の
自
由
」
あ
る
い
は
「
恐

怖
か
ら
の
自
由
」
を
、
個
人
の
保
護
や
人
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
（
能
力

向
上
）
を
通
じ
て
培
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
２
０
０
０
年
前
後
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

図
8

出典：外務省『政府開発援助（ODA）白書:日本の国際協力2012年版』、2013年、8頁
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と
こ
ろ
で
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
、「
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）」が
毎
年
出
す
「
人
間
開
発
報
告
書
」
に
は
、

い
ち
早
く
１
９
９
４
年
に
「
人
間
の
安
全
保
障
」
に
共
通
す
る
考
え
方
と
指
標
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
（
図
９
）。
そ
こ
で
は
「
人
間
開
発
指
数
」、
す
な
わ
ち
人
々
が
、
安
心
・
安
全
な

暮
ら
し
を
維
持
す
る
た
め
の
健
康
、
知
識
、
所
得
を
き
ち
ん
と
培
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
み

る
指
標
が
提
示
さ
れ
、
人
間
開
発
と
人
間
の
尊
厳
が
尊
重
さ
れ
る
、
そ
う
い
う
教
育
の
役
割

が
改
め
て
問
い
直
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　

実
は
、
こ
の
「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
考
え
方
は
そ
の
後
も
ず
っ
と
続
い
て
い
て
、
今
行

わ
れ
て
い
る
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
中
心
概
念
の
一
つ
と
言
え
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◆ 
人
間
の
安
全
保
障
を
脅
か
す
も
の
に
い
か
に
立
ち
向
か
う
か

　

グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長
の
講
演
よ
り

　

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長
が
２
０
１
７
年
に
来
日
さ
れ
た
際
、
私
が
現

在
勤
め
て
お
り
ま
す
上
智
大
学
で
講
演
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
（
図
10
）。
こ
の
時
の
ご
講

演
は
学
生
に
向
け
た
も
の
で
し
た
け
れ
ど
も
、事
務
総
長
が
選
ば
れ
た
テ
ー
マ
が
ま
さ
に「
人

間
の
安
全
保
障
」
で
、
そ
れ
を
脅
か
す
も
の
と
し
て
、
五
つ
の
課
題
、
す
な
わ
ち
核
兵
器
の

脅
威
、
複
雑
化
す
る
軍
事
紛
争
や
内
戦
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
の
脅
威
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
格
差
の
拡
大
、
移
民
や
難
民
に
よ
る
国
家
間
の
緊
張
の
た
か
ま
り
を
示
さ
れ
ま
し

図
9

人人間間のの安安全全保保障障
✓ 国連開発計画（UNDP）『人間開発報告書』（1994）における考え方と指標の提示
✓ 国家の安全保障に対して、国家以外の主体（国民、社会、集団、個人）という非国家主体から

安全保障を問う。

✓ 人間の生存・生活・尊厳などに対する多様な脅威から守り、個々人のもつ可能性を最大限に生かす。

人人間間開開発発
✓人々の選択肢を拡大し、潜在的能力の発揮・拡大を促す。

①健康（出生時平均余命）

②知識（成人識字率および平均就学年数） 人間開発指数（HDI)
③所得（一人当たりGDPや購買力）

✓教育を受けることで知識を持ち、長く生きることができる環境にあり、ある程度の所得がある人ほど
「人間開発」の度合いが高い。

人人間間開開発発とと人人間間のの尊尊厳厳のの尊尊重重・・・・・・・・・・・・・・教教育育のの役役割割

人間の安全保障と人間開発
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た
。

　

こ
こ
で
繰
り
返
す
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
今
日
の
本
当
に
大
き
な
脅
威
に
な
っ

て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を
は
じ
め
世
界
の
様
々
な
地
域
で
起
こ
っ
て
い
る

紛
争
、
あ
る
い
は
気
候
変
動
に
よ
り
、
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
に
、

い
か
に
人
類
が
連
帯
し
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
け
る
か
、そ
こ
が
と
て
も
大
事
な
の
だ
と
、

グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
は
、
学
生
た
ち
に
向
け
て
語
り
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
を

伺
っ
た
時
に
、
改
め
て
私
た
ち
に
と
っ
て
の
「
人

間
の
安
全
保
障
」
を
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ

た
次
第
で
す
。

　
「
人
間
の
安
全
保
障
」
に
つ
い
て
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ

が
、最
新
の
報
告
書
（
２
０
２
１
～
２
０
２
２
年
版
）

の
中
で
も
、「
不
確
実
な
時
代
の
不
安
定
な
暮
ら
し
：

激
動
の
世
界
で
未
来
を
形
づ
く
る
」
と
い
う
テ
ー

マ
が
取
り
上
げ
て
い
ま
す
（
図
11
）。

　

こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
先
ほ

ど
ご
紹
介
し
た
人
間
開
発
指
数
の
世
界
平
均
が
２

年
連
続
し
て
低
下
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
は
今

ま
で
一
度
も
な
か
っ
た
そ
う
で
、
２
年
の
間
に
低

下
し
た
国
が
約
９
割
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
そ
の
背

図
10人間の安全保障を脅かすものと、それに対する対応

ーアントニオ・グテーレス国連事務総長による講演より （2017年12月 於上智大学）

• 核兵器の脅威

• 複雑化する軍事紛争や内戦

• 地球温暖化による気候変動脅威

• グローバル化と格差の拡大

• 移民や難民による国家間の緊張のたかまり

• 脆弱な紛争被災コミュニティにおける平和と持続可能な開発への移行（紛争予防と平和構築）

• 人身取引の被害者、および、その保護と能力強化

• 気候変動関連の脅威の多次元的な影響（自然災害、人為的災害）への対応

• 都市部での暴力と、その健康、教育、経済、個人およびコミュニティの安全保障への影響

• 貧困の削減、社会的包摂および孤立したエリアでのコミュニティ密着型の開発

• 健康関連の情勢不安の経済的、環境的および社会的要素

図
11「人間の安全保障」が今日的に問うもの

• 『人間開発報告書 2021-2022年版』
「不確実な時代の不安定な暮らし：激動の世界で未来を形づくる」

（Uncertain Times, Unsettled Lives: Shaping our Future in
a Transforming World）

不確実性の重なり合い

社会と経済の大転換や地球規模の危険な変化、

分極化の大幅な拡大

↓
人間開発指数（HDI）の指数が世界平均で2年連続して
低下した国が全体の9割

・ 『UNDP人間の安全保障特別報告書』 （2022年2月）
「人新世の時代における人間の安全保障への新たな脅威:
より大きな連帯を求めて」

(New threats to human security in the Anthropocene：Demanding 
greater solidarity)
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景
と
し
て
、
不
確
実
性
が
重
な
り
合
い
、
社
会
と
経
済
の
大
転
換
が
起
こ
り
、
地
球
規
模
の

危
険
な
変
化
や
分
極
化
の
大
幅
な
拡
大
が
進
ん
だ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
は
、
今
年
の
２
月
に
特
別
報
告
書
も
出
し
、「
人
新
世
の
時
代
に
お
け
る
人
間

の
安
全
保
障
へ
の
新
た
な
脅
威
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、「
よ
り
大
き
な
連
帯
を
」
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
動
き
が
あ
る
中
で
、
で
は
今
、
教
育
の
分
野
で
何
を
ど
う
考
え
、
実
践
し
て
い

く
か
、
こ
れ
は
私
た
ち
皆
が
共
有
し
、
考
え
て
い
く
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

５　

持
続
可
能
な
未
来
社
会
構
築
に
向
け
た
教
育

　
　

― 

ア
ジ
ア
女
子
大
学
の
事
例

　

少
し
話
が
戻
り
ま
す
が
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
発
足
し

た
２
０
０
２
年
以
降
、
日
本
の
国
際
教
育
協
力
政
策
も
様
々
な
進
展
を
遂
げ
、
特
に
Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
目
標
年
で
あ
っ
た
２
０
１
５
年
以
降
は
、
今
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
と
続
く
大
き
な
流
れ
が
で

き
て
き
ま
し
た
（
図
12
）。
そ
こ
で
の
原
則
は
「
自
助
努
力
支
援
と
持
続
可
能
な
開
発
」「
疎

外
さ
れ
た
人
々
に
届
く
支
援
」「
文
化
の
多
様
性
の
尊
重
と
相
互
理
解
の
推
進
」
で
あ
り
、

こ
こ
に
も
「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
特
徴
が
色
濃
く
表
れ
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
の
石
井
副
学
長
の
ご
報
告
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
触
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

そ
の
17
の
目
標
の
４
に
教
育
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
て
、
特
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
4.7
に
は
、「
人

図
12

• 「人間の安全保障」主流化にむけた取り組み
政策演説・シンポジウムの開催、二国間・多国間会議の開催と成果文書への
明記、人間の安全保障主流化に向けたグループの立ち上げや参加

• 人間の安全保障基金の設置（1999年3月～）

• 日本の教育協力政策（２０１１～２０１５）

役割 EFAとＭＤＧｓ達成およびポスト2015年を見据えた計画
人間の安全保障実現のための教育

SDGｓ

原則 自助努力支援と持続可能な開発
疎外された人々に届く支援
文化の多様性の尊重と相互理解の推進

「人間の安全保障教育」主流化に向けた取組
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間
の
安
全
保
障
」を
具
体
的
に
示
し
た
大
き
な
テ
ー
マ
が
い
く
つ
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す（
図

13
）。

　

持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
人
権
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
平
和
と
非
暴
力
の
文
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
、文
化
的
多
様
性
と
文
化
が
持
続
可
能
な
開
発
に
も
た
ら
す
貢
献
の
理
解
、

こ
う
い
っ
た
教
育
を
い
か
に
後
継
し
、
学
習
者
が
持
続
可
能
な
学
び
を
継
続
で
き
る
か
。
包

摂
的
か
つ
公
平
で
、
し
か
も
質
の
高
い
教
育
を
い
か
に
維
持
し
て
い
く
か
。
短
く
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
目
標
で
す
が
、
私
は
こ
の
わ
ず
か
な
言
葉

の
中
に
、
多
く
の
希
望
と
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
責

任
が
詰
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
、
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
国
際
教
育
協
力
に
つ
い
て
思
う
時
、

コ
ロ
ナ
危
機
で
特
に
対
応
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
多
く
の
困
難
な
課
題
が
あ
り
ま
す
（
図
14
）。

途
上
国
を
中
心
と
し
た
開
発
目
標
で
あ
っ
た
Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
と
は
異
な
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
す
べ
て
の
国
に
共

有
さ
れ
る
べ
き
目
標
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
コ
ロ
ナ
禍
に
際
し
て
、
ま
さ
に
私
た

ち
の
日
々
の
暮
ら
し
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に
挙

げ
ら
れ
て
い
る
課
題
に
対
し
て
対
応
を
迫
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

図
13持続可能な開発目標（SDGｓ）

目標４ （教育）

図
14これからの国際教育協力

１．コロナ危機への対応

世界の教育格差の更なる拡大と対応

学校閉鎖下での対応

安心安全な教育環境

教育の質の確保

包摂性と多様性、そこでの公正性

２．国際協調・国境を越える協力

３．人間の安全保障実現・人間開発のための教育
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こ
う
し
た
中
で
、
で
は
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
？ 

と
考
え
て
い
く
と
き
、
私
は
国
際

協
調
、
そ
し
て
国
境
を
超
え
る
協
力
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人

間
の
安
全
保
障
の
実
現
、
あ
る
い
は
人
間
開
発
の
た
め
の
教
育
と
も
つ
な
が
る
と
思
う
か
ら

で
す
。

◆ 

平
和
構
築
を
実
現
す
る
た
め
に
教
育
が
持
つ
力

　
「
平
和
教
育
」
と
い
う
が
言
葉
が
学
校
現
場
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
図
15
）。
平

和
を
教
え
る
こ
と
、
戦
争
や
紛
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
平
和
教
育
の
大

事
な
役
割
で
す
。
し
か
し
、
実
は
そ
も
そ
も
「
平
和
」
と
は
何
か
と
考
え
た
り
、「
平
和
」

と
い
う
文
化
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
平
和
を
考
え
て
い
く
時
の
態
度
や
考
え
方
を

育
て
る
こ
と
も
全
て
含
め
て
、
平
和
教
育
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
４
は
目
指
さ
れ
て
い
く
べ

き
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
批
判
的
思
考
や
創
造
性
を
育
て
る
学
び
、
多
様
性
の
尊

重
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
創
造
的
な
学
び
、
あ
る
い
は
い
じ
め
の
な
い
、
教
育
に
お

け
る
平
和
な
環
境
と
い
っ
た
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
点
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、

実
践
し
て
い
く
か
が
、
教
育
の
現
場
の
大
き
な
責
務
と
役
割
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
図
（
図
16
）
は
、
私
が
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の
国
際
教
育
の
変
遷
を
人
間
の
安
全

保
障
の
観
点
を
か
ら
め
な
が
ら
整
理
し
て
み
た
も
の
で
す
。
実
は
、
今
お
話
し
し
た
よ
う
な

課
題
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
、
二
度
と
戦
争
の

惨
禍
を
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
１
９
４
６
年
に
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
ユ
ネ
ス
コ
）

図
15平和構築と教育

ー平和構築実現のための教育が持つ力への期待と希望

戦争や紛争そのものの現実を知る・伝える学び

平和そのものを考える学び

平和の実現に向けて何をどう考えるかという学び

「平和」という文化についての学び

平和を考える態度や考え方を育てる学び

批判的思考や創造性を育てる学び

多様性の尊重

一人一人を大切にする創造的な学び

いじめのない、教育における平和な環境
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が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。「
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
」
の
前
文
で
は
、「
戦
争
は
人
の
心
の
中
で
生
ま
れ

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
人
の
心
の
中
に
平
和
の
と
り
で
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
宣

言
さ
れ
、
地
球
市
民
の
教
育
や
国
際
理
解
教
育
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
も
国
際
社
会
で

繰
り
返
し
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

１
９
７
４
年
に
は
「
国
際
理
解
、
国
際
協
力
及
び
国
際
平
和
の
た
め
の
教
育
並
び
に
人
権

及
び
基
本
的
自
由
に
つ
い
て
の
教
育
に
関
す
る
勧
告
」
と
い
う
、と
て
も
長
い
タ
イ
ト
ル
の
、

し
か
し
な
が
ら
大
変
重
要
な
勧
告
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
は
、現
在
ユ
ネ
ス
コ
が
こ
の
改
訂
作
業
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
大
変
僭
越
な
が
ら
、

実
は
私
も
こ
の
改
訂
作
業
に
国
際
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
少
し
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
こ
の
た
び
の
改
訂
に
お
い
て
重
視
す
べ
き
点
を
、
各
国
の
方
々
と
話
し
合
い
ま

し
た
。
今
、
社
会
あ
る
い
は
世
界
に
求
め
ら
れ
て
い
る
教
育
や
文
化
、
科
学
の
役
割
に
つ
い

て
、
国
を
超
え
て
話
し
合
う
中
で
、
最
終
的
に
立
ち
戻
っ
て
き
た
の
が
、
人
間
の
尊
厳
と
平

和
の
文
化
、
そ
し
て
人
間
の
安
全
保
障
の
こ
と
で
し
た
。

　

先
の
74
年
勧
告
は
、
当
時
の
冷
戦
の
構
造
を
背
景
に
出
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
勧
告

が
ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
採
択
さ
れ
た
時
に
は
、
50
年
後
に
ま
さ
か
新
た
な
冷
戦
が
生
ま
れ
る
よ

う
な
危
機
的
状
況
下
で
そ
の
改
訂
作
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
誰
も
予
想
し
て

い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
を
含
め
て
、
今
新
た
な
分
断
の
動
き
が
あ
る
中

で
、
国
境
の
枠
を
超
え
て
持
続
可
能
な
未
来
社
会
の
構
築
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
教
育
が
で

き
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
私
た
ち
は
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

図
16

地球市民の教育、国際理解教育 （←ユネスコ憲章「人の心の中に平和の砦を築く」）

国際理解、国際協力及び国際平和のための教育並びに人権及び基本的自由

についての教育に関する勧告（1974年勧告＊現在、ユネスコにて改訂作業中） 【冷戦】

人間の尊厳と平和の文化

人間の安全保障 【冷戦の終結】

国際教育協力、教育開発

ヒト・モノ・資金・情報の国際移動・グローバル化

多文化共生 多様性をめぐる平等と公正の課題

インクルーシブな社会（包摂性）の課題

トランスナショナル教育の展開

国境の枠を超えた展開と国際連携 【新たな冷戦の脅威】

持続可能な未来社会構築のための教育 【新たな分断の動き】

国際教育をめぐる人間の安全保障との変遷
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◆ 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
社
会
的
・
文
化
的
文
脈
の
中
で
考
え
る

　

そ
の
際
に
、
一
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
る
の
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
で
あ
り
、
五
女
子
大

学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動
と
も
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
ち
ら
（
図
17
）
に
は
、
こ
の
観
点
か
ら
み
た
国
際
教
育
協
力
の
あ
り
方
と
そ
の
課
題
を

ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
数
値
的
に
、
あ
る
い
は
状
況
が
表
面
的
に
解
決

さ
れ
れ
ば
よ
し
と
す
る
の
で
は
な
く
、
社
会
的
、
文
化
的
な
文
脈
の
中
で
考
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
、
専
門
家
の
先
生
方
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
教

育
の
社
会
的
機
能
を
批
判
的
、
多
角
的
に
捉
え
な
が
ら
、
い
か
に
し
て
国
境
を
超
え
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
高
等
教
育
で
は
、
国
際
化
の
大
き
な
流
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
時
と
し
て
競

争
や
対
立
を
生
む
一
方
で
、
一
つ
の
大
き
な
希
望
で
も
あ
り
ま
す
。
今
日
で
は
、
国
際
社
会

に
お
い
て
「
教
育
の
変
革
」
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
国
境
を
超
え
て
次
の

世
代
、
あ
る
い
は
今
生
き
て
い
る
私
た
ち
も
含
め
て
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
教
育
の
あ
り
方

を
考
え
る
動
き
が
で
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
も
ち
ろ
ん
国
際
通
用
性
や
平
準
化
や
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
っ
た
、
乗
り
越
え
な
く
て
は
い
け
な
い
各
国
間
の
政
策
上
の
違
い
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
動
き
が
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を

生
ん
で
い
く
点
が
、
特
に
大
学
や
高
等
教
育
機
関
の
大
き
な
役
割
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
（
図
18
）。

図
17

ジェンダー平等からみた国際教育開発と課題

１．家庭、学校、労働市場、政治など社会全体の仕組みや価値規範との関連なしに、ジェンダー平等を
達成することは難しい。

２．貧困、人種/民族、カーストなど他の要因と密接に関連しており、社会的文脈のなかで、不平等要
因や因果関係を含めて検討することが必要

３．ジェンダー不平等の形態や過程、結果が、就学率や識字率の数値上は男女間格差が縮小している
という傾向により複雑でわかりにくくなっている。

４．ジェンダーと国際教育開発に関連する国境を越えたネットワークや試みが持つ可能性

５．教育の社会的機能を批判的にとらえる視角をもつことが重要。

【出典】菅野琴、西村幹子、長岡智寿子「『ジェンダーと国際教育開発』再考」菅野琴、西村幹子、長岡千鶴子編『ジェンダーとこ億再教育開発』福村出版
、2012年、235-238頁
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◆ 

ア
ジ
ア
女
子
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
の
取
り
組
み

 　

こ
こ
で
最
後
に
ご
紹
介
し
た
い
の
が
、
ア
ジ
ア
女
子
大
学
の
事
例
で
す
（
図
19
）。

　

ア
ジ
ア
女
子
大
学
は
、奇
し
く
も
２
０
０
２
年
に
構
想
が
話
し
合
わ
れ
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

が
土
地
を
提
供
す
る
よ
う
な
形
で
チ
ッ
タ
ゴ
ン
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
特
定
の
国
が
主
導
す

る
の
で
は
な
く
て
、
国
際
社
会
の
支
援
と
協
力
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
大
学
で
す
。

　

ア
ジ
ア
地
域
に
貢
献
で
き
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
を

育
て
る
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
目
標
に
な
っ
て
お

り
、
こ
の
大
学
で
も
、
や
は
り
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
女
子
大
学
は
、
学
部
・
修
士
課
程
だ
け

で
は
な
く
、
学
部
に
入
る
前
の
準
備
教
育
と
し
て

英
語
を
履
修
で
き
る
課
程
等
も
備
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
個
別
の
国
の
人
材
育
成
で
は
な
く
、
ア

ジ
ア
を
中
心
と
し
た
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
女
性

の
人
材
育
成
を
目
指
し
て
、「
国
の
枠
を
超
え
て
議

論
を
し
て
い
こ
う
」、
そ
ん
な
試
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

国
家
の
枠
組
み
の
中
で
性
別
役
割
分
業
が
固
定

図
18教育の国際連携とネットワーク

国際化、グローバル化の進展と国際移動

多様な教育形態の登場

国際学校の多様化

国境を越えて展開されるクロスボーダー教育

トランスナショナル教育の登場

(例)・高等教育の共同学位プログラム

・海外分校の出現

・多国間連携による教育ーアジア高等教育圏の登場

バーチャル教育を含む新しい教育形態の模索

国際通用性や平準化

グローバル・ガバナンス 各国の教育政策との関連

ユネスコ「高等教育の資格の承認に関する世界規約」（2019年11月）

図
19

アジア女子大学（Asian University for Women, AUW）の沿革
• 2002年、アジア女子大学支援財団設立
• 2005年バングラデシュの議会が「アジア女子大学憲章」を承認。
• 2008年に開学 バングラデシュのチッタゴンに設立 （土地はバングラデシュ財団

• 特定の国が主導するのではなく、国際社会の支援と協力によって創設。

（目標）

①役立つ専門的知識と技能をもち、指導的役割を果たすことのできる人物、サービス精神

と共にアジア地域の発展に貢献できる人物の育成。

②南アジア、東南アジア、南西アジア地域の様々な文化と宗教的背景をもった女性を対象

に、活気ある多様な環境で知識と人格を育成する。

③学生中心の学術環境のもと、研究の即しと、一般教養科目と専門科目を提供し、現実問

題と論理を関連付けて理解できるようにするとともに、アジアおよび世界の問題解決に貢

献できるようにする。

④異なる文化、人格、背景を尊重し、複雑な問題に対して協力して解決方法を模索するリ

ーダーシップ能力、及びサービス精神の育成を目指す。

⑤想像力豊かで高度な技術を持った専門家、経済発展を目指す女性リーダーを育てる。
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化
さ
れ
て
き
た
状
況
か
ら
、
多
国
籍
・
多
文
化
の
中
で
格
差
や
差
別
の
解
消
を
図
る
と
共
に
、

ア
ジ
ア
の
女
性
市
民
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
を
展
開
し
て
い
る
大
変
興
味
深
い
事

例
で
す
（
図
20
）。

　

６　

多
様
化
す
る
社
会
と
人
間
の
尊
厳
・
平
和
を
守
る
た
め
の
教
育

　

こ
う
し
た
動
き
を
見
る
時
に
、
私
は
教
育
を
学
ん
で
き
た
者
と
し
て
、
教
育
の
役
割
と
課

題
を
改
め
て
確
認
し
た
い
と
感
じ
ま
す
（
図
21
）。

　

す
な
わ
ち
、
社
会
的
に
不
遇
な
立
場
に
お
か
れ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
に
教
育
の
機
会

を
保
障
す
る
た
め
の
教
育
、
そ
し
て
人
々
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る
一
方
で
、
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
包
摂

性
も
求
め
ら
れ
る
場
合
、
多
文
化
共
生
を
目
指
す
過
程
で
は
し
ば
し
ば
ジ
レ
ン
マ
が
生
じ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
単
に
教
育
の
機
会
を
平
等
に
与
え
れ
ば
い
い
の
で
は
な
く
、
本

当
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
教
育
内
容
が
人
々
に
届
く
の
か
と
い
う
公
正
性
を
巡
る
問
題
も
あ

り
ま
す
。

　

人
間
の
尊
厳
を
守
り
、
人
間
の
安
全
保
障
を
ど
の
よ
う
に
維
持
・
発
展
さ
せ
る
か
。
こ
れ

は
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ
と
い
う
方
が
述
べ
ら
れ
た
、「
消
極
的
な
平
和
」、
す
な
わ
ち
紛
争
の
な
い

状
況
だ
け
で
は
な
く
、
皆
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
し
て
い
け
る
「
積
極
的
な
平
和
」
を
目
指

す
う
え
で
も
非
常
に
重
要
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
９
月
の
国
連
総
会
で
は
国
連
教
育
変
革
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
総
長

図
20アジア女子大学の取り組み

【学部と修士課程】

すべての学部学生にコアとなる教養教育を1年目に実施
学部プログラムはバイオテクノロジー、経済、環境科学、政治、哲学と経済、公衆衛生

大学院は教育の修士号

【特徴】

①様々な立場や状況に置かれた学生への支援

✓学部に入る前の準備教育の実施（主として英語の履修）

✓紛争や難民としての経験に対する支援を視野に入れた2年間のプログラム
✓アフガニスタンの学生支援

②国際高等教育としての可能性

✓個別の国の人材育成ではなく、アジアを中心とした国際社会で活躍する女性の人材育成を目指す

国家の枠組みの中で性別役割分業を固定化されてきた状況から、多国籍・多文化の環境の中で、

格差や差別の解消を図るとともに、アジアの女性市民としてグローバルな人材育成を展開。
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自
ら
が
音
頭
を
取
っ
て
教
育
を
テ
ー
マ
と
す
る
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
た
こ
と
自
体
が
、
画
期

的
な
出
来
事
だ
っ
た
と
関
係
者
か
ら
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
は
、
包
摂
性
、
教
員
の
活
動
、
学
習
と
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
、
そ
し
て
今
日
大
き
な
テ
ー

マ
に
な
っ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
、
さ
ら
に
教
育
財
政
の
５
つ
の

主
要
分
野
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

持
続
可
能
な
未
来
を
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
築
い
て
い
く
の
か
。
そ
れ
は
と
て
も
険
し
い

道
で
あ
り
、
こ
の
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
20
年
の
間
に
も
あ
っ

た
様
々
な
ご
苦
労
や
思
い
が
交
錯
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
教
育
を
国
際
的
な
公
共
財
と
と
ら
え
、
多
様
な
価
値
観
を
共
有
す
る
人
々

の
交
流
を
促
進
し
、
そ
し
て
連
帯
と
協
力
、
協
働
を
促
す
学
び
の
場
を
、
歩
み
を
止
め
る
こ

と
な
く
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
、
や
は
り
と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
こ

と
こ
そ
が
、
持
続
可
能
な
未
来
社
会
に
向
け
て
教
育
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
な
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
（
図
22
）
に
お
示
し
て
い
る
の
は
ユ
ネ
ス
コ
の
「
教
育
の
未
来
」
国
際
委
員
会
が
、

コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
２
０
２
０
年
に
出
し
た
緊
急
レ
ポ
ー
ト
と
、
２
０
５
０
年

ま
で
を
視
野
に
入
れ
、
私
た
ち
の
新
し
い
未
来
を
共
に
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
２
０
２
１
年

11
月
に
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
で
す
。

　

ま
さ
に
、
本
日
の
講
演
の
副
題
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
こ
こ
に
あ
る
未
来
」
で
す
。
私

も
是
非
そ
の
仲
間
に
入
れ
て
い
た
だ
い
て
、
皆
様
と
一
緒
に
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考

図
21教育の役割と課題

―多様化する社会と人間の尊厳・平和を守るための教育
• 社会的に不遇な立場におかれたマイノリティに教育機会を保障するための教育
• 人々のエンパワーメントをどのように進めるか

• 多文化共生社会のジレンマ：平等と公正をめぐる問題
ー多様性をどこまで尊重するか

ー人間の尊厳を守り、人間の安全保障どのように保持・発展させるか。

ー「消極的平和」から「積極的平和」へ（J.ガルトゥング）を目指すうえでの重要な課題

【国国連連教教育育変変革革ササミミッットト（（2022年9月））ににおおけけるる5つつのの主主要要分分野野】】
①①包包摂摂的的・・公公正正・・安安全全でで健健康康的的なな学学校校

②②ラライイフフワワーーククののたためめのの学学習習ととススキキルル

③③教教員員、、教教育育活活動動、、教教育育職職

④④デデジジタタルル革革命命ととデデジジタタルルトトラランンススフフォォーーメメーーシショョンン

⑤⑤教教育育資資金金調調達達
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え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
、
こ
の
後
、
青
木
先
生
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
詳
し
い
状
況
に
つ
い
て
の
お
話
が

あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
後
は
、
学
生
さ
ん
た
ち
か
ら
の
素
晴
ら
し
い
活
動
の
ご
発
表
が
あ
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。
学
生
さ
ん
た
ち
の
未
来
も
含
め
て
皆
が
共
に
歩
ん
で
い
け
る
、
そ
ん
な

国
際
教
育
協
力
で
あ
り
た
い
。
そ
こ
に
皆
で
参
加
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
、
今
日
こ
こ
で

共
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
は
貴
重
な
機
会
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
て
、
あ
ら
た
め
ま
し
て

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
拙
い
発
表
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
私
の
話
を
終
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ど
う
も
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

図
22

持続可能な未来社会構築に向けた教育

人道的視点と人間の権利に礎をおいた教育の必要性。教育を

公共財ととらえ、多様な価値観を共有する人々の交流ならびに、

連帯と協力・協働す学びの場を構築する。

新たな現実を見据え、これからの世界をどう再考するか。

持続可能な未来社会に向け、教育が果たすべき責任と

役割は何か。

様々な社会の格差や多様性、平等・公正性をどう考えるか。

人間の尊厳と平和を重視し、人間の安全保障を守るために

教育はどのような役割を担うべきか。

ユネスコ・「教育の未来」国際委員会の報告書 （上）2020年、（下）2021年





講
演

『
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
統
治
の
困
難
さ
』 

青
木
健
太 

氏　
公
益
財
団
法
人
中
東
調
査
会
研
究
員

公
益
財
団
法
人
中
東
調
査
会
研
究
員
。
２
０
０
１
年
上
智
大
学
卒
業
、
２
０
０
５
年
英
ブ
ラ
ッ
ド

フ
ォ
ー
ド
大
学
平
和
学
修
士
課
程
修
了
（
平
和
学
修
士
）。
専
門
は
現
代
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ラ

ン
政
治
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
省
庁
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
日
本
国
大
使
館
二
等

書
記
官
、
外
務
省
国
際
情
報
統
括
官
組
織
専
門
分
析
員
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
講
師
等
を
経
て
現
職
。

著
作
に
、『
タ
リ
バ
ン
台
頭
―
―
混
迷
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
現
代
史
』（
岩
波
書
店
、２
０
２
２
年
）、他
。
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皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
た
だ
い
ま
ご
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
中
東
調
査
会
研
究
員
の
青
木

健
太
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
、
現
代
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
治
を
専
門
に
し
て
お
り
ま
し
て
、

２
０
０
５
年
か
ら
２
０
１
３
年
の
約
７
年
間
、
首
都
カ
ー
ブ
ル
に
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府

省
庁
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
ま
た
在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
日
本
国
大
使
館
の
書
記
官
な
ど
と
し
て

勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
１
５
年
か
ら
２
０
１
９
年
ま
で
お
茶
の
水
女
子
大
学
で
約
５
年
間
教
員
を

し
て
、
２
０
１
９
年
か
ら
現
在
の
所
属
先
に
お
り
ま
す
。

　

佐
々
木
学
長
、
ご
列
席
の
皆
様
、
こ
の
た
び
は
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
お
け
る

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
20
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

栄
え
あ
る
記
念
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
て
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も

に
、
大
変
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
一
言
だ
け
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
年
（
２
０
２
２
年
）
10
月
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
研
究
で
偉
大
な
足
跡
を
残
さ
れ
た
、
和
光
大
学
名
誉
教
授
の
前
田
耕
作
先
生
が

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
４
月
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
協
力
セ
ン
タ
ー

に
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
に
尽
力
さ
れ
た
元
同
僚
の
上
中
佐
江
子
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
、
故
人
の
ご
功
績
を
し
の

び
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、私
か
ら
は
、「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
統
治
の
困
難
さ
」と
題
し
ま
し
て
、歴
史
、

民
族
、
宗
教
な
ど
の
観
点
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
状
と
直
面
す
る
課
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題
、
そ
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
教
育
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
し
、
最
後
に
今

後
の
展
望
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

１　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
は
ど
の
よ
う
な
国
な
の
か

　
　

― 

な
ぜ
統
治
が
困
難
な
の
か

　

ま
ず
お
話
を
進
め
る
前
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
国
な
の
か
、

簡
単
に
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆ 

地
政
学
的
条
件
（
図
１
）

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、
南
西
ア
ジ
ア
、
中
東
、
中
央
ア
ジ
ア
の
結
節
点
に
位
置
し
、
人
口

お
よ
そ
３
０
０
０
万
か
ら
４
０
０
０
万
人
、
日
本
の
1.7
倍
に
相
当
す
る
約
65
万
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
国
土
を
有
す
る
、
６
か
国
に
囲
ま
れ
た
内
陸
国
で
す
。
北
は
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ

ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
東
は
中
国
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
西
は
イ
ラ
ン
に
面

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
理
的
条
件
、
あ
る
い
は
地
政
学
的
条
件
と
い
う
も
の
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
命
運

を
決
し
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

す
な
わ
ち
南
西
ア
ジ
ア
、中
東
、中
央
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
征
服
の
道
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、様
々

な
文
明
が
同
地
を
訪
れ
、
あ
る
も
の
は
通
り
過
ぎ
、
ま
た
あ
る
も
の
は
現
在
ま
で
根
付
い
て

図
1

アアフフガガニニススタタンン女女子子教教育育支支援援2200周周年年記記念念公公開開シシンンポポジジウウムム
「「紛紛争争地地域域のの女女子子教教育育支支援援をを通通ししたた国国際際協協力力活活動動ののあありり方方」」

（（日日時時：：22002222年年1111月月44日日（（金金））1144::0000～～1177::3300、、於於：：おお茶茶のの水水女女子子大大学学））

「「アアフフガガニニススタタンンににおおけけるる統統治治のの困困難難ささ」」
公公益益財財団団法法人人中中東東調調査査会会 研研究究員員 青青木木 健健太太

1

中中央央アアジジアア

中中東東

南南西西アアジジアア

イインンドド

中中国国

南南西西アアジジアア、、中中東東、、
中中央央アアジジアアのの結結節節点点

（出所） Google Mapをもとに筆者作成。

イインンドド
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き
ま
し
た
。

◆ 

歴
史
（
図
２
）

　

そ
の
輝
か
し
い
側
面
を
述
べ
ま
す
と
、
紀
元
前
６
世
紀
に
勃
興
し
た
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル

シ
ア
で
は
拝
火
教
と
も
呼
ば
れ
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
が
信
仰
さ
れ
て
お
り
、
同
王
朝
は
栄
華

を
誇
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
３
世
紀
か
ら
５
世
紀
頃
、
バ
ー
ミ
ヤ
ン
の
仏
教
遺
跡
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
仏
教

文
化
が
栄
え
、
優
れ
た
文
化
や
芸
術
を
こ
の
地
で
揺
籃
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
よ
そ
７
世

紀
か
ら
８
世
紀
頃
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
こ
の
地
に
到
達
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
荒
々
し
い
側
面
に
触
れ
ま
す
と
、
紀
元
前
４
世
紀
頃
に
は
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー

大
王
が
東
方
遠
征
で
こ
の
地
を
訪
れ
、
13
世
紀
に
は
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
が
こ
の
地
を
襲
い

ま
し
た
。

　

時
代
が
だ
い
ぶ
下
り
、
19
世
紀
か
ら
20
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
帝
国
主
義
の
時
代
に
お
い

て
は
、
英
領
イ
ン
ド
と
帝
政
ロ
シ
ア
の
角
逐
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
グ
レ
ー

ト
・
ゲ
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
る
時
代
で
す
。

　

さ
ら
に
時
代
が
下
り
、冷
戦
期
に
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
ソ
連
軍
の
侵
攻
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
東
側
の
拡
張
に
対
し
て
警
戒
を
強
め
る
西
側
諸
国
が
対
ソ
連
抵
抗
戦
線
に
武
器

や
資
金
を
供
与
し
、
こ
の
地
は
代
理
戦
争
の
舞
台
と
化
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
21
世
紀
に
入
り
ま
す
と
、
ア
メ
リ
カ
が
始
め
た
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
の
最
前
線
と

図
2歴歴史史的的展展開開

年月 出来事

BC550～330年 アケメネス朝ペルシア（ゾロアスター教）

BC330年頃 アレクサンダー大王東方遠征

3C～5C頃 バーミヤンの大仏建立（仏教の伝来）

7C～8C頃 アラブの支配とイスラーム化

10C～12C頃 ガズナ朝

12C～13C頃 ゴール朝

13C チンギス・ハーンの大遠征

1747年 ドゥッラーニー王朝樹立

19C～20C初頭 英領インドとロシア帝国によるグレート・ゲーム

1919年 独立

1926～1973年 王制時代

（出所）筆者作成

図図表表 アアフフガガニニススタタンンのの通通史史略略年年表表
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し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
そ
の
地
政
学
的
条
件
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、
常
に
諸
外
国
に
よ
る
介
入
と

干
渉
に
翻
弄
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
為
政
者
に
と
っ
て
は
、
政
治
的
独
立
が
最

大
の
課
題
で
あ
り
続
け
ま
し
た
。

　

１
７
４
７
年
、
現
在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
原
型
で
あ
る
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
ニ
ー
王
朝
が
成
立

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
も
現
在
ま
で
、
こ
の
本
質
は
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

◆ 

多
民
族
国
家
・
部
族
社
会
（
図
３
）

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
多
民
族
国
家
で
あ
り
、
異
な
る
民
族
同
士
の
融
和
と
団
結
は
常
に
悩

み
の
種
で
あ
り
続
け
ま
し
た
。
最
大
民
族
は
ア
ー
リ
ア
系
の
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
人
で
、
他
に

も
イ
ラ
ン
系
の
タ
ジ
ク
人
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
末
裔
と
言
わ
れ
る
ハ
ザ
ー
ラ
人
、
テ
ュ

ル
ク
系
の
ウ
ズ
ベ
ク
人
、
勇
猛
で
知
ら
れ
る
ト
ル
ク
メ
ン
人
な
ど
様
々
な
民
族
が
モ
ザ
イ
ク

状
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
８
月
に
崩
壊
し
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
の
憲
法
に
は
14
の
民
族

名
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
そ
の
全
て
が
等
し
く
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
多
民
族
国
家
で
あ
る
と
共
に
部
族
社
会
で
も
あ
り
ま
す
。
今

述
べ
た
よ
う
な
各
民
族
の
中
に
異
な
る
部
族
が
複
数
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
部
族
が
さ
ら
に

図
3

図図表表 アアフフガガニニススタタンンのの民民族族構構成成

パシュトゥーン
⼈, 42%

タジク⼈, 27%

ハザーラ⼈, 9%

ウズベク
⼈, 9%

アイマーク⼈, 
4%

トルクメン
⼈, 3%

バローチ⼈, 2% その他, 4%

パシュトゥーン⼈ タジク⼈ ハザーラ⼈ ウズベク⼈
アイマーク⼈ トルクメン⼈ バローチ⼈ その他

（出所）Brookings institute Afghanistan Index

https://www.brookings.edu/afghanistan-index/ を元に筆者作成。

面積 65万2864平方キロメートル（日
本の約1.7倍）

人口 3289万人（2021年4月推計）

首都 カーブル

言語 ダリー語、パシュトゥー語、他

宗教 イスラーム教

民族 パシュトゥーン人、タジク人、ウ
ズベク人、ハザーラ人、他

【概要】

（出所）公開情報を元に筆者作成。なお、アフガニスタンでは
国勢調査が行われたことがなく、人口や民族分布について異

なる統計がある点に留意が要る。

国国のの概概要要
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細
か
く
氏
族
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
外
部
か
ら
の
侵
略
に
対
し
て
強
く
警
戒
す
る
一
方

で
、
客
人
は
手
厚
く
歓
待
す
る
独
自
の
部
族
文
化
が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
伝
統
と
文
化
と
い
っ
た
も
の
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
と
と
も
に
、

今
、
国
を
実
効
支
配
し
て
い
る
タ
ー
リ
バ
ー
ン
の
行
動
様
式
に
も
強
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
列
席
の
皆
様
、
本
日
の
演
題
は
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
統
治
の
困
難
さ
」

で
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
点
が
困
難
で
あ
る
の
か
を
知
る
た
め
に
、
一
つ
個
人
的
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
８
月
下
旬
、
４
年
ぶ
り
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
隣
国
イ
ラ
ン
の
首
都
テ
ヘ
ラ
ン
を
訪

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
さ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
女
性
は
、
私
の
移
住
を
決
め
た
直
接
的
な

原
因
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。
以
下
は
ダ
リ
ー
語
で
の
や

り
取
り
を
日
本
語
に
し
た
も
の
で
す
。

　
「
タ
ー
リ
バ
ー
ン
が
や
っ
て
き
た
後
、
経
済
状
況
の
悪
化
に
伴
う
失
業
、
治
安
の
悪
化
、

子
ど
も
の
教
育
事
情
な
ど
を
考
慮
し
て
イ
ラ
ン
に
逃
れ
て
き
ま
し
た
。
タ
ー
リ
バ
ー
ン
に
よ

る
統
治
が
続
く
こ
と
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
は
望
み
ま
せ
ん
。
女
性
は
特
に
厳
し
い
立
場
に

お
か
れ
て
い
ま
す
。
タ
ー
リ
バ
ー
ン
に
は
国
を
治
め
る
能
力
も
、
そ
れ
に
見
合
う
教
育
水
準

も
あ
り
ま
せ
ん
」

　

し
か
し
、
同
時
に
そ
の
人
物
は
、
私
の
将
来
の
望
ま
し
い
和
平
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
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て
、
こ
の
よ
う
に
も
述
べ
ま
し
た
。「
タ
ジ
ク
人
の
ア
フ
マ
ド
・
マ
ス
ー
ド
な
ど
一
部
の
勢

力
が
武
装
抵
抗
を
し
て
い
る
け
れ
ど
も
成
功
し
な
い
で
し
ょ
う
。（
た
と
え
武
装
抵
抗
が
成

功
し
た
と
し
て
も
）
結
局
、
彼
ら
が
タ
ジ
ク
人
だ
け
を
優
遇
す
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
ま

す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
自
民
族
・
部
族
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
悪
習
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
人
で
あ
る
カ
ル
ザ
イ
元
大
統
領
の
時
代
も
そ
う
で
あ
り
、
自
分
が
い

た
省
庁
で
も
大
臣
の
民
族
ば
か
り
が
職
員
に
登
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
そ
う

だ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
今
後
も
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
人
々
は
腐
敗
し
て
い
た
旧
政
権
も

タ
ー
リ
バ
ー
ン
も
、
ど
ち
ら
も
支
持
し
ま
せ
ん
」

　

こ
れ
は
一
個
人
の
見
解
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
率
直
な
意
見
だ
と
、
私
は
思

い
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が
諸
外
国
の
介
入
と
干
渉
に
翻
弄
さ
れ
て
き

た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
統
治
を
著
し
く
困
難
な
も
の
と

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
統
治
の
困
難
さ
の
「
外
的
側
面
」
と
言
う
べ
き
も
の
で
、さ
ら
に
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
同
士
が
平
和
を
築
く
上
で
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
「
内
的
側
面
」
の
存

在
も
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆ 

現
代
政
治
史
の
展
開
（
図
４
）

　

１
９
３
３
年
か
ら
１
９
７
３
年
ま
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
ザ
ー
ヒ
ル
・
シ
ャ
ー
国
王
の

治
世
下
で
立
憲
君
主
制
に
基
づ
き
、
貧
し
い
な
が
ら
も
安
定
し
た
統
治
が
な
さ
れ
て
い
ま
し

図
4
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た
。
異
な
る
民
族
や
部
族
間
の
対
立
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
し
た
が
、
そ
れ
を
超

越
す
る
国
王
の
存
在
が
、
少
な
く
と
も
表
立
っ
た
衝
突
を
抑
え
込
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
１
９
７
３
年
、
ザ
ー
ヒ
ル
・
シ
ャ
ー
国
王
の
い
と
こ
で
あ
る
ダ
ー
ウ
ー
ド
に
よ

る
無
血
ク
ー
デ
タ
が
発
生
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
共
和
国
が
建
国
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ダ
ー

ウ
ー
ド
の
治
世
も
長
く
は
続
か
ず
、
１
９
７
８
年
に
は
共
産
主
義
革
命
、
い
わ
ゆ
る
サ
ウ
ル

革
命
が
勃
発
し
、
ダ
ー
ウ
ー
ド
と
そ
の
一
族
は
処
刑
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
新
し
く
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
民
主
共
和
国
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

翌
１
９
７
９
年
に
は
、
ソ
連
軍
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵
攻
し
、
泥
沼
の
戦
争
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
戦
争
は
10
年
間
続
き
、
ソ
連
軍
に
よ
る
侵
略
に
対
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
基

づ
き
国
の
独
立
を
守
ろ
う
と
す
る
「
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
勢
力
、
俗
に
言

う
聖
戦
士
が
武
装
抵
抗
し
ま
し
た
。
西
側
諸
国
が
こ
の
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー
ン
を
支
援
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
１
９
８
９
年
、
ソ
連
軍
は
撤
退
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
ソ
連
軍
の
後
ろ
盾
に
よ
り
成
立
し
て
い
た
、
言
わ
ば
傀
儡
政
権
で
あ
っ
た
共

産
政
権
は
、
ソ
連
の
崩
壊
と
と
も
に
倒
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
国
を
ソ
連
か
ら
守
っ
た
ム

ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー
ン
勢
力
は
、
１
９
９
２
年
に
連
立
政
権
を
樹
立
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・

イ
ス
ラ
ー
ム
国
を
建
国
し
ま
し
た
。
国
民
は
こ
の
時
、
平
和
の
訪
れ
を
期
待
し
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
残
念
な
が
ら
今
度
は
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー
ン
の
各
軍
閥
が
権
力
闘
争
を
始
め
て
し
ま

い
、
国
内
は
混
乱
に
陥
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
当
時
は
、
警
察
も
ま
っ
た
く
機
能
せ

ず
、
暴
行
、
略
奪
、
殺
人
が
横
行
す
る
、
暴
力
が
吹
き
荒
れ
る
暗
黒
の
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
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そ
の
後
の
歴
史
的
展
開
は
皆
様
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
１
９
９
４
年
の

秋
頃
に
、
南
部
カ
ン
ダ
ハ
ー
ル
州
か
ら
タ
ー
リ
バ
ー
ン
が
イ
ス
ラ
ー
ム
統
治
に
基
づ
く
世
直

し
を
掲
げ
て
台
頭
し
、
１
９
９
６
年
に
は
首
都
カ
ー
ブ
ル
を
陥
落
さ
せ
ま
し
た
。「
タ
ー
リ

バ
ー
ン
」と
は
、現
地
語
で
神
学
生
を
意
味
す
る「
タ
ー
リ
ブ
」を
複
数
形
に
し
た
言
葉
で
す
。

　

１
９
９
７
年
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
首
長
国
を
一
方
的
に

宣
言
し
ま
し
た
。
こ
の
「
政
権
」
を
承
認
し
た
の
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ア
ラ
ブ
首
長
国

連
邦
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
３
か
国
の
み
で
し
た
。

　

２
０
０
１
年
の
９
・
11
事
件
を
経
て
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
介
入
で
タ
ー
リ
バ
ー
ン
「
政
権
」

が
崩
壊
し
、
カ
ル
ザ
イ
大
統
領
を
首
班
と
す
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
が

成
立
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
歩
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、こ
れ
ま
で
に
諸
先
生
方
が
触
れ
ら
れ
た
と
お
り
で
す
。

す
な
わ
ち
、
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
「
内
的
側
面
」
と
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
社
会
内
部
で
の

激
し
い
権
力
闘
争
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
１
９
７
３
年
か
ら
２
０
２
１
年
８
月
の
カ
ー
ブ
ル

陥
落
ま
で
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
政
治
体
制
は
少
な
く
と
も
６
回
大
き
く
変
更
し
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
昨
年
崩
壊
し
た
旧
政
権
の
中
心
を
成
し
て
い
た
の
も
内
戦
時
代
に
権
力
争

い
を
し
て
い
た
諸
勢
力
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ご
臨
席
の
皆
様
、
歴
史
的
事
象
を
理
解
す
る
た
め
に
は
コ
ン
テ
ク
ス
ト
、
文
脈
を
理
解
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
紛
争
地
域
の
女
子
教
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育
支
援
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
対
象
と
な
る
社
会
の
実
像
を
正
確
に
と
ら
え
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
歴
史
的
経
緯
と
社
会
・
文
化
的
背
景
を
理
解
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
在
は
、
こ
の
よ
う
な
50
年
に
も
及
ぼ
う
か
と
い
う
戦
乱

の
現
代
史
の
延
長
線
上
に
あ
り
ま
す
。
旧
政
権
も
、
ま
た
タ
ー
リ
バ
ー
ン
も
、
こ
の
よ
う

に
混
迷
す
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
現
代
史
の
産
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

◆ 

保
守
的
な
風
土

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
統
治
の
困
難
さ
を
語
る
う
え
で
は
、
同
国
の
保
守
的
な
土
壌

に
つ
い
て
も
触
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
例
を
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
の
ス
ラ
イ
ド
（
図
５
）
に
登
場
す
る
人
物
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
独
立
を
成
し

遂
げ
た
ア
マ
ー
ヌ
ッ
ラ
ー
国
王
と
、
そ
の
妻
ソ
ラ
ヤ
王
妃
で
す
。
１
９
１
９
年
に
イ
ギ
リ
ス

か
ら
独
立
を
果
た
し
た
ア
マ
ー
ヌ
ッ
ラ
ー
国
王
は
欧
米
諸
国
に
倣
い
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
社

会
を
世
俗
化
と
近
代
化
の
方
向
に
向
か
わ
せ
る
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

そ
の
過
程
で
初
め
て
成
文
化
さ
れ
た
憲
法
が
立
案
さ
れ
、
女
性
の
権
利
の
拡
充
、
女
子
教

育
の
推
進
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
王
は
、
男
性
に
対
し
て
は
髭
を
剃
り
、
女
性
に
対

し
て
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
社
会
で
身
に
ま
と
う
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
ヒ
ジ
ャ
ー

ブ
（
頭
髪
や
肌
を
覆
う
ベ
ー
ル
）
を
取
る
よ
う
に
指
示
を
出
し
ま
し
た
。
実
際
、
ソ
ラ
ヤ
王

妃
は
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
を
取
り
、
西
洋
風
の
衣
装
で
公
の
場
に
姿
を
現
し
ま
し
た
。

図
5

5

↑アマーヌッラー国王（在位1919～1929年） ↑ソラヤ王妃

過過去去のの教教訓訓



69　講演

　

し
か
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
社
会
と
い
う
の
は
非
常
に
保
守
的
で
す
。
客
人
に
対
し
て

す
ら
女
性
の
家
族
構
成
員
を
見
せ
な
い
、
そ
の
よ
う
な
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
社
会
で
は
、
こ
う

し
た
急
速
な
近
代
化
へ
の
取
り
組
み
は
、
衝
撃
を
持
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
ま
し
た
。
国
王
の

政
策
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
反
す
る
と
し
て
、
宗
教
界
、
部
族
、
長
老
な
ど
の
猛
反
発
を

買
い
、
国
王
は
１
９
２
９
年
に
失
脚
し
、
結
局
そ
の
ま
ま
復
権
で
き
ず
、
客
死
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
状
と
課
題
を
理
解
す
る
上
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
地
政
学
的
特
徴
、
多
民
族
国
家
で
あ
り
部
族
社
会
で
あ
る
と
い
っ
た
社
会
的
な
背
景
、
諸

外
国
に
よ
る
介
入
と
干
渉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
「
外
的
側
面
」、
そ
し
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
に
お
い
て
長
期
化
す
る
戦
争
の
後
遺
症
、
同
国
の
保
守
性
な
ど
の
「
内
的
側
面
」
を
幅

広
く
加
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
私
は
考
え
ま
す
。

２　

現
在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が
直
面
す
る
「
三
つ
の
課
題
」

　

さ
て
、
私
に
与
え
ら
れ
た
役
割
の
一
つ
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
三
つ
の
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
（
図
６
）。

　

一
つ
目
は
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
が
実
効
支
配
す
る
現
在
、
最
大
民
族
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
人
を

主
体
と
す
る
「
タ
ー
リ
バ
ー
ン
に
よ
る
権
力
の
独
占
」
と
も
呼
ば
れ
る
状
況
が
、
日
本
を
含

め
た
諸
外
国
の
反
発
を
招
い
て
お
り
ま
す
。
タ
ジ
ク
人
、
ハ
ザ
ー
ラ
人
、
ウ
ズ
ベ
ク
人
な
ど

図
6

6

タターーリリババーーンンがが有有すするる33つつのの争争点点

権力の独占

女子中等教育の制限

国際テロ組織との関係継続



70

の
他
民
族
へ
の
迫
害
や
強
制
移
住
、
強
制
結
婚
な
ど
の
人
権
侵
害
が
多
数
報
告
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

二
つ
目
は
「
女
子
中
等
教
育
の
制
限
」
で
、
こ
れ
は
深
刻
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
タ
ー
リ

バ
ー
ン
は
当
初
、
女
子
教
育
を
再
開
さ
せ
る
と
公
約
し
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
今
年
３
月
、

そ
の
判
断
を
撤
回
し
、
日
本
で
言
う
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
の
女
子
が
登
校
で

き
な
い
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
制
限
は
現
在
も
続
い
て
お
り
ま
す
。（
筆
者
注
：
そ
の

後
の
２
０
２
２
年
12
月
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
は
更
な
る
通
知
が
あ
る
ま
で
女
子
大
学
生
は
公
私

立
の
大
学
に
お
い
て
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
と
通
達
し
た
。）

　

そ
し
て
三
つ
目
と
し
て
「
国
際
テ
ロ
組
織
と
の
関
係
の
継
続
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
年

７
月
31
日
に
は
、
カ
ー
ブ
ル
に
い
た
国
際
テ
ロ
組
織
ア
ル=

カ
ー
イ
ダ
の
ザ
ワ
ー
ヒ
リ
ー

指
導
者
が
、
ア
メ
リ
カ
の
無
人
機
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。
タ
ー
リ
バ
ー
ン
は
、
掲
げ

て
い
る
公
約
と
は
裏
腹
に
国
際
テ
ロ
組
織
と
の
関
係
を
継
続
し
て
い
る
、
こ
の
よ
う
な
疑
念

が
深
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
こ
う
し
た
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
さ
ら
に
失
業
、
通

貨
下
落
、
物
価
高
騰
な
ど
の
経
済
的
困
窮
も
あ
い
ま
っ
て
深
刻
な
危
機
的
状
況
に
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

タ
ー
リ
バ
ー
ン
が
出
現
し
た
当
時
の
背
景
が
理
解
で
き
た
と
し
て
も
、理
解
す
る
こ
と
が
、

そ
の
主
張
や
考
え
を
一
方
的
に
追
認
す
る
こ
と
と
同
義
で
は
な
い
と
い
う
点
に
留
意
が
必
要

で
す
。
90
年
代
に
も
タ
ー
リ
バ
ー
ン
は
女
子
の
教
育
の
制
限
、
女
性
の
就
労
の
制
限
、
イ
ス
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ラ
ー
ム
刑
法
で
量
刑
が
固
定
さ
れ
た
身
体
刑
で
あ
る
ハ
ッ
ド
刑
の
適
用
、
ま
た
バ
ー
ミ
ヤ
ン

の
仏
像
破
壊
な
ど
を
行
い
、国
民
の
反
発
を
買
う
と
と
も
に
国
際
的
な
孤
立
を
深
め
ま
し
た
。

◆ 

彼
ら
も
「
教
育
の
機
会
」
を
奪
わ
れ
続
け
た
子
ど
も
だ
っ
た

　

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
直
面
す
る
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

鍵
の
一
つ
と
な
る
の
は
、
や
は
り
教
育
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
（
図
７
）。
今
年
８
月

の
イ
ラ
ン
で
の
調
査
で
は
、
複
数
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
か
ら
聞
き
取
り
を
い
た
し
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
皆
が
口
々
に
指
摘
し
た
の
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
根
本
的
な
問
題
は
教
育
不

足
で
あ
る
と
い
う
点
で
し
た
。

　

タ
ー
リ
バ
ー
ン
は
表
向
き
イ
ス
ラ
ー
ム
統
治
の
実
現
を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
イ
ス

ラ
ー
ム
統
治
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば
「
シ
ャ
リ
ー
ア
」
に
則
っ
て
国
造
り
を
進
め
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
の
シ
ャ
リ
ー
ア
と
は
イ
ス
ラ
ー
ム
法
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
け
れ

ど
も
、
成
文
法
で
は
な
く
、
唯
一
絶
対
の
神
で
あ
る
ア
ッ
ラ
ー
か
ら
、
西
暦
５
７
０
年
頃
か

ら
６
３
２
年
ま
で
生
き
た
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
に
下
さ
れ
た
啓
示
「
ク
ル
ア
ー
ン
」、
そ
し

て
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
言
行
「
ス
ン
ナ
」
に
依
拠
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
、

人
間
の
行
為
規
範
に
関
わ
る
部
分
を
指
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
お
抱
え
の
地
方
の
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
ら
の

多
く
は
、
正
し
い
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る
知
識
を
欠
い
て
お
り
、
正
し
く
布
教
す
る
こ
と
が

図
7教教育育・・社社会会状状況況ととタターーリリババーーンン統統治治
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【識字率の上昇】

l 32％（2011年）→43％（2018年）（UNESCO）

l しかし、依然、1200万人が読み書きできない

l戦争、治安の問題、政府の脆弱性、児童労働、

家庭内教育の影響

【ターリバーンが長らく掲げていた目標】

l外国軍による「占領」の終結

l イスラーム的統治の実現

【ターリバーンの行動原理】

lシャリーア（イスラーム法）

l部族慣習法（パシュトゥーン・ワリー）

l戦争の遺産

l内部の結束の維持

l民心掌握、外国の影響、等

↑2021年9月17日、女性課題省の看板を宣教・教導・勧善懲悪省にかけかえる様子
（出所：https://twitter.com/TajudenSoroush/status/1438791563258302467 ）

↑1970年代のカーブルの様子
（出所：https://www.amnesty.org.uk/womens-rights-afghanistan-history ）
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で
き
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
ー
リ
バ
ー
ン
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
伝
統
と
文
化
の
観
点
か
ら
、
環

境
さ
え
整
え
ば
女
子
教
育
を
再
開
す
る
と
繰
り
返
し
表
明
し
て
い
ま
す
が
、
正
し
い
知
識
を

持
っ
た
多
く
の
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
は
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
に
よ
る
女
子
中
等
教
育
の
制
限
は

イ
ス
ラ
ー
ム
に
反
す
る
と
の
立
場
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

タ
ー
リ
バ
ー
ン
の
戦
闘
員
の
多
く
は
、
戦
争
の
時
代
の
子
ど
も
た
ち
で
あ
り
、
教
育
の
機

会
を
奪
わ
れ
て
育
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
時
代
が
50
年
近
く
続
き
、
ア
メ
リ
カ
と
旧
政

権
と
の
闘
い
に
勝
利
し
た
と
考
え
た
彼
ら
が
、「
今
よ
う
や
く
自
分
た
ち
の
時
代
が
来
た
の

だ
」
と
、
力
に
よ
る
統
治
を
押
し
進
め
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
識
字
率
は
２
０
１
１
年
に
は
32
％

だ
っ
た
も
の
が
、
２
０
１
８
年
に
は
43
％
に
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
15
歳
以
上

の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
で
読
み
書
き
が
で
き
な
い
人
は
依
然
と
し
て
１
２
０
０
万
人
い
る
と

見
積
も
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
７
２
０
万
人
は
女
子
で
す
。

　

識
字
率
が
低
い
背
景
に
は
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
口
は

４
０
０
０
万
人
近
い
の
で
、何
事
も
一
般
化
し
て
述
べ
る
こ
と
に
は
常
に
困
難
が
伴
い
ま
す
。

し
か
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
教
育
を
普
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
主
な
要
因
と
し
て
は
、

長
年
の
戦
争
の
歴
史
と
治
安
の
問
題
、
政
府
の
脆
弱
性
に
伴
う
教
育
省
に
よ
る
活
動
の
限
界

が
あ
る
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
に
は
学
校
に
通
う
よ
り
も
農
業
や
牧
畜
を
は
じ
め
と
す
る
家
の
仕
事
を
手
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伝
っ
て
欲
し
い
、
と
い
う
家
庭
の
事
情
も
多
分
に
あ
る
と
、
私
は
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
女

子
は
勉
強
よ
り
家
の
仕
事
を
す
る
べ
き
だ
と
い
う
保
守
的
な
考
え
方
の
家
庭
も
あ
り
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
多
様
性
に
富
む
社
会
で
あ
り
ま
し
て
、
子
ど
も
の
教
育

に
率
先
し
て
取
り
組
む
家
庭
も
、
特
に
都
市
部
で
は
多
い
で
す
。

　

ザ
ー
ヒ
ル
・
シ
ャ
ー
国
王
時
代
、
カ
ー
ブ
ル
は
地
域
で
最
も
先
進
的
な
国
・
都
市
と
呼
ば

れ
て
お
り
、
そ
の
教
育
水
準
は
非
常
に
高
く
、
ま
た
カ
ー
ブ
ル
大
学
の
女
子
学
生
は
西
洋
風

の
衣
服
を
着
て
い
た
そ
う
で
す
。
ス
ラ
イ
ド
（
図
７
）
の
右
上
の
写
真
で
す
ね
。

　

こ
の
よ
う
に
「
女
性
の
服
装
」「
自
由
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
社
会

の
中
に
も
多
様
性
が
あ
る
の
で
、今
後
実
現
し
て
い
く
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
が
設
置
す
る
「
宣
教
・
教
導
・

勧
善
懲
悪
省
」
が
風
紀
の
取
り
締
ま
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

異
な
る
価
値
体
系
の
も
と
で
の
教
育
と
は

　

し
か
し
、
一
つ
言
え
る
の
は
、
家
庭
内
で
の
教
育
、
よ
り
端
的
に
言
え
ば
、
親
の
教
育
方

針
が
子
ど
も
の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
が
知
り
合
っ
た
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
人
の
多
く
は
、
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
人
、
タ
ジ
ク
人
、
ウ
ズ
ベ
ク
人
、
ハ
ザ
ー
ラ

人
な
ど
の
民
族
間
の
対
立
や
差
別
を
悪
し
き
も
の
と
考
え
て
お
り
、
融
和
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。「
そ
れ
が
当
た
り
前
な
の
だ
」
と
い
う
環
境
で
育
つ
と
、
そ
の
よ
う
な
考
え
の
人
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
学
校
の
教
育
だ
け
で
は
成
し
得
な
い
も
の
で
す
。

図
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一
方
、
戦
争
孤
児
と
し
て
マ
ド
ラ
サ
（
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
義
を
研
究
・
教
育
す
る
学
院
）

で
育
っ
た
タ
ー
リ
バ
ー
ン
兵
士
の
多
く
に
は
、
そ
の
よ
う
な
考
え
を
持
た
な
い
人
も
多
く
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
家
庭
内
教
育
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
今
後
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
い
て
科

学
教
育
と
宗
教
教
育
を
、
ど
う
と
ら
え
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
重
要
な
点
で
す
。
タ
ー
リ

バ
ー
ン
は
、
公
に
は
国
民
に
等
し
く
教
育
の
機
会
を
与
え
る
と
い
う
立
場
を
示
し
て
お
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
の
教
育
の
内
容
が
、
日
本
人
が
考
え
る
教
育
の
内
容
と
大
き
く
異
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
タ
ー
リ
バ
ー
ン
が
実
現
し
た
い
社
会
の
あ
り
方
、
イ
ス
ラ
ー
ム
統
治
と
い
う
も

の
が
、
民
主
主
義
、
人
権
、
法
の
支
配
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
リ
ベ
ラ
ル
な
価
値
、
自

由
主
義
的
な
価
値
に
基
づ
く
統
治
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
外
部
者
に
よ
る

「
良
い
」「
悪
い
」
と
い
っ
た
価
値
判
断
と
は
ま
っ
た
く
別
に
、
厳
然
と
存
在
す
る
事
実
で
あ

り
ま
す
。

３　

支
援
に
お
け
る
今
後
の
展
望

　
　

― 

伝
統
・
文
化
と
ど
う
折
り
合
い
を
つ
け
る
か

　

私
た
ち
は
こ
の
異
な
る
価
値
体
系
の
衝
突
に
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
っ
た

ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
今
後
の
展
望
を
い
く
つ
か
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
（
図
８
）。
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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
物
事
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
何
事
も
性
急
に
行
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
特
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
社
会
に
お
い
て
、
女
性
の
尊
厳
は
男
性
の
名
誉
に
直
結
す
る

問
題
で
あ
り
、
日
本
人
を
含
め
外
国
人
が
こ
の
問
題
に
関
わ
る
こ
と
に
は
相
当
な
慎
重
さ
を

要
し
ま
す
。

　

パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
ワ
ー
リ
ー
と
呼
ば
れ
る
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
部
族
の
掟
に
は
「
ナ
ー
ム
ー

ス
」
と
い
う
考
え
が
あ
り
、
男
性
が
他
人
の
家
の
女
性
に
つ
い
て
話
題
に
す
る
こ
と
さ
え
禁

物
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
男
性
が
自
ら
の
女
性
家
族
構
成
員
の
尊
厳
を
侵
害
さ
れ
た
と
考
え
た

場
合
に
は
、
名
誉
を
守
る
た
め
に
そ
の
女
性
家
族
構
成
員
を
殺
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
俗
に

名
誉
殺
人
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
外
部
者
は
、
こ
の
よ
う
な
男
性
優
位
社
会
で
あ
る
こ
と

を
肝
に
銘
じ
て
関
与
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
特
徴
を
踏
ま
え
た
上
で
、
女
性
の
権
利
保
障
を
進
め
る
に
は
、
ま
ず
は
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
男
性
の
考
え
方
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
ま
し
た
と
お
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
保
守
的
な
男
性
優
位
社
会
で

す
。
欧
米
諸
国
が
「
女
子
教
育
を
推
進
せ
よ
」
と
圧
力
を
か
け
た
場
合
、
外
部
か
ら
持
ち
込

ま
れ
た
思
想
や
政
治
体
制
を
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
は
「
押
し
付
け
」
と
考
え
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
伝
統
と
文
化
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
し
て
排
除
し
よ
う
と
す
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、伝
統
や
文
化
と
い
っ
た
も
の
は
固
定
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、

日
本
の
団
塊
世
代
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
と
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
は
大
き

く
異
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
例
で
す
け
れ
ど
も
、
伝
統
や
文
化
や
慣
習
と
い
う
も
の
は
時
代

図
8

8

展展望望

l改革は徐々に。

l外部からの「押し付け」は機能しない。和洋折衷の精神
で、ギリギリの妥協点を。

l互いに傾聴の姿勢を保ちながら、何がしかの妥協や譲
歩を出し合い、対話を通じて、よりよい未来を築いてゆく
他ない。
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と
と
も
に
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
隣
国
イ
ラ
ン
で
は
、
女

性
に
よ
る
自
由
を
求
め
る
抗
議
デ
モ
が
今
で
も
続
い
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
イ
ラ

ン
社
会
の
世
俗
化
の
様
子
を
表
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
今
日
の
お
話
に
戻
り
ま
す
と
、
部
族
の
掟
で
あ
る
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
ワ
ー

リ
ー
や
イ
ス
ラ
ー
ム
の
解
釈
自
体
が
可
変
的
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
、

私
は
地
道
な
働
き
か
け
や
啓
発
活
動
と
い
う
も
の
が
ま
っ
た
く
無
意
味
で
は
な
い
と
信
じ
ま

す
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
の
目
線
に
立
ち
、
寄
り
添
い
な
が
ら
決
し
て
押
し
付
け
に
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
う
え
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
伝
統
・
文
化
と
ど
の

よ
う
に
折
り
合
い
を
つ
け
る
の
か
、
和
洋
折
衷
の
精
神
に
倣
っ
て
、
ギ
リ
ギ
リ
の
妥
協
点
を

模
索
し
て
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
互
い
に
傾
聴
の
姿
勢
を
保
ち
な
が
ら
、
な

に
が
し
か
の
妥
協
案
や
譲
歩
案
を
出
し
合
い
、
対
話
を
通
じ
て
、
よ
り
よ
い
未
来
を
築
い
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
ご
説
明
す
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
の
諸
勢

力
同
士
の
和
解
や
融
和
に
お
い
て
も
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
と
外
国
人
と
の
交
渉
に
お
い
て

も
言
え
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
道
の
り
は
平
た
ん
な
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、「
共
存
」
は
決
し
て
不
可
能
で
は
な
い
と
信
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
際
情
勢
が
激
動
す
る
今
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
問
題
に
う
ま
く
対
処
で
き
る
か
否
か
は
、

異
な
る
思
想
を
持
つ
集
団
が
共
存
で
き
る
か
ど
う
か
を
推
し
量
る
、
今
後
の
試
金
石
に
な
る
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の
で
は
な
い
か
と
、
私
に
は
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

私
か
ら
の
お
話
は
以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
子
教
育
の
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私

か
ら
の
お
話
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。





各
五
女
子
大
学
の
学
生
に
よ
る
国
際
協
力
活
動
の
報
告

お
茶
の
水
女
子
大
学

津
田
塾
大
学

東
京
女
子
大
学

奈
良
女
子
大
学

日
本
女
子
大
学

各
五
女
子
大
学
の
学
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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小
田
亜
紀
子（
司
会
進
行
）（
お
茶
の
水
女
子
大
学 

グ
ロ
ー
バ
ル
協
力
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー

長
）：　

こ
こ
か
ら
は
、
五
女
子
大
学
の
学
生
に
よ
る
国
際
協
力
活
動
の
報
告
、
続
い
て
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
進
行
は
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
協

力
セ
ン
タ
ー
の
平
山
雄
大
講
師
に
お
願
い
し
ま
す
。

平
山
雄
大
（
お
茶
の
水
女
子
大
学 

グ
ロ
ー
バ
ル
協
力
セ
ン
タ
ー
講
師
）：　

モ
デ
レ
ー
タ
ー

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
平
山
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
マ
イ
ク
の
受
け
渡
し
等
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
登
壇
者
は
マ
ス
ク
を

着
用
い
た
し
ま
す
。
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

早
速
、
学
生
報
告
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
、
大
学
が
主
催
す

る
取
り
組
み
、
個
人
や
サ
ー
ク
ル
で
の
活
動
、
そ
し
て
、
ゼ
ミ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
国
際

協
力
を
行
っ
て
き
た
学
生
が
登
壇
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
前
半
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
報

告
を
し
て
い
た
だ
き
、
後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
内
容
や
想
い
を
掘
り
下
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
ず
は
、大
学
名
の
五
十
音
順
で
、お
茶
の
水
女
子
大
学
、

津
田
塾
大
学
、
東
京
女
子
大
学
、
奈
良
女
子
大
学
、
そ
し
て
日
本
女
子
大
学
の
順
に
、
活
動

報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
お
茶
の
水
女
子
大
学
か
ら
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

各
五
女
子
大
学
の
学
生
に
よ
る
国
際
協
力
活
動
の
報
告
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アフガニスタン勉強会
お茶の水女子大学1年リップルアメリ

報
告
１　

お
茶
の
水
女
子
大
学

	

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
勉
強
会

文
教
育
学
部
人
間
社
会
科
学
科
１
年　

リ
ッ
プ
ル 

ア
メ
リ

　

私
か
ら
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
勉
強
会
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
文

教
育
学
部
人
間
社
会
科
学
科
１
年
の
リ
ッ
プ
ル
ア
メ
リ
で

す
。
大
学
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
勉
強
会
に
参
加
し
、
学
外
で

は
、
日
本
で
暮
ら
す
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
難
民
の
子
ど
も
の
学
習
支

援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
す
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
勉
強
会
は
、
毎
週
金
曜
日
の
お
昼
休
み

に
グ
ロ
ー
バ
ル
協
力
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
出
身
の
職
員
の
方
を
中
心
に
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
出
身
の
留
学
生
、
そ
し
て
お
茶
の
水
女
子
大

学
の
学
部
生
な
ど
が
集
ま
り
、
知
識
や
理
解
を
深
め
て
き
ま

し
た
（
図
１
）。

　

内
容
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
日
本
の
関
係
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
歴
史
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
女
性
な
ど
の

アフガニスタン勉強会

毎週金曜日のお昼休み＠グローバル協力センター

センターのアフガニスタン出身の職員を中心に
アフガニスタン出身の留学生、学部生など

言語：英語

図
1
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基
本
的
な
情
報
か
ら
、
タ
リ
バ
ン
前
後
の
女
性
活
動
家
、
子
ど
も
た
ち
と
戦
争
、
多
様
な
民

族
、
中
で
も
ハ
ザ
ラ
の
人
々
の
虐
殺
な
ど
、
日
本
に
い
る
だ
け
で
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い

事
柄
に
も
着
目
す
る
も
の
で
し
た
（
図
2
）。

　

勉
強
会
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
主
に
三
つ
で
す
。
一
つ
め
は
、
皆
が
望
ん
で
ヒ
ジ
ャ

ブ
を
つ
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
二
つ
め
は
、
ハ
ザ
ラ
へ
の
差
別
が
知
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
、
そ
し
て
三
つ
め
は
、
国
連
の
影
響
力
は
小
さ
い
こ
と
、
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
、
少
し
詳
し
く
お
話
し
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
皆
が
望
ん
で
ヒ
ジ
ャ
ブ
を
つ
け
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
勉
強
会
以
前

の
私
は
、
ヒ
ジ
ャ
ブ
は
イ
ス
ラ
ム
圏
の
女
性
が
必
ず
身
に
付

け
る
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
お
り
、
彼
女
た
ち
の

信
仰
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
と
実
際
に
交
流
す
る
中

で
、
ヒ
ジ
ャ
ブ
を
つ
け
て
い
る
人
と
い
な
い
人
が
い
る
こ
と

を
知
り
、
私
の
中
の
バ
イ
ア
ス
を
発
見
し
ま
し
た
。
信
仰
と

の
向
き
合
い
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
な
の
で
、「
イ
ス
ラ
ム
圏
の

女
性
だ
か
ら
」
と
一
括
り
に
せ
ず
、
個
人
を
見
な
け
れ
ば
い

け
な
い
な
と
感
じ
ま
し
た
（
図
3
）。

　

勉
強
会
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
の
二
つ
め
は
、
ハ
ザ
ラ
へ

図
２

勉強会を通して感じたこと①

ー皆がヒジャブを望んでつけているわけではないー

↑

↓
・アフガニスタンではヒジャブは義務（タリバン）

・留学生の中にもつけている人といない人

イメージ：イスラム圏の女性がつけるもの ,信仰

＃私の中のバイハスを発見 ,一括りにするべきではない

図
3
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の
差
別
が
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
し
た
。
ハ
ザ
ラ
と
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
居
住
す
る

多
様
な
民
族
の
一
つ
で
す
。
モ
ン
ゴ
ル
系
で
、
イ
ス
ラ
ム
教
シ
ー
ア
派
の
信
者
が
多
く
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
最
下
層
に
位
置
づ
け
ら
れ
、差
別
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
タ
リ
バ
ン
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
対
象
で
す
（
図
4
）。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
協
力
セ
ン
タ
ー
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
出
身
の
職
員
の
方
、
そ
し
て
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
か
ら
の
留
学
生
の
多
く
が
、
こ
の
ハ
ザ
ラ
の
人
々
で
し
た
。
写
真
や
動
画
な
ど
、
ハ

ザ
ラ
の
人
々
に
対
す
る
暴
力
の
記
録
を
見
な
が
ら
、
彼
女

た
ち
は
涙
な
が
ら
に
事
実
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は

胸
が
ぎ
ゅ
っ
と
苦
し
く
な
り
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら

な
い
こ
と
が
本
当
に
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

勉
強
会
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
の
三
つ
め
は
、
国
連
の
影

響
力
は
小
さ
い
こ
と
で
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
歴
史
的
に
、

イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
大
国
に
翻
弄
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
現
在
も
タ
リ
バ
ン
の
統
治
下
で
、多
く
の
人
々

が
苦
し
ん
で
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
国
連
が
介
入
で
き
な
い

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
国
連
の
限
界
と
体
制
へ
の
疑
問
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
（
図
5
）。

　

勉
強
会
を
経
て
、
私
た
ち
メ
ン
バ
ー
は
、
今
の
自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

図
4

勉強会を通して感じたこと③

ー国連の影響力は小さいー

↑

イギリス ,アメリカ ,ロシアなどの大国に
翻弄されてきた

＃拒否権など国連の限界 ,体制への疑問

タリバンによる統治 ,介入できない

図
5
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重
ね
ま
し
た
（
図
6
）。

　

そ
し
て
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
大
学
祭
で
あ
る
徽
音
祭
で
発
表
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
よ
っ
て
、
こ
の

勉
強
会
を
通
し
て
私
た
ち
が
学
ん
だ
こ
と
を
、
お
茶
大
生
や
学
外
の
方
々
に
伝
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
留
学
生
の
方
と
実
際

に
交
流
し
て
仲
を
深
め
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
料
理
会
を
企
画
し
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
伝
統
料
理Bolani（
ボ
ラ
ニ
）を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
小
麦
粉
を
使
っ

た
生
地
の
中
に
フ
ィ
リ
ン
グ
を
詰
め
て
、
油
で
揚
げ
焼
き
を
し
て
、
ト
マ
ト
と
ニ
ン
ニ
ク
と

唐
辛
子
を
使
っ
た
ソ
ー
ス
と
一
緒
に
食
べ
る
と
い
う
料
理
で
し
た
。

　

今
後
の
活
動
方
針
と
し
て
は
、
お
茶
大
生
と
留
学
生
と
の
交
流
を
活
発
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
お
茶
の
水
女
子
大
学
に
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
留
学
生
が
多
く
い
ま
す
が
、
や

は
り
学
部
生
と
は
距
離
が
あ
り
、
彼
女
た
ち
と
私
た
ち
が
身
近
で
関
わ
る
機
会
は
ま
だ
少
な

い
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
お
茶
大
生
と
留
学
生
の
距
離
を
縮
め
ら
れ
る
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
で
す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
山
：　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
は
津
田
塾
大
学
に
よ
る
活
動
報
告
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

勉強会を経て
徽音祭での発表

対面・オンラインのプレゼン

テーション

ポスター掲示

ディスカッション

アフガン料理会

伝統料理Bolaniを教えてもら
いながら作りました！

今の私たちにできること

今後の活動

お茶大生と留学生の交流を活

発にしたい！

図
6
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私
の
方
か
ら
は
、
津
田
塾
大
学
に
お
け
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
女
子
保
健
教
育
支
援
に
関
す
る

報
告
を
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
、
津
田
塾
大
学
４
年
生
の
伊
藤
瑞
季
と
申
し
ま
す
。
レ
ア
ス
マ
イ
ル
と
い
う
津
田
塾

大
学
の
学
生
の
み
で
構
成
さ
れ
た
学
生
団
体
の
代
表
を
務
め
て
お
り
ま
し
た
。

　

レ
ア
ス
マ
イ
ル
は
、
設
立
当
初
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
孤
児
院
に
対
し
て
食
糧
費
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
女
性
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
長
を
活
か
し
た
活
動
が
で

き
な
い
か
と
考
え
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
女
性
た
ち
に
保
健
教
育
支
援
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
タ
ブ
ー
視
さ
れ
が
ち
な
『
女
子
保
健
』
を
伝
え
た
い
」
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
公
立
の
学
校
で
保
健
の
授
業
が
行
わ
れ
な
い
た
め
、
生
理
や
妊

娠
に
対
し
て
十
分
な
知
識
が
な
い
ま
ま
大
人
に
な
る
女
性
が
多
く
い
ま
す
。
実
際
、
私
が
お

会
い
し
た
方
の
中
に
も
、
生
理
が
ど
う
い
う
も
の
か
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
毎
月
、
生
理
の
期

間
は
学
校
を
休
ん
で
い
た
り
、
生
理
不
順
が
数
カ
月
間
続
い
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
放
置
し

て
い
た
り
す
る
女
の
子
が
い
ま
し
た
。
同
年
代
の
女
性
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善

報
告
2　

津
田
塾
大
学

	

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
女
子
保
健
教
育
活
動
報
告

学
芸
学
部
国
際
関
係
学
科
４
年　

伊
藤 

瑞
季
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し
た
い
と
考
え
て
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
女
子
保
健
教
育
を
支
援
す
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
年
に
２
回
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
渡
航
し
て
、
現
地
の
孤
児
院
や
学
校
で
教
育
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
以
降
は
、
国
内
で

の
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
現
地
語
の
保
健
教
科
書
・
動
画
を
製
作
し
て
、
そ
の
普
及

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
支

援
先
の
子
ど
も
や
ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
は
続
け
た
い
と
考
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
話
す
機
会
を

つ
く
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
（
図
1
）。

　

本
日
は
、
孤
児
院
で
の
支
援
活
動
に
つ
い
て
、
少
し
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
レ
ア
ス
マ
イ
ル
は
、
ポ
ー
サ
ッ
ト
州
に
あ
る
孤
児
院
で
支
援
活
動
を
し
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
の
取
り
組
み
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
め
は
、「
共
に
考
え
る
」
授
業
で
す
。
私
た
ち
が
一
方
的
に
医
学
的
な
情
報
を
教
え

る
の
で
は
な
く
、「
生
理
っ
て
ど
う
し
て
あ
る
ん
だ
っ
け
？
」「
生
理
期
間
、
こ
う
い
う
症
状

あ
る
よ
ね
」「
生
理
周
期
を
自
分
で
ち
ゃ
ん
と
把
握
し
て
い
る
？
」
と
い
う
よ
う
に
、
対
話

形
式
で
自
分
た
ち
の
生
活
に
結
び
つ
け
な
が
ら
学
ん
で
い
く
機
会
に
な
る
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
。

　

支
援
活
動
の
二
つ
め
は
、
個
人
の
心
身
の
悩
み
相
談
で
、
同
年
代
の
女
性
と
し
て
、
授
業

内
で
は
話
し
に
く
い
よ
う
な
個
人
的
な
相
談
に
乗
る
機
会
も
設
け
て
い
ま
す
。

　

三
つ
め
は
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
の
「
学
び
合
い
」
で
す
。
私
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
支
援

活動内容
カンボジアの女の子に対する、生理や妊娠など
の女子保健教育の支援
【国外活動】
・年2回、カンボジアの孤児院/学校に対する教育⽀援

【国内活動】
・現地語の保健教科書・動画の製作と

その普及（2020年〜）
・⽀援先の⼦ども・スタッフとの

オンライン交流

図
1

図
2
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が
終
了
し
た
後
も
き
ち
ん
と
保
健
教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
自
立
し
た
教
育
サ
イ
ク
ル
を
作

り
出
す
こ
と
が
支
援
の
ゴ
ー
ル
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
の

育
成
が
必
要
不
可
欠
で
す
の
で
、
共
に
学
び
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
（
図
2
）。

　

た
だ
、
実
際
に
活
動
を
行
う
中
で
は
、
様
々
な
悩
み
や
課
題
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
（
図
3
）。

　

ま
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
難
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
私
の
一

期
下
と
現
役
メ
ン
バ
ー
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
カ
ン
ボ
ジ
ア

に
渡
航
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
活
動
の
主
軸
で
あ
る
現
地
で

の
教
育
支
援
を
経
験
し
て
い
な
い
た
め
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
維
持
す
る
の
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
思
う
よ
う

に
意
見
交
換
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国

際
協
力
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
先
ほ
ど
、
現
地
に
自
立
し
た
教
育
サ
イ
ク
ル
を
生

み
出
し
た
い
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
、
現
地
の

大
人
の
理
解
を
得
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
厚

か
ま
し
い
と
は
思
い
つ
つ
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
「
こ
う

い
う
よ
う
な
教
育
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
良
か
っ
た
ら
協
力

し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
て
も
、
な
か
な
か
理
解
し
て

孤児院での支援活動

2016年～ ポーサット州の孤児院で支援

・「共に考える」授業
⽣理・妊娠・性感染症など、実⽣活と
結びつけて…

・個⼈の⼼⾝の悩み相談

・現地スタッフとの学び合い
⾃⽴した教育サイクルづくりのために

図
2

活動を行う中での課題・悩み・葛藤…

コロナ禍のチームビルディングの難しさ
・現役メンバー全員が渡航経験無し
→モチベーション低下

・団員間のコミュニケーションの取りづらさ

教育支援の理想と現実
・現地の自立した教育サイクル確立を目指しているが、
理解を得ることやスタッフ育成の難しさ

図
3
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い
た
だ
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
教
育
支
援
の
理
想
と
現
実
の
狭
間
で
葛
藤
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後

も
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
女
性
の
生
活
や
未
来
の
た
め
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

私
か
ら
の
報
告
は
以
上
と
な
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
山
：　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
は
東
京
女
子
大
学
に
よ
る
活
動
報
告
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
私
が
行
っ
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
支
援
に
つ
い
て
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
最
初
に
、
簡
単
に
自
己
紹
介
を
し
、
続
い
て
、
活
動
の
概
要
や
立
ち
位
置
、
私
た
ち

の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
、
現
在
、
東
京
女
子
大
学
の
大
学
院
博
士
前
期
課
程
に
在
籍
し
、
日
本
語
教
育
や
多

文
化
共
生
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
学
部
２
年
生
の
時
か
ら
、
副
専
攻
と
し
て
、
日
本
語

報
告
3　

東
京
女
子
大
学

	
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
支
援人

間
科
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
２
年　

五
嶋 

友
香
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教
員
養
成
課
程
を
受
講
し
て
お
り
、
今
回
ご
紹
介
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
支
援
の
活
動
は
、

こ
の
課
程
の
受
講
生
と
修
了
生
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

私
は
日
本
語
教
育
の
中
で
も
、
特
に
子
ど
も
の
日
本
語
教
育
に
興
味
関
心
が
あ
り
、
修
士

論
文
で
は
、
複
数
言
語
環
境
で
育
つ
子
ど
も
に
焦
点
を
あ
て
て
、「
こ
と
ば
」「
教
育
」「
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
こ
こ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
支
援
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
こ
の
活
動
は
、
日
本
語

教
員
養
成
課
程
の
受
講
生
と
修
了
生
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
現
在
は
20
名
が
、
日
本
の
小
中
学
校
に
通

う
ム
ス
リ
ム
の
子
ど
も
た
ち
の
学
習
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
な
ど
に
ル
ー
ツ
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
の
は
教
科
学
習
支
援
な
の
で
、

主
に
そ
の
日
の
学
校
の
宿
題
や
こ
れ
ま
で
習
っ
た
こ
と
の

復
習
、テ
ス
ト
勉
強
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
（
図

1
）。

　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
用
し
、
子
ど
も
た
ち
は
、
各
家
庭
か
ら

パ
ソ
コ
ン
やiPad

、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
っ
て
参

�対象：日本の小学校・中学校に通うムスリムの子どもたち

ロヒンギャ・バングラデシュ・パキスタンにルーツをもつ

２０２２年１０月時点６家庭１１人

�用法：ZOOMを使用

�時間：夕方～夜（平日）、昼OR夕方（休日）

�頻度：１回につき１時間半～２時間程度 週に２～３回

＜活動概要＞

4

図
1
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加
し
ま
す
。
保
護
者
の
方
が
、
お
子
さ
ん
の
手
元
を
カ
メ
ラ
で
写
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
し
、
問
題
を
画
面
共
有
し
て
書
き
込
み
な
が
ら
学
習
を
進
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
図

2
）。　
　

　

次
に
こ
の
活
動
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
日
本
語
教
員
養
成
課
程
の
学
生
の
「
学
び
の
場
」
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

と
共
に
「
学
び
合
う
」
活
動
で
す
。
便
宜
上
、「
学
習
支
援
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
私
た

ち
は
一
方
的
な
支
援
で
は
な
く
、「
学
び
合
い
」
と
い
う
認

識
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
子
ど
も
だ
か
ら

教
わ
る
立
場
」「
大
学
生
・
大
学
院
生
だ
か
ら
教
え
る
立
場
」

と
い
う
固
定
さ
れ
た
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
子

ど
も
た
ち
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で
す
か

ら
、
私
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、「
助
け
て
あ
げ

る
」「
支
援
し
て
あ
げ
る
」と
い
う
上
か
ら
の
目
線
で
は
な
く
、

常
に
対
等
な
目
線
で
向
き
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す

（
図
3
）。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
私
た
ち
に
心
を
開
き
、

色
々
な
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
何
で
も
話
せ
る

「
お
姉
さ
ん
」
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
相
談
相
手
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

図
2

図
3

図
4
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例
え
ば
、「
僕
っ
て
、
肌
が
黒
い
か
ら
黒
人
な
の
？
」
と
か
「
日
本
人
の
友
だ
ち
が
い
な

い
ん
だ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
ど
の
よ
う
に
答
え
る
べ
き
な

の
か
、
正
直
と
て
も
悩
み
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
慎
重
に
言
葉
を
選
び

ま
す
が
、
曖
昧
な
返
事
だ
と
、
か
え
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
に
は
も
や
も
や
が
残
っ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
完
璧
な
回
答
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
子
ど
も
た
ち
が
少
し
で

も
前
向
き
に
な
れ
る
よ
う
に
手
助
け
を
す
る
こ
と
も
、私
た
ち
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

つ
い
先
日
、
あ
る
子
ど
も
が
、「
こ
の
学
習
支
援
を
始
め
る
前
は
、
日
本
人
は
怖
い
と
思
っ

て
い
た
け
ど
、
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
勉
強
し
て
か
ら
、
日
本
人
は
怖
く
な
い
と
思
っ
た
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
を
き
っ
か
け
に
、
改
め
て
、
私
た
ち
の
役
割
っ
て
何
だ
ろ

う
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
図
4
）。

　

さ
い
ご
に
、
改
め
て
お
伝
え
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
対
等
な
目
線
で
寄
り
添
う
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
と
の
関
係
性
が
拡
が
り
、

よ
り
深
く
お
互
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
の
よ
う
な
活
動
で
あ
っ

て
も
、
相
手
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
の
第
一
歩
は
、

「
支
援
す
る
側
」「
支
援
さ
れ
る
側
」
と
い
う
立
場
を
離
れ
て
、
対
等
な
目
線
で
向
き
合
う
こ

と
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
く
中
で
、
こ
の
気
持

ち
だ
け
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
で
発
表
を
終
わ
り
に
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

図
4
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平
山
：　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
は
奈
良
女
子
大
学
に
よ
る
活
動
報
告
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

奈
良
女
子
大
学
国
際
協
力
サ
ー
ク
ル 

Ｈ
Ｕ
Ａ（
ほ
あ
）
の
発
表
を
始
め
ま
す
。
本
日
、

発
表
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
津
田
と
小
濵
と
松
成
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

津
田
：　

Ｈ
Ｕ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
現
在
、
１
年
生
か
ら
３
年
生
の
11
名
で
、
自
分
た
ち
は

も
ち
ろ
ん
、
周
り
の
人
た
ち
も
、
大
学
生
活
の
中
で
、
ち
ょ
っ
と
「
イ
イ
コ
ト
」
が
で
き
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
（
図
1
）。

　

主
な
活
動
は
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
推
進
、
ア
ー
ス
デ
イ
奈
良
と
い
う
学
外
イ
ベ
ン
ト
へ

の
出
店
、
Ｔ
Ｆ
Ｔ
フ
ェ
ア
の
企
画
、
大
学
祭
へ
の
参
加
で
す
（
図
2
）。

　

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
は
、「
公
平
・
公
正
な
貿
易
」
と
い
う
意
味
で
、
発
展
途
上
国
の
原

報
告
４　

奈
良
女
子
大
学

	

奈
良
女
子
大
学 

国
際
協
力
サ
ー
ク
ル 

Ｈ
Ｕ
Ａ
（
ほ
あ
）

生
活
環
境
学
部
文
化
情
報
学
科
１
年	

津
田	

明
子

生
活
環
境
学
部
住
環
境
学
科
２
年	

小
濵	

萌

生
活
環
境
学
部
情
報
衣
環
境
学
科
３
年	

松
成	

更
紗

奈奈良良女女子子大大学学国国際際協協力力ササーーククルル HHUUAA
ほあ

図
2

図
3

図
1
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料
や
製
品
を
適
正
な
価
格
で
購
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
者
や
労
働
者
の

生
活
改
善
と
自
立
を
支
援
す
る
活
動

で
す
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
の
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
や
コ
ー
ヒ
ー
を
目
に
し
た

こ
と
が
あ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
、
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
を
推
進
す
る
た
め
、
ア
ー
ス
デ

イ
奈
良
や
大
学
祭
で
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
商
品
の
販
売
や
紹
介
を
行
っ
て
い

ま
す
（
図
3
）。

小
濵
：　

こ
こ
か
ら
は
、
具
体
的
な
活
動
内
容
を
三
つ
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
「
Ｔ
Ｆ
Ｔ
」
で
す
。
こ
れ
は
、「TA

BLE FO
R T
W
O

（
二
人
の
食
卓
）」

の
略
で
、
Ｔ
Ｆ
Ｔ
メ
ニ
ュ
ー
１
食
に
つ
き
20
円
が
開
発
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
の
給
食
費
に

寄
付
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。
私
た
ち
Ｈ
Ｕ
Ａ
は
、
年
に
２
回
、
夏
と
冬
に
Ｔ
Ｆ
Ｔ
フ
ェ
ア
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
中
は
、
私
た
ち
が
考
案
し
た
ヘ
ル
シ
ー
な
Ｔ
Ｆ
Ｔ
メ
ニ
ュ
ー

が
生
協
食
堂
で
提
供
さ
れ
、
毎
回
７
千
円
ほ
ど
の
寄
付
金
が
集
ま
り
ま
す
（
図
4
）。

　

二
つ
め
の
活
動
は
、
年
に
１
度
、
４
月
に
開
催
さ
れ
る
ア
ー
ス
デ
イ
奈
良
へ
の
出
店
で
す
。

～活動内容～

＊フェアトレードの推進
＊アースデイ奈良に出店（学外）

＊TFTフェア
＊学祭で“喫茶ほあ“の開店

フフェェアアトトレレーードド
TFTととはは？？

国際協力サークル HUA

～フェアトレードとは～

「公平・公正な貿易」
発展途上国の原料・製品を適正な価格で購入

生産者・労働者の生活改善、自立へ

国際協力サークル HUA

図
2

図
3

図
1
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私
た
ち
は
、
そ
こ
で
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
の
コ
ー
ヒ
ー
、
ポ
ー
チ
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま

す
。学
外
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ア
ー
ス
デ
イ
奈
良
へ
の
参
加
は
、多
く
の
方
々
に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
を
知
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
自
分
た
ち
以
外
の
方
々
の
活
動
を
知
っ
た
り
で
き
る
、
貴
重
な

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
5
）。

　

三
つ
め
は
、
大
学
祭
へ
の
参
加
で
す
。
毎
年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
恋
都
祭
で
、
私
た
ち
は
、

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
の
紹
介
・
販
売
や
活
動
内
容
に
関
す
る
展
示
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
昨
日
と
今
日
（
３
日
・
４
日
）
開
催
さ
れ
て
い

て
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
で
あ
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ク
ッ

キ
ー
、
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
私
た
ち
の
活
動
を
ま
と
め
た
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
展

示
し
て
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
、
Ｔ
Ｆ
Ｔ
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
工
夫
も
し
て
い
ま
す
（
図

6
）。

松
成
：　

最
後
に
、
私
た
ち
が
活
動
の
中
で
感
じ
て
い
る

悩
み
や
葛
藤
を
二
つ
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
め
は
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
を
販
売
す
る
際
の

悩
み
で
す
。
私
た
ち
は
、
実
際
に
商
品
を
生
産
し
て
い
る

現
場
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
そ
の
商
品
を
手
に
取
っ

て
く
だ
さ
る
方
に
、
詳
し
い
背
景
や
生
産
者
の
想
い
を
伝

～TFTとは～
TABLE FOR TWO
「二人の食卓」

TFTメニュー１食につき
２０円が給食費に寄付
される仕組みです

私たちHUAが考案した
TFTメニューが
食堂で提供されます

↑ 過去に実際に提供したメニュー例 ↑

国際協力サークル HUA

図
4

国際協力サークル HUA

学外のイベントであるアースデイ奈良に出
店しています
フェアトレード商品であるコーヒーやポー
チなどを販売しました

多くの人にフェアトレードを知ってもらったり、私たち
のサークル以外の方々の活動を知ったりするいい機
会となりました

～アースデイ奈良～

図
5

図
6

図
7



95　各五女子大学の学生による国際協力活動の報告

国際協力サークル HUA

～恋都祭（学祭） 喫茶ほあ ～
フェアトレード商品の紹介・販売や活動内容に関する展
示などを行っています
▽2022年に取り扱ったフェアトレード商品
・チョコレート（tohi）・クッキー（ネパリ・バザーロ）
・コーヒー豆、粉（SISAM COFFEE)・紅茶（第三世界ショップ）
・タイ少数民族ポーチ（カレン族、ラフ族、リス族、モン族）
・ジュートコットンパスケース（シャプラニール）

図
6

え
き
れ
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
Ｔ
Ｆ
Ｔ
フ
ェ
ア
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
生
協
食
堂
の
運
営
形

態
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
提
供
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
の
種

類
と
販
売
数
が
減
っ
て
し
ま
い
、
寄
付
金
が
以
前
ほ
ど
集
ま

ら
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
（
図
7
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
活
動
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
日
常
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
国
際
協
力
を
広
め
る
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
で
、
奈
良
女
子
大
学
国
際
協
力
サ
ー
ク
ル
Ｈ
Ｕ
Ａ
の

発
表
を
終
わ
り
ま
す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
山
：　

学
園
祭
の
最
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
ご
登
壇
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
は
日
本
女
子
大
学
の
活
動
報
告
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

～活動の中での悩み･葛藤～

国際協力サークル HUA

・アースデイで商品のポップを作るときやお客さんに
商品の説明をするときに現地に行ったことがないため、
上手く伝えられなかったこと

・コロナの影響で食堂の提供形態が変わり、TFTフェア
で提供できる商品の数が減ったこと

図
7
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日
本
女
子
大
学
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
母
親
支
援
に
つ
い
て
の
活
動
報
告
を
始
め
ま
す
。
本
日

発
表
い
た
し
ま
す
の
は
、
日
本
女
子
大
学
家
政
学
部
児
童
学
科
３
年
の
福
嶋
と
海
宝
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福
嶋
：　

私
た
ち
は
、
社
会
福
祉
学
を
ご
専
門
と
さ
れ
て
い
る
和
田
上
貴
昭
先
生
の
ゼ
ミ
に

所
属
し
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
ゼ
ミ
の
活
動
と
し
て
行
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
支
援
に
つ
い
て

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ゼ
ミ
の
活
動
、「M

other to M
other

」
の
取
り
組
み

を
ご
紹
介
し
つ
つ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
を
行
う
に
至
っ
た
経
緯
を
お
話
し
し
、
２
０
２
２
年

の
活
動
を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
私
た
ち
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
の
経
緯
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

和
田
上
先
生
の
ご
友
人
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
児
童
養
護
施
設
の
支
援
を
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
２
０
１
９
年
の
２
月
に
ゼ
ミ
合
宿
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ

プ
を
訪
問
し
た
こ
と
が
支
援
の
始
ま
り
で
す
。

報
告
5　

日
本
女
子
大
学

	

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
母
親
支
援

家
政
学
部
児
童
学
科
３
年	

福
嶋	

日
向
子

家
政
学
部
児
童
学
科
３
年	

海
宝	

美
鈴

日本女子大学 家政学部児童学科
福嶋日向子・海宝美鈴・和田上貴昭

カンボジアの母親支援

図
1
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カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
児
童
養
護
施
設
や
小
学
校
で
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
た
り
、

M
other to M

other

の
活
動
や
小
さ
な
美
術
ス
ク
ー
ル
、
地
雷
博
物
館
な
ど
を
見
学
し
た

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０
２
１
年
度
以
降
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪

問
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
（
図
1
）。

　

そ
れ
ま
で
の
ゼ
ミ
の
活
動
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
、
子
ど
も
た
ち
と
直
接
交
流
す
る

こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
そ
れ
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
う
し

た
状
況
の
中
で
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
改
め
て
考
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
た
際
に
ご
縁
の

あ
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
（
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
の

就
学
を
支
援
す
る
会
）
の
活
動
の
一
つ
で
あ
るM

other to 

M
other

の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た（
図
2
）。

　

M
other to M

other

は
、
日
本
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
お
母

さ
ん
た
ち
を
繋
ぐ
活
動
で
す
。
き
っ
か
け
は
、
日
本
で
市

販
さ
れ
て
い
る
大
量
生
産
品
の
布
袋
は
、
子
ど
も
た
ち
が

使
い
に
く
い
と
い
う
声
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
使
う
布
袋
を
手

作
り
す
る
こ
と
が
難
し
い
保
護
者
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

一
方
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
子
ど
も
を
学

校
に
通
わ
せ
た
い
け
れ
ど
も
、
学
費
が
足
り
な
い
と
い
う
問

カンボジア訪問の主な内容

1. 児童養護施設での子どもたちとの交流

2. 小学校での子どもたちとの交流

33.. MMootthheerr  ttoo  MMootthheerr 見見学学

4. 小さな美術スクール 見学

5. 地雷博物館 見学

２０２１年度以降 コロナ禍の影響により中止...

２０１９年２月～

ゼミの活動

【コロナ以前】 家庭環境等により、過酷な状況に

置かれる子どもについて知り、できることを考える

【コロナ禍】 カンボジアの子どもたちと直接交流が

できない中で、自分達に何ができるか

MMootthheerr  ttoo  MMootthheerrののおお手手伝伝いい

図
1

図
2
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題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
日
本
で
使
う
布
袋
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
お
母
さ
ん
に
作
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
日

本
の
お
母
さ
ん
が
購
入
す
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
双
方
の
問
題
が
解
決
で
き
る
と
考
え
た
わ
け

で
す
。
お
互
い
に
助
け
合
い
、「
あ
り
が
と
う
」
を
届
け
る
こ
と
が
、M

other to M
other

の
活
動
で
す
（
図
3
）。

海
宝
：
次
に
ゼ
ミ
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
10
月
15
日
、
16
日
に
開
催
さ
れ
た
目
白
祭

で
、M
other to M

other

の
バ
ザ
ー
を
開
催
し
、
売
り
上

げ
を
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
に
寄
付
し
ま
し
た
（
図
4
）。
た
だ
商
品
を

販
売
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
来
校
さ
れ
た
方
に
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
こ
と
や
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
の
活
動
を
紹
介
し
た
い
と
考
え
、

自
分
た
ち
で
調
べ
、
模
造
紙
に
ま
と
め
て
展
示
し
ま
し
た

（
図
５
）。
二
日
間
の
売
り
上
げ
合
計
は
７
４
，５
８
０
円
で
、

特
に
ク
リ
ス
マ
ス
雑
貨
や
巾
着
袋
を
買
っ
て
く
だ
さ
る
お

客
様
が
多
か
っ
た
で
す
（
図
6
）。

　

私
た
ち
が
想
像
し
て
い
た
以
上
に
た
く
さ
ん
の
方
が
関

心
を
持
っ
て
く
だ
さ
り
、
お
子
さ
ん
用
と
し
て
だ
け
で
な

ゼミの活動 ２０２２年

uMMootthheerr ttoo MMootthheerrののババザザーー開開催催

・目白祭(学園祭)でMother to Motherの商品を販売し、

その売り上げをASAPに寄付する

・Mother to MotherやASAPの活動の紹介

図
3

図
4

Mother to Mother

カカンンボボジジアアのの

おお母母ささんん

日日本本のの

おお母母ささんん

布⼩物

売上
l 現金収入を得ることで 子

どもを学校へ通わせる こと

ができる！

l 子どもが使いやすい 布

小物が手に入る

l 買うことで社会貢献

になる

Mother to Mother がお互いの「「あありりががととうう」」を届ける

エプロン 三角巾
ナプキン袋
ランチョンマット
手さげ 上履き袋 など

Mother to Mother

カカンンボボジジアアののおお

母母ささんん

l子供を学校に通わせたい

→学費が足りない…

日本とカンボジアのお母さんたちをつなぐAASSAAPPの活動

日日本本のの

おお母母ささんん

l園や学校で使う布小物を
作らなければいけない

→時間がない…

→裁縫が苦手…

➡日本で使う布小物をカンボジアのお母さんに作ってもらう

図
6

図
5
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く
、
大
人
の
方
が
自
分
用
に
購
入
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
実
際
に
市
販
品
よ
り
使
い
や
す

い
と
い
う
お
声
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
と
て
も
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
（
図
7
）。

　

一
方
で
、
問
題
点
と
し
て
、
次
回
以
降
の
購
入
に
つ

な
が
ら
な
い
こ
と
、
大
学
生
な
ど
若
い
世
代
の
関
心
が

低
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

今
後
は
、
品
物
と
一
緒

に
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
た

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
の
情
報
を
お
伝
え
し

た
り
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
時

点
で
は
、M

other to M
other

の
直
接
的
な
対
象
で
は
な

い
学
生
が
、
将
来
、
親
に
な
っ
た
と
き
に
こ
の
活
動
を
思
い

出
し
て
く
れ
る
よ
う
工
夫
し
た
い
と
思
い
ま
す
（
図
8
）。

　

最
後
に
今
後
の
活
動
の
目
標
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

今
後
は
、
若
い
世
代
を
中
心
に
、
よ
り
幅
広
い
世
代
へ
カ
ン

目白祭の活動を終えて

u感感想想

・想像より多くの人が関心を持ってくれた

・子どものいるご家庭だけでなく、大人の方も購入してくれた

・実際に市販品より使いやすいという声があった

・商品の柄や種類が豊富

u２日間の合計売上 ７７４４，，５５８８００円円

巾着、クリスマス雑貨が人気！

図
7

図
6

u目目白白祭祭（（1100／／1155～～1100／／1166））

・・商商品品のの説説明明、、販販売売

・・来来校校者者ににAASSAAPPのの活活動動をを紹紹介介

・カンボジアやASAP、Mother to Motherについて調べる
→活動内容をまとめた模造紙を作成し、目白祭で掲示

←作成した模造紙

ゼミの活動 ２０２２年
図
5
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u目目白白祭祭ででのの問問題題点点

・次回以降の購入につながらない

→ASAPのパンフレットを購入者には必ずお渡しする

オンラインショップの宣伝をする

・大学生などの若い世代の関心が低かった

→そもそも直接的な対象ではない？

→活動だけでも知ってもらい、親になったときに

思い出してもらえるようにする

u今今後後のの活活動動のの目目標標

・若い世代を中心に、より幅広い世代へカンボジア支援の

活動を広める

・カンボジアの母子支援や教育支援などへの理解を深める

まとめ

図
8

図
9

ボ
ジ
ア
支
援
の
活
動
を
広
め
て
い
く
こ
と
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
母
子
支

援
や
教
育
支
援
な
ど
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
、
こ
の
２
点
を
目
標
と

し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
（
図
9
）。

　

以
上
で
、
日
本
女
子
大
学
の
発
表
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
清

聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
山
：　

皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
大
変
興
味
深
い
活
動
の
ご
報
告
を
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
営
を
行
い
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く

お
待
ち
く
だ
さ
い
。
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平
山
：　

お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
に
私
か
ら
２
点
ほ
ど
個
別
に
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
ア
メ
リ
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
。
国
際
協
力
活
動
の
一
歩
目
は
、
や
は
り
、
学
ぶ
こ

と
、
知
る
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
ご
報
告
い
た
だ
い
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
勉
強
会
を
通
し
て
、
そ
れ
は
あ
る

程
度
達
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
関
し
て
、
先
ほ
ど
も
少
し
お
話
が
あ
り
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
も
し
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
国
際
協
力
と
い
う
観
点
も
少
し
織
り
交
ぜ
つ
つ
、
も
う
少
し
詳
し
く
教
え
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

リ
ッ
プ
ル
ア
メ
リ
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
１
年
）：　

は
い
。
私
自
身
は
、
国
際
交
流
は
国
際
協
力
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
地
に
行
っ
た
り
、
国
と
か
政
府
と
い
う
大
き
な
組
織
を
動
か
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

て
も
、「
知
る
」
こ
と
が
支
援
の
第
一
歩
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
は
、
こ
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
勉

強
会
の
輪
を
ど
ん
ど
ん
お
茶
大
生
に
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
勉
強
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
私
た
ち
、
そ
し
て
お
茶
大
生
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
つ
い
て
こ
れ

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
り
、
何
か
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
な
と
考
え
る
、
そ
れ
が
、
も
う
国
際
協

力
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
学
生
が
、
ど
ん
ど
ん
増
え
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
来
週
開
催
さ
れ

る
お
茶
大
の
大
学
祭 

徽
音
祭
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
勉
強
会
の
報
告
発
表
を
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
今
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「#StopH

azaraGenocide

」
と
い
う
運
動
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の

各
五
女
子
大
学
の
学
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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活
動
を
自
分
で
調
べ
て
、
実
際
に
参
加
し
て
み
る
こ
と
も
、
身
近
な
国
際
協
力
の
一
つ
で
す
の
で
、
こ
う
い
っ
た
こ
と

に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
学
生
が
、
ど
ん
ど
ん
増
え
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
以
上
で
す
。

平
山
：　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
で
す
ね
。
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、「
国
際
交
流
も
国
際
協
力
の
一
つ

で
は
な
い
か
」
と
い
う
指
摘
で
、
私
も
共
感
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
で
す
。
特
に
学
生
の
国
際
協
力
活
動
を
考
え
る
う

え
で
は
、「
交
流
」、
つ
ま
り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
そ
し
て
、
出
会
い
が
発
展
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
一
つ

の
大
き
な
テ
ー
マ
な
の
で
は
な
い
か
と
、
お
聞
き
し
て
い
て
思
い
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
も
う
一
つ
、
個
別
で
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

東
京
女
子
大
学
の
五
嶋
さ
ん
に
質
問
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
学
生
に
よ
る
国
際
協
力
活
動
と
い
う
こ
と
で
、
大
学
で
の

日
々
の
学
び
が
ど
の
よ
う
に
そ
の
活
動
に
生
き
て
い
る
の
か
、
も
し
く
は
逆
に
、
活
動
で
の
経
験
が
大
学
の
学
び
に
ど

の
よ
う
に
影
響
し
、
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
、
こ
の
点
が
、
教
員
の
立
場
と
し
て
は
非
常
に
気
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
五
嶋
さ
ん
は
、
先
ほ
ど
の
活
動
報
告
で
、
ご
自
身
の
活
動
を
日
本
語
教
員
養
成
課
程
の
学
生
の
学
び
の
場
と
位

置
付
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
少
し
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
お
願
い

し
ま
す
。

　
五
嶋
友
香
（
東
京
女
子
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
２
年
）：　

先
ほ
ど
の
発
表
で
も
少
し
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
私
た
ち
の
こ
の
活
動
は
、
日
本
語
教
員
養
成
課
程
の
受
講
生
や
修
了
生
に
よ
る
学
び
の
場
で
す
。
私
た
ち

と
子
ど
も
た
ち
は
、
支
援
す
る
側
・
さ
れ
る
側
、
あ
る
い
は
、
子
ど
も
だ
か
ら
教
わ
る
立
場
、
大
学
生
・
大
学
院
生
だ

か
ら
教
え
る
立
場
と
い
う
、固
定
さ
れ
た
関
係
性
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
と
対
等
な
目
線
で
寄
り
添
う
こ
と
、
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そ
し
て
、
お
互
い
に
相
手
の
こ
と
を
知
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
と
て
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
活
動
の

軸
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
日
本
語
教
員
養
成
課
程
の
学
び
が
生
き
て
い
る
と
、
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
活
動
は
、
日
本
語
教
育
が
単
に
日
本
語
を
教
え
る
だ
け
で
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
日
本
語
教
育
に
は

人
と
人
と
を
つ
な
げ
る
役
割
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
本
学
の
日
本
語
教
員
養
成
課
程
で
最
初
に
学

ぶ
こ
と
で
す
の
で
、
私
は
こ
の
点
に
も
学
び
が
生
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
だ
け
で
な
く
、
共
に
こ
の
活
動
を
し
て
い
る
仲
間
も
お
そ
ら
く
同
じ
こ
と
を
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

平
山
：　

な
る
ほ
ど
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
う
で
す
ね
。
単
に
日
本
語
を
教
え
る
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
、特
に
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
学
び
の「
学

際
性
」
あ
る
い
は
「
重
層
性
」
と
言
っ
た
ら
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
活
動
に
生
き
て
、
ま
た
逆
に

学
び
に
返
っ
て
き
て
い
る
の
か
が
わ
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　

そ
れ
で
は
、
私
ば
か
り
が
話
し
て
い
て
も
つ
ま
ら
な
い
で
す
か
ら
、
こ
こ
か
ら
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
双
方
向
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
他
大
学
の
方
に
質
問
し
て
み
た
い
こ
と
、
例
え
ば
、
こ
の
点

に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
知
り
た
い
と
か
、
こ
の
課
題
を
ど
う
や
っ
て
乗
り
越
え
た
の
か
を
教
え
て
ほ
し
い
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
是
非
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
複
数
の
挙
手
）
は
い
、
そ
れ
で
は
、
日
本
女
子
大
学
の
福
嶋
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

福
嶋
日
向
子
（
日
本
女
子
大
学
３
年
）：　

こ
こ
数
年
の
活
動
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
す
ご
く
大
き
く
て
、
実
際
に
、

私
た
ち
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
訪
問
で
き
な
い
な
ど
、
活
動
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
他
大
学
の
皆
さ
ん
も
、
先
ほ
ど
の
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報
告
で
、
コ
ロ
ナ
の
活
動
へ
の
影
響
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
活
動
の
難
し
さ
に
少
し
触
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
も

う
少
し
詳
し
い
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
学
生
団
体
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
た
津
田
塾
大
学
さ
ん
と
奈
良
女
子

大
学
さ
ん
に
ぜ
ひ
お
聞
き
し
て
み
た
い
で
す
。

平
山
：　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
し
ま
し
た
ら
、
津
田
塾
大
学
の
伊
藤
さ
ん
、
奈
良
女
子
大
学
の
皆
さ
ん
も

し
く
は
代
表
し
て
お
一
人
、
お
答
え
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
お
願
い
し
ま
す
。

伊
藤
瑞
季
（
津
田
塾
大
学
４
年
）：　

先
ほ
ど
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
女
子
保
健
教
育
支
援
の
一
環
と
し
て
、
国
内
で
の
活

動
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
現
地
語
の
保
健
教
科
書
・
動
画
を
製
作
し
て
い
る
と
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
実
は
こ
れ
は

コ
ロ
ナ
禍
の
苦
悩
を
生
か
し
、
乗
り
越
え
る
た
め
の
活
動
で
す
。

　

私
た
ち
の
団
体
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
渡
航
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
組
織
で
す
の
で
、
現
地
に
渡
航
で
き
な
い

こ
と
に
よ
り
、
す
ご
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
女
性
た
ち
に
情
報
を
届
け
た
い
、カ
ン
ボ
ジ
ア
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
し
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
は
、

団
員
全
員
一
致
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
た
び
の
コ
ロ
ナ
禍
を
、
充
電
期
間
と
い
う
か
、
む
し
ろ
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
す
る
良
い
機
会
だ
と
考
え
直
し
、
現
地
語
で
の
保
健
の
教
科
書
の
製
作
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
そ
の
過
程
で
何
度
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
行
う
難
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
議
論
は
、
い
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
、
無
駄
が
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
国
際

協
力
に
つ
い
て
の
議
論
は
正
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
団
員
の
感
情
、
一
人
一
人
の
経
験
、
あ
る
い
は
ふ
と
し
た
ひ

ら
め
き
な
ど
、
時
と
し
て
無
駄
と
さ
れ
る
も
の
が
非
常
に
大
事
だ
と
感
じ
ま
す
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
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行
う
際
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
を
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
自
分
た
ち
の
感
覚
と
し
て
有
効
だ
っ
た
方
法
は
二
つ
あ
っ
て
、
一
つ
は
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る
前
に
、

少
人
数
で
集
ま
っ
て
、思
い
つ
い
た
こ
と
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
率
直
に
話
し
合
う
練
習
を
す
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
は
意
識
の
話
で
、「
私
た
ち
は
、
お
互
い
を
気
遣
っ
て
気
ま
ず
く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
集
ま
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
女
性
た
ち
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
い
う
思
い
で
集
ま
っ
て
い
る
よ
ね
」
と
い

う
こ
と
を
繰
り
返
し
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
も
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
だ
か
ら
こ
そ
、
当
た
り
前
を
口
に
す
る
の
が
大
事
だ
っ
た
な

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
以
上
で
す
。

平
山
：　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

確
か
に
コ
ロ
ナ
禍
で
色
々
な
も
の
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
大
学
の
授
業
も
そ
う
で
し
た
。
個
人

的
に
は
、
授
業
開
始
前
の
教
室
で
の
何
気
な
い
や
り
取
り
や
、
授
業
が
終
わ
っ
た
後
の
質
問
か
ら
始
ま
る
ち
ょ
っ
と
し

た
発
展
的
な
話
も
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
そ
う
い
う
こ
と
を
す
る
の
は
難
し
い
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。
国
際
協
力
活
動
や
サ
ー
ク
ル
の
活
動
に
お
い
て
も
、
そ
の
あ
た
り
が
問
題
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。
今
、
伊

藤
さ
ん
は
対
策
と
工
夫
も
述
べ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
非
常
に
良
い
ご
指
摘
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
奈
良
女
子
大
学
の
皆
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

松
成
更
紗
（
奈
良
女
子
大
学
３
年
）：　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
色
々
と
制
限
が
あ
る
中
で
は
、
工
夫
し
て
柔
軟
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
私
は
こ
の
点
に
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
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例
え
ば
、
先
ほ
ど
私
た
ち
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
ご
紹
介
し
た
Ｔ
Ｆ
Ｔ
フ
ェ
ア
は
、
コ
ロ
ナ
前
と
同
じ
や
り
方
で
は

人
や
寄
付
金
が
集
ま
り
に
く
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
し
て
こ
な
か
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
活
動
周

知
に
力
を
入
れ
、Ｔ
Ｆ
Ｔ
フ
ェ
ア
の
開
催
目
的
や
私
た
ち
Ｈ
Ｕ
Ａ
の
日
々
の
活
動
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
イ
ー
ト
イ
ン
だ
け
で
は
な
く
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
で
き
る
よ
う
に
、
実
施
方
法
を
変
え
る
こ
と
で
対
応
し
て
き

ま
し
た
。
以
上
に
な
り
ま
す
。

福
嶋
：　

ご
回
答
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
津
田
塾
大
学
さ
ん
も
奈
良
女
子
大
学
さ
ん
も
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

し
た
り
、
や
り
方
を
工
夫
し
て
柔
軟
に
対
応
さ
れ
て
い
た
り
し
て
、
す
ご
く
素
敵
だ
と
思
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

平
山
：　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
他
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

で
は
、
津
田
塾
大
学
の
伊
藤
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

伊
藤
：　

先
ほ
ど
も
、
私
の
団
体
で
は
、
渡
航
経
験
の
な
い
メ
ン
バ
ー
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
が
す
ご
く
問
題
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、こ
の
点
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
地
に
行
っ
た
り
、
支
援
対
象
者
と
直
接
関
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
中
で
、
国
際
協
力
を
自
分
事
と
し
て
と

ら
え
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、
奈
良
女
子
大
学
と
日
本
女
子
大
学
の
方
に
お
伺
い
し
た
い

で
す
。
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平
山
：　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
コ
ロ
ナ
禍
を
め
ぐ
る
話
の
延
長
線
上
に
あ
る
問
題
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

小
濵 

萌
（
奈
良
女
子
大
学
２
年
）：　

私
た
ち
は
、
国
際
協
力
を
目
的
と
し
た
サ
ー
ク
ル
な
の
で
、
メ
ン
バ
ー
は
そ
れ

ぞ
れ
、
入
部
す
る
段
階
で
、
国
際
協
力
に
興
味
を
持
ち
、
国
際
協
力
を
あ
る
程
度
、
自
分
事
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
メ
ン
バ
ー
に
入
部
し
た
動
機
を
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、ニ
ュ
ー
ス
や
高
校
の
授
業
、

大
学
の
講
義
を
通
し
て
途
上
国
の
様
子
を
知
り
、
実
際
に
現
地
に
行
っ
た
り
、
直
接
の
交
流
を
し
た
り
す
る
機
会
は
な

か
っ
た
け
れ
ど
も
、
何
か
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

現
在
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
私
個
人
の
話
に
は
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
サ
ー
ク
ル
の
活
動
と
は
別
に
、
途
上
国

で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
の
お
話
を
直
接
お
聞
き
し
た
り
、
国
際
協
力
に
関
連
の
あ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
積
極
的
に
参

加
し
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
国
際
協
力
活
動
を
自
分
事
と
し
て
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

他
の
メ
ン
バ
ー
も
同
様
に
、
こ
の
サ
ー
ク
ル
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
目
を
向
け
、
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

国
際
協
力
を
自
分
事
と
し
て
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

平
山
：　

ア
ン
テ
ナ
を
張
り
め
ぐ
ら
す
と
言
っ
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
、
常
に
、
外
に
向
け
て
目
を
光
ら
せ
て
い
て
、

ニ
ュ
ー
ス
等
で
国
際
協
力
の
観
点
を
深
め
て
い
く
と
い
う
ご
意
見
で
し
た
ね
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
日
本
女
子
大
学
の
皆
さ
ん
、
い
か
が
で
す
か
。

海
宝
美
鈴
（
日
本
女
子
大
学
３
年
）：　

私
た
ち
は
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
な
ど
を
使
用
し
て
、
現
地
の
方
た
ち
と
交
流
す
る
機
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会
を
設
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
は
ま
だ
、
直
接
お
会
い
す
る
の
は
難
し
い
と
思
う
の
で
す
が
、
現

地
の
方
の
声
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
地
の
様
子
が
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
と
い
う
側
面
は
あ
り
ま
す
。
実
際

に
、
ゼ
ミ
で
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
見
て
、
現
地
の
状
況
を
知
る
と
い
う
経
験
を
し
ま
し
た

の
で
、
直
接
お
会
い
で
き
な
く
て
も
、
交
流
す
る
機
会
を
作
る
の
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

あ
と
は
、
今
の
自
分
に
ど
う
い
う
支
援
が
で
き
る
の
か
を
具
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
支
援
を
し
よ
う
と
思
っ
た
と
き
に
、
学
校
を
建
て
る
と
い
う
よ
う
な
大
規
模
な
こ
と
は
す

ぐ
に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、M

other to M
other

の
商
品
を
買
う
こ
と
で
あ
れ
ば
で
き
ま
す
。
支
援
の
規
模
に
と
ら
わ

れ
ず
、
今
、
自
分
の
力
で
で
き
る
支
援
を
探
す
こ
と
が
大
事
で
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
協
力
を
自
分
事
と

し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
以
上
で
す
。

伊
藤
：　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
も
い
ろ
い
ろ
模
索
は
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
支
援
対
象
の
方
と
繋
が
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

平
山
：　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
う
で
す
ね
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
っ
て
も
、
交
流
は
で
き
人
と
の
つ
な
が
り
が
持
て
る
、
そ
こ
が
国
際
協
力
の
土
台

に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ご
意
見
で
し
た
。
も
し
か
し
た
ら
、
さ
き
ほ
ど
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
ア
メ
リ
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
、
国
際
協
力
と
国
際
交
流
は
、
実
は
そ
こ
ま
で
明
確
な
区
別
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
と
も

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
、
お
聞
き
し
て
い
て
思
い
ま
し
た
。
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そ
れ
で
は
続
い
て
、
奈
良
女
子
大
学
の
津
田
さ
ん
、
ご
質
問
お
願
い
し
ま
す
。

津
田
明
子
（
奈
良
女
子
大
学
１
年
）：　

私
は
小
さ
い
時
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
通
し
て
貧
困
等
の
問
題
を
知
り
、

強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
サ
ー
ク
ル
に
入
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
活
動
を
し
て
い
く
中
で
、
異
文
化
や
立

場
の
違
う
方
々
と
接
す
る
機
会
も
多
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
、
そ
う
い
う
時
に
気
を
付

け
て
い
る
こ
と
や
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
ぜ
ひ
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
山
：　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

異
文
化
理
解
や
他
者
理
解
に
つ
い
て
の
ご
質
問
か
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
ご
発
表
で
も
、
例
え
ば
、
東
京
女
子
大

学
の
五
嶋
さ
ん
か
ら
、
支
援
者
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
か
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
他
者
理
解
や

異
文
化
理
解
は
、
国
際
協
力
活
動
の
肝
と
言
っ
て
も
い
い
重
要
な
テ
ー
マ
で
は
な
い
か
と
、
私
も
考
え
て
い
ま
す
。
支

援
対
象
の
国
、
地
域
も
し
く
は
人
に
つ
い
て
、
そ
の
現
状
や
課
題
を
ど
う
見
る
の
か
、
ど
う
学
ん
で
い
く
の
か
、
ど
う

理
解
す
る
の
か
、
そ
う
い
う
話
に
も
結
び
付
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
ア
メ
リ
さ
ん
か
ら
順
番
に
お
願
い
し
ま
す
。

ア
メ
リ
：　

授
業
で
も
他
者
理
解
や
異
文
化
交
流
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
あ
り
、
本
当
に
難
し
い
と
い
つ
も
感
じ
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
相
手
の
文
化
を
尊
重
し
よ
う
と
考
え
た
時
に
、
そ
れ
を
意
識
し
す
ぎ
る
あ
ま
り
、
相
手
と
距
離
が
で
き
て

し
ま
っ
た
り
、
対
話
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
、
私
に
は
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
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分
の
中
に
バ
イ
ア
ス
が
あ
る
こ
と
を
、
い
つ
も
意
識
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
気
を
つ
け
て
い
て
も
、
偏
見
や
知
ら
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
の
で
、
ま
ず
は
相
手
を
固
定
概
念
で
見
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
自
分
は

偏
見
を
抱
き
が
ち
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
相
手
と
接
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

伊
藤
：　

先
ほ
ど
お
話
し
し
た
と
お
り
、
私
た
ち
の
団
体
で
は
、
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
と
性
教
育
に
つ
い
て
議
論
す

る
機
会
と
か
、
お
願
い
す
る
よ
う
な
場
面
が
多
く
あ
る
の
で
、
異
文
化
理
解
は
重
要
な
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
文
献
と
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
、
そ
れ
か
ら
勉
強
会
を
通
じ
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
文
化
的
・
歴
史
的
背
景

を
勉
強
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
年
長
者
を
敬
う
文
化
が
根
付
い
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
の
で
、
実
際
に
接
す
る
際
に
は
、
相
手
に
と
っ
て
の
自
分
は
、
年
に
２
回
や
っ
て
く
る
異
国
の
女
の

子
だ
、
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
て
行
動
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
何
か
お
願
い
を
す
る
時
に
も
、
そ
の
背
景
に
あ
る
自
分
の
本
音
ベ
ー
ス
の
考
え
ま
で
、
き
ち
ん
と
誠
実
に

お
伝
え
し
た
う
え
で
、
判
断
は
相
手
に
委
ね
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
性
教
育
の
知
識
を
提
供

す
る
時
に
は
、
私
た
ち
が
「
教
え
る
」
と
い
う
形
を
と
る
の
で
は
な
く
、
現
地
語
で
書
か
れ
た
性
教
育
の
本
を
持
っ
て

い
っ
て
、「
こ
う
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
ち
ょ
っ
と
言
葉
が
分
か
ら
な
い
の
で
、
一
緒
に
読
ん
で
い
た
だ
け

ま
せ
ん
か
」
と
お
伝
え
し
、
一
緒
に
学
ぶ
と
い
う
姿
勢
を
忘
れ
な
い
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
し
た
。
以
上
で
す
。

五
嶋
：　

私
が
関
わ
っ
て
い
る
学
習
支
援
の
場
合
、
他
者
理
解
や
異
文
化
理
解
と
い
う
の
は
、
子
ど
も
た
ち
や
そ
の
母

親
と
の
関
わ
り
方
の
問
題
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
、ご
質
問
を
い
た
だ
い
て
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、私
は
、対
象
の
子
ど
も
や
そ
の
母
親
を
、「
外
国
人
」
と
か
「
子
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ど
も
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
捉
え
な
い
よ
う
に
し
、
自
分
と
同
じ
国
で
暮
ら
し
て
い
る
一
人
の
人
間
と
し
て
接
す

る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
は
意
識
的
に
自
分
の
考
え
方
を
変
え
た
と
い
う
よ
り
は
、
こ
の
活
動
を
通
し

て
自
然
と
そ
う
な
っ
た
感
じ
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
異
文
化
理
解
や
多
文
化
共
生
を
進
め
る
中
で
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
必
然
的
に
関
係
し
て
く
る
場
面
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、相
手
を
外
国
人
と
か
子
ど
も
と
い
う
決
め
ら
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
当
て
は
め
な
い
で
、

日
本
で
暮
ら
し
て
い
る
一
人
の
人
間
と
し
て
接
す
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
そ
れ
が
相
手
に
も
伝
わ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。

福
嶋
：　

私
は
、
当
た
り
ま
え
の
こ
と
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
現
地
の
方
の
声
を
し
っ
か
り
聴
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
対

象
国
へ
の
理
解
が
進
む
と
考
え
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
直
接
交
流
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
が
、
例
え
ば
、
今
の
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
の
よ
う
に
直
接
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
す
る
な
ど
工
夫
を
す
れ
ば
、
現

地
の
方
の
声
を
聞
く
こ
と
は
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
海
宝
さ
ん
か
ら
も
少
し
お
話
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
に
、
私
た
ち
は
活
動
を
始
め
る
前
に
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

を
使
っ
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
動
画
を
見
て
、
学
び
を
深
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
重
要
だ
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
現
地
の
方
の
目
線
か
ら
、
現
状
や
課
題
を
知
る
こ
と
で
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
の
か
が
明
確
に
な
っ
て
、
よ
り
対
象
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
上
で
す
。

津
田
：　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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特
に
、
相
手
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
自
分
と
同
じ
一
人
の
人
間
と
し
て
見
る
と
い
う
姿
勢
は
、

私
も
こ
れ
か
ら
す
ご
く
大
事
に
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

平
山
：　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
う
で
す
ね
。
と
か
く
我
々
は
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
し
が
ち
で
す
ね
。
例
え
ば
、
女
子
大
学
生
と
か
、
草
食
系
男
子
と
か
、

何
々
人
と
か
、
難
民
と
か
…
…
、
そ
ん
な
ふ
う
に
一
括
り
に
し
て
も
、
今
、
ご
指
摘
の
あ
っ
た
と
お
り
、
個
々
の
違
い

が
あ
る
わ
け
で
す
。「
日
本
人
は
〇
〇
で
あ
る
」と
言
っ
て
も
、そ
れ
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
日
本
人
も
必
ず
い
る
わ
け
で
、

や
は
り
多
様
性
が
あ
る
と
、
伺
っ
て
い
て
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
私
は
、
他
者
理
解
や
異
文
化
理
解
は
国
際
協
力
の
重
要
な
要
素
だ
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
国

際
協
力
に
限
ら
ず
、人
と
人
と
が
関
わ
る
場
に
お
い
て
は
避
け
て
通
れ
な
い
重
要
な
視
点
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
私
は
、
妻
が
ど
う
感
じ
て
い
る
か
、
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
ど
う
し
た
ら
彼
女
の
気

持
ち
を
大
切
に
で
き
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
日
常
的
に
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う
考
え
方
と
か
身
近

な
人
と
の
接
し
方
が
、
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
国
際
協
力
活
動
と
か
国
際
交
流
活
動
と
か
、
よ
り
大
き
な
視
点
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
、
皆
さ
ん
の
お
話
を
お
聴
き
し
て
い
て
思
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
終
了
時
間
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
の
で
、
一
度
こ
こ
で
区
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
ご
登
壇
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
は
、
学
生
と
し
て
の
活
動
の
難
し
さ
や
葛
藤
に
も
触
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
学
生
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
、
も
し
く
は
学
生
な
ら
で
は
の
目
線
が
生
か
さ
れ
た
活
動
と
そ
の
可
能
性
も
感

じ
ら
れ
る
時
間
に
な
っ
た
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
っ

た
方
々
、
特
に
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
国
際
協
力
活
動
に
つ
い
て
考
え
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
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の
よ
う
な
も
の
が
提
示
で
き
て
い
ま
し
た
ら
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
も
大
変
嬉
し
く
思
う
次
第
で
す
。

　

そ
れ
で
は
最
後
に
、
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
、
今
後
の
活
動
の
展
望
、
も
し
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
今
後
の
目
標
に
つ
い

て
一
言
ず
つ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
女
子
大
学
の
海
宝
さ
ん
か
ら
順
番
に
お
願
い
し
ま
す
。

海
宝
：　

今
日
、
他
の
女
子
大
学
の
方
の
お
話
を
聞
い
て
初
め
て
知
っ
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
他
の
方
の
活
動
を
知
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
な
の
で
、
私
た
ち
自
身
も
、
自
分
た
ち
の
し
て
い

る
こ
と
を
外
に
向
け
て
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

M
other to M

other

の
活
動
な
ど
、
自
分
が
携
わ
っ
た
活
動
を
広
め
て
い
き
た
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
今
回

の
よ
う
に
、
他
の
方
の
国
際
協
力
活
動
に
つ
い
て
、
自
ら
勉
強
し
て
い
く
こ
と
も
忘
れ
ず
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福
嶋
：　

本
日
は
、
他
大
学
さ
ん
の
活
動
や
想
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
自
分
の
視
野
の
狭
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
国
際
協
力
活
動
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
だ
け
で
終
わ
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
本
日
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
、
ゼ
ミ
の
メ
ン
バ
ー
や
家
族
、
友

人
に
も
話
し
、
共
に
考
え
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

津
田
：　

た
く
さ
ん
の
方
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、自
分
自
身
の
視
野
が
広
が
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
帰
っ

た
ら
、
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
に
今
日
の
こ
と
を
報
告
し
て
、
よ
り
よ
い
活
動
に
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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小
濵
：　

私
は
、
サ
ー
ク
ル
で
や
っ
て
い
る
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
や
Ｔ
Ｆ
Ｔ
活
動
等
を
通
し
て
、
主
に
経
済
的
な
面
か
ら

国
際
協
力
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
他
の
大
学
の
方
の
活
動
を
知
り
、
学
習
支
援
だ
っ
た

り
、
保
健
教
育
だ
っ
た
り
、
様
々
な
分
野
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
自
分
一
人

で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、
サ
ー
ク
ル
と
い
う
強
み
を
生
か
し
て
、
国
際
協
力
を
働
き
掛
け
る
活
動
を

今
後
更
に
展
開
し
て
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
し
た
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

松
成
：　

そ
れ
ぞ
れ
違
う
活
動
を
し
て
い
る
方
だ
か
ら
こ
そ
、
感
じ
る
こ
と
も
そ
れ
ぞ
れ
で
、
皆
さ
ん
の
お
話
か
ら
す

ご
く
刺
激
を
受
け
、
大
変
有
意
義
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
日
々
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
い
き
、
さ
ら
に
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
、
サ
ー
ク
ル
と
し
て
、
ま
た
、

個
人
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

五
嶋
：　

先
生
方
や
学
生
の
発
表
を
聞
い
て
、
私
自
身
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
国
際
協
力
活
動
の
あ
り
方
」
は
本
当
に
さ
ま
ざ
ま
で
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
た
ち
の
活
動
を

こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
私
も
さ
ら
に
発
展
し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
尽

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

伊
藤
：　

こ
れ
ま
で
活
動
し
て
き
た
中
で
、
学
生
の
無
力
さ
を
感
じ
る
場
面
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
本
日
、
皆
さ
ん
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の
お
話
を
聞
い
て
、
学
生
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。津
田
塾
大
学
の
学
生
団
体
と
し
て
、今
後
さ
ら
に
支
援
範
囲
を
拡
大
し
て
い
け
る
よ
う
精
進
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ア
メ
リ
：　

他
大
学
の
方
が
、
自
分
た
ち
の
中
だ
け
で
は
な
く
外
に
向
か
っ
て
働
き
か
け
る
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
に

対
し
て
、
私
た
ち
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
勉
強
会
は
、
知
識
と
か
理
解
を
蓄
え
る
と
い
う
段
階
だ
っ
た
の
で
、
本
日
の
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
今
後
の
活
動
に
対
す
る
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
他
者
理
解
や
異
文
化
交
流
に
関
し
て
、「
本
当
に
こ
う
い
う
考
え
方
で
い
い
の
か
な
？
」
と
、
も
や
も
や
し

て
い
た
部
分
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
少
し
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
勉
強
会
の
輪
を
お
茶
大
生
に
も
っ
と
広
げ
て
い
け
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
活
動
を
参
考
に
し

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
山
：　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
う
で
す
ね
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
結
成
20
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
が
、
最
後
に
私
の
個
人
的
な
意
見
と
言
い
ま
す
か
、
希
望
を
一
つ
だ
け
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
席
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん
は
、
今
日
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
チ
ー
ム
と
し
て
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
わ

け
で
す
。
五
女
子
大
学
で
コ
ラ
ボ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
時
間
を
作
り
出
し
共
有
で
き
た
こ
と
、
こ
れ
も
一
つ
の
大
き
な

一
歩
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
繋
が
り
を
今
日
で
終
わ
り
に
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
今
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後
、
協
働
あ
る
い
は
コ
ラ
ボ
企
画
の
よ
う
な
形
で
次
に
生
か
せ
て
い
け
る
と
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、
＋
α
が
加
わ

る
と
言
い
ま
す
か
、
明
る
い
未
来
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
時
間
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
で
学
生
報
告
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
田
：　

平
山
講
師
、
五
女
子
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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皆
様
、
本
日
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

改
め
て
申
し
上
げ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
女
子
教
育
の
重
要
性
と
い
う
の
は
、
強
調
し
て
も
し
過
ぎ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

20
年
前
に
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
発
足
・
結
成
さ
れ
ま
し
て
、
女
子
教
育
の
支
援
に
挑
戦
し
始
め
た
わ
け

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
今
日
、
こ
う
い
う
形
に
結
実
し
て
い
る
の
は
、
非
常
に
意
義
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
本
日
の
ご
挨
拶
あ
る
い
は
ご
報
告
で
は
、
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
協
定
が
更
新
さ
れ
た
こ

と
、
そ
し
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
忘
れ
な
い
、
ま
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
地
域
の
様
々
な
困

難
に
直
面
し
て
い
る
女
性
た
ち
に
も
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
く
の
だ
と
、そ
う
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
同
時
に
、
国
際
協
力
の
意
義
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
難
し
さ
に
つ
い
て
の
ご
意
見
も
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
昨
年
来
の
急
激
な
政
情
の
変
化
に
よ
っ
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
復
興
の
道
の
り
が
更
に
険
し
い
も

由
良　

敬  

氏

　
　
　
　

お
茶
の
水
女
子
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
協
力
セ
ン
タ
ー
長

早
稲
田
大
学
理
工
学
部
応
用
物
理
学
科
卒
業
。
同
大
学
院
理
工
学
研
究
科
物
理

学
及
び
応
用
物
理
学
専
攻
修
士
課
程
及
び
名
古
屋
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
生

命
理
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
理
学
）。
専
門
は
生
物
物
理
学
。

早
稲
田
大
学
教
授
（
任
期
付
）。
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授
。
２
０
２
２
年
４

月
よ
り
現
職
。

閉
会
挨
拶
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の
と
な
り
、
女
子
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
も
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
他
の
開
発
途
上
国
に
対
し
て
も
、
国
際
情
勢
が
刻
々
と
変
化
し
て
い
る
中
で
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
け
ば

よ
い
の
か
、
日
々
、
悩
む
状
況
に
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
粘
り
強
さ
、
そ
れ
か
ら
忍
耐
を
も
っ
て
、
試
行

錯
誤
を
続
け
る
姿
勢
を
示
し
て
い
く
こ
と
が
、
本
日
改
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
五
女
子
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
よ

る
国
際
協
力
活
動
の
報
告
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
お
聴
き
し
て
い
て
、
今
後
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
明
る
い

未
来
、
道
が
見
え
た
よ
う
に
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
取
り
組
み
は
我
々
だ
け
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
日
本
政
府
あ
る
い
は
文
部
科
学
省
、
外

務
省
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
の
ご
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
、
改
め
て
申
し
上
げ
る
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
本
日
、
こ
の
会
場
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
様
、
そ
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆

様
に
も
、
是
非
、
今
後
と
も
、
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て
、

私
の
閉
会
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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お茶の水女子大学

背幅　7mm

お
茶
の
水
女
子
大
学

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
20
周
年
記
念
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
紛
争
地
域
の
女
子
教
育
支
援
を
通
し
た
国
際
協
力
活
動
の
あ
り
方

お
茶
の
水
女
子
大
学
は
、
国
籍
・
年
齢
を
問
わ
ず
、
女
性
の
成
長
を
支
援
し
、

そ
の
資
質
能
力
の
十
全
な
開
発
を
企
て
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
本
学
は
「
女
子
教
育
を
通
し
て
の
国
際
協
力
」
を
実
施
可
能
な
貢
献
と
考
え
、

活
動
拠
点
と
し
て
、
２
０
０
３
年
７
月
に
開
発
途
上
国
女
子
教
育
協
力
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
４
月
か
ら
は
グ
ロ
ー
バ
ル
協
力
セ
ン
タ
ー
と
し
て
広
く
開
発
途
上
国
の
平
和
構
築
と
、

教
育
を
含
む
国
際
開
発
の
課
題
に
関
す
る
大
学
の
教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

お
茶
の
水
女
子
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
協
力
セ
ン
タ
ー
は
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Ochanomizu University
お茶の水女子大学

●
報
告

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
の
20
年
間
」

石
井
ク
ン
ツ
昌
子

お
茶
の
水
女
子
大
学
理
事・副
学
長

●
基
調
講
演

「
人
間
の
安
全
保
障
と
国
際
教
育
協
力―

『
こ
こ
に
あ
る
未
来
』を
共
に
歩
む
」

杉
村
美
紀

上
智
大
学
総
合
人
間
科
学
部
教
育
学
科
教
授

●
講
演

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
統
治
の
困
難
さ
」

青
木
健
太

公
益
財
団
法
人
中
東
調
査
会
研
究
員

各
五
女
子
大
学
の
学
生
に
よ
る
国
際
協
力
活
動
の
報
告

各
五
女
子
大
学
の
学
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
20
周
年
記
念
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

紛
争
地
域
の
女
子
教
育
支
援
を
通
し
た
国
際
協
力
活
動
の
あ
り
方




